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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

〔式中、
　Ｑは、酸素又は硫黄を表し；



(2) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

　Ｖは、水素、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ及びシ
アノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ及びシ
アノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル、置換されていてもよ
いシクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、飽和又は不飽和であり、そして、ヘテ
ロ原子で中断されていてもよい）、置換されていてもよいシクロアルキルアルキル（ここ
で、該シクロアルキルアルキルは、飽和又は不飽和であり、そして、ヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）、置換されていてもよいアリール、ヘタリール、置換されていてもよい
アリールアルキル、ヘタリールアルキル及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、水素、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル、置換されてい
てもよいシクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、ヘテロ原子で中断されていても
よい）、置換されていてもよいシクロアルキルアルキル（ここで、該シクロアルキルアル
キルは、ヘテロ原子で中断されていてもよい）、アリールアルキル、ヘタリールアルキル
及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル並びに置換され
ていてもよいシクロアルキル及びシクロアルキルアルキル（ここで、これらは、ヘテロ原
子で中断されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す〕
で表される化合物及びその塩。
【請求項２】
　Ｑは、酸素又は硫黄を表し；
　Ｖは、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ

４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ及びシアノの群から選択されるラジカルを
表し；
　Ｗは、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ

４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ及びシアノの群から選択されるラジカルを
表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－アルケニル、Ｃ３－Ｃ８－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置
換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル又はＣ５－Ｃ８－シクロ
アルケニル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、Ｃ（Ｇ）Ｒ２、ＮＲ
４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４

－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換
されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－
アルキル又はＣ５－Ｃ８－シクロアルケニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル（ここで、これらは
、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、Ｃ（Ｇ）Ｒ２、ＮＲ４で１回又は２回中断されてい
てもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換されていてもよい）；アリール
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）；又は、ヘタリール（ここで、これらは、互いに独立して
、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキ
シ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；直鎖
若しくは分枝鎖のアリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ヘタリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
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ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＣＮ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ

８－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－
アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又
は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換されていて
もよい）；アリールアルキル又はヘタリールアルキル（ここで、これらは、互いに独立し
て、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４

－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；及
び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ

６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；及び、直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－
Ｃ４－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換され
ていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－アルケニル、Ｃ３－Ｃ８－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ８－シ
クロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、
互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－
Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖
のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ
）ｎで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；アリール、ヘタリール（ここで、これらは、互いに独立して、ハロ
ゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ

１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロア
ルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；及び、直鎖
若しくは分枝鎖のアリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ヘタリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）の群から



(4) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）の群から
選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（ここで、Ｒ
２及びＲ３は上記のとおりである）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
請求項１に記載の化合物及びその塩。
【請求項３】
　Ｑは、酸素を表し；
　Ｖは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ及びシアノの
群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ及びシアノの
群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（
Ｇ）Ｒ２で１～７置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これ
らは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていても
よく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチ
ル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは
分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互い
に独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び
、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキ
シ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル、ナフチル、ピ
リジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジニル、トリアジニル、フラニル、チエニル、
オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、ピラゾリル、イミダゾ
リル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、イミダ
ゾピリジニル（ここで、これらは、フェニル（ここで、該フェニルは、互いに独立して、
フッ素、塩素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エ
トキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフル
オロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、
トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されている）で置換
されていてもよく、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロ
メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ
（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ
）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ
及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のフェニル－Ｃ

１－Ｃ２－アルキル、ピリジル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリミジル－Ｃ１－Ｃ２－アル
キル、チアゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル
、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、Ｍｅ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｅｔ－Ｓ（Ｏ）ｍ－
、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジ
フルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノ
で１置換又は２置換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表
し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキニ
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ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）；
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素
、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回
又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、
エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１～４置換されていてもよ
い）；アリール－Ｃ１－Ｃ２－アルキル又はヘタリール－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノ、ニトロ及びシアノで１置
換又は２置換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）；
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素
、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル
、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１～５置換されていてもよい）；Ｃ３－
Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく
、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、
メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝
鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（
Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチ
ル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換され
ていてもよい）；フェニル又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、
塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エト
キシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオ
ロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ト
リフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）；及び、直鎖若しくは分枝鎖のフェニル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリジル－Ｃ１－
Ｃ２－アルキル、ピリミジル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、チアゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフル
オロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ
（Ｏ）ｎ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ニ
トロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表
し；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
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ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（こ
こで、Ｒ２及びＲ３は上記のとおりである）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
請求項１に記載の化合物及びその塩。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の式（Ｉ－Ａ）
【化２】

で表される化合物及びその塩。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれかに記載の式（Ｉ－Ｂ）

【化３】

で表される化合物及びその塩。
【請求項６】
　Ｖは、水素、フッ素、塩素、メチル及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル及びシアノの群から選択されるラジ
カルを表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換、２置換、３置換、４置換、５置
換されていてもよく、及び、基Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置換
されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して
、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独
立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置
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換又は２置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル－メチル（ここで、これ
らは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていても
よく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メ
トキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル、ピリジル、ピリミジ
ル、チエニル、チアゾリル、オキサゾリル、イミダゾリル、オキサジアゾリル、チアジア
ゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、イミダゾピリジニル（ここで、これらは、
フェニル（ここで、該フェニルは、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、ジ
フルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エ
チル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－
、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されている）で置換されていてもよく、互いに独
立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル
、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメト
キシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチ
ル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、
塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エト
キシ、Ｍｅ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｅｔ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメ
トキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフ
ルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）
；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；メチル、エチル、プロピル、アリル、プロパルギル及びベンジル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキシ、シアノで１～３置換されて
いてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；メチル、エチル、プロピル、アリル、プロパルギル、シクロプロピル又は
シクロプロピルメチル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキ
シ、シアノで１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、メトキシ、エトキシ、メチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１～３置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－
シクロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び
、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シ
アノで１置換又は２置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルメチル（ここ
で、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；フェニル又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ
、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリ
フルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ

－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されてい
てもよい）；及び、ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル（
ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロ
メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ
（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ
）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ
及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；



(8) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～３置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～３置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（こ
こで、Ｒ２及びＲ３は上記のとおりである）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
請求項４又は５に記載の化合物及びその塩。
【請求項７】
　Ｖは、水素又はフッ素を表し；
　Ｗは、水素、塩素、臭素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、イソペンチル、２，２－ジメチルプロピル、ヘキシル
、ネオヘキシル、アリル、メタリル、２－ブテニル、プロパルギル、２－ブチニル（ここ
で、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチルスル
ファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、メチルスル
ホニル、エチルスルホニルで１～３置換されていてもよく、及び、基Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、Ｃ
ＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置換されていてもよい）；シクロプロピル、シクロブチ
ル、シクロペンチル、シクロヘキシル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ
）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ
素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；シクロプロピルメチル、シクロブチルメチル、シクロペンチルメチ
ル、シクロヘキシルメチル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ
、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、
メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換されていて
もよい）；フェニル、ピリジル、ピリミジル、チエニル、チアゾリル、オキサゾリル、イ
ミダゾリル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、
イミダゾピリジニル（ここで、これらは、フェニルで置換されていてもよく、互いに独立
して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、
メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、
エチルスルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリ
フルオロメトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル
、トリフルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルファニル、ジフルオロメチルス
ルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオロエチルスルファニル、トリフル
オロエチルスルフィニル　トリフルオロエチルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又
は２置換されていてもよい）；ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリ
ルメチル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ
、エトキシ、メチルスルファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルス
ルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロ
メトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフ
ルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルファニル、ジフルオロメチルスルフィニ
ル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオロエチルスルファニル、トリフルオロエチ
ルスルフィニル　トリフルオロエチルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素、メチル、エチル、プロピル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、メ
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を表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素、メチル、エチル、プロピル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、メ
トキシメチル、エトキシメチル、シアノメチル、アリル、プロパルギル、シクロプロピル
又はシクロプロピルメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、
ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、アリル、メタリル、２－ブテニル、プロパルギル、
２－ブチニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、メトキシ、エトキシ
で１～３置換されていてもよい）；シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シ
クロヘキシル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、
互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シア
ノで１置換又は２置換されていてもよい）；シクロプロピルメチル、シクロブチルメチル
、シクロペンチルメチル、シクロヘキシルメチル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで
１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル
又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチ
ル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル
、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、メチルスルホニル、
エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチルス
ルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフルオロメチルスルホニル、ジフル
オロメチルスルファニル、ジフルオロメチルスルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル
、トリフルオロエチルスルファニル、トリフルオロエチルスルフィニル、トリフルオロエ
チルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；及び、ベン
ジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル（ここで、これらは、互い
に独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメ
チル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、ニトロ及びシ
アノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ３は、水素、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル及びア
リルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル及びア
リル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキシ、シアノで１～
３回置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯ
ＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（ここで、Ｒ２及びＲ３は上記のとおりである）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
請求項４又は５に記載の化合物及びその塩。
【請求項８】
　請求項１に記載の式（Ｉ－Ａ）
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【化４】

〔式中、
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、メチル、エチル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ア
リル、３，３－ジメチルアリル、プロパルギル、シクロヘキシル、テトラヒドロピラニル
、テトラヒドロチオピラニル、３－オキセタニル、５－オキサ－［３．３．０］－ビシク
ロヘプタニル、メトキシエチル、メトキシプロピル、エトキシエチル、エチルチオエチル
、メチルチオエチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、２，２，２－トリフルオ
ロエチル、３，３，３－トリフルオロプロピル、３－クロロ－２，２，３，３－テトラフ
ルオロプロピル、３－フルオロプロピル、３，３－ジフルオロプロピル、２，２，２－ト
リフルオロエチルチオエチル、メチルカルボニルメチル、シクロプロピルカルボニルメチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチルカルボニルメチル、メトキシカルボニルメチル、エトキシカルボニ
ルメチル、ヒドロキシカルボニルメチル、カルバモイルメチル、Ｎ－メチルカルバモイル
メチル、Ｎ－シクロプロピルカルバモイルメチル、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイルメチル
、２－メトキシイミノプロピル、シクロプロピルメチル、フェニル、４－メチルフェニル
、２－ニトロフェニル、３－メチルチオフェニル、４－クロロフェニル、４－フルオロフ
ェニル、４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル、４－メトキシフェニル、４－ニトロフェニル、
４－ジメチルアミノフェニル、２－フルオロフェニル、２－メトキシフェニル、２－ジメ
チルアミノスルホニルフェニル、２－ジメチルアミノカルバモイルフェニル、３－ニトロ
フェニル、３－トリフルオロメチルフェニル、３－クロロフェニル、２，５－ジクロロフ
ェニル、３，５－ジクロロフェニル、４－クロロ－３－トリフルオロメチルフェニル、２
，４，５－トリクロロフェニル、２－ピリジル、５－（２－クロロ）ピリジル、２－（５
－メチル）ピリジル、２－（６－メチル）ピリジル、２－（３－トリフルオロメチル）ピ
リジル、２－ピリミジル、２－（４－メチル）ピリミジル、２－（５－メチル）ピリミジ
ル、２－（４－メトキシ）ピリミジル、２－（５－フルオロ）ピリミジル、　２－（４－
トリフルオロメチル）ピリミジル、２－（５－トリフルオロメチル）ピリミジル、２－（
４，６－ジメチル）ピリミジル、２－（４，５－ジメチル）ピリミジル、２－（４，６－
ジメトキシ）ピリミジル、－ＣＨ２－２－ピリミジル、－ＣＨ２－２－ピラジニル、－Ｃ
Ｈ２－５－（１－メチル）イミダゾリル、－ＣＨ２－３－（１－メチル）ピラゾリル、－
ＣＨ２－４－ピリジル、－ＣＨ２－２－ピリジル、－ＣＨ２－２－（１－メチル）イミダ
ゾリル、－ＣＨ２－３－ピリジル、－ＣＨ２－２－フラニル、－ＣＨ２－５－（２－クロ
ロ）ピリジル、ベンジル、３，４－ジクロロベンジル、２，６－ジフルオロベンジル、２
－フルオロ－６－メトキシベンジル、２，６－ジクロロベンジル、２－クロロ－６－トリ
フルオロメチルベンジル、２－クロロ－６－フルオロベンジル、－ＣＨ２－２－（４，６
－ジメトキシ）ピリミジル、２，６－ジメチルベンジル、－ＣＨ２－１－（３－ニトロ－
５－メチル）ピラゾリル、２－（１－メチル）ベンゾイミダゾリル、２－（５－メチル）
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オキサジアゾリル、２－［３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４．５］
ピリジニル、３－［４－エチル－５－（トリフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾ
リル、３－［４－メチル－５－（トリフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾリル、
３－［４－メチル－５－（ジフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾリル、２－（５
－フェニル）－１，３，４－チアジアゾリル、２－（１－メチル－５－フェニル）イミダ
ゾリル、２－（４，５－ジメチル）オキサゾリル、２－（１－メチル－５－メトキシカル
ボニル）イミダゾリル、２－（１－メチル）イミダゾリル、１，２－エタンジイルの群か
ら選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、メチル、エチル又はベンジルを表し；
　ｎは、数０又は２を表し；
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｔは、電子対を表す〕
で表される化合物及びその塩；
及び、
請求項１に記載の式（Ｉ－Ｂ）
【化５】

〔式中、
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、４，６－ジメチルピリミジル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ベンジル、メチル、
３－メチルチオフェニル、２，２，２－トリフルオロエチル、フェニル、４－メチルフェ
ニル、ピリミジル、エチルチオエチル、２－ニトロフェニル、シクロプロピルメチルの群
から選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、メチルを表し；
　ｎは、数０又は２を表し；
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｔは、電子対を表す〕
で表される化合物及びその塩。
【請求項９】
　式（Ｉ－Ａ）のＷが水素を表す、請求項８に記載の式（Ｉ－Ａ）で表される化合物及び
その塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１０】
　式（Ｉ－Ａ）のｎが数０を表す、請求項８又は９に記載の式（Ｉ－Ａ）で表される化合
物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１１】
　式（Ｉ－Ａ）のＡがメチルを表す、請求項８～１０のいずれか一項に記載の式（Ｉ－Ａ
）で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１２】
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　式（Ｉ－Ｂ）のＷが水素を表す、請求項８～１１のいずれか一項に記載の式（Ｉ－Ａ）
で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１３】
　式（Ｉ－Ｂ）のＸがピリミジルラジカルを表す、請求項８～１２のいずれか一項に記載
の式（Ｉ－Ａ）で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその
塩。
【請求項１４】
　式（Ｉ－Ｂ）のｎが数０を表す、請求項８～１３のいずれか一項に記載の式（Ｉ－Ａ）
で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１５】
　式（Ｉ－Ｂ）のＡがメチルを表す、請求項８～１４のいずれか一項に記載の式（Ｉ－Ａ
）で表される化合物及びその塩及び式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物及びその塩。
【請求項１６】
　動物有害生物を防除するための組成物であって、請求項１～１５のいずれかに記載の少
なくとも１種類の化合物並びに慣習的な増量剤及び／又は界面活性剤を含んでいる、前記
組成物。
【請求項１７】
　動物有害生物を防除する方法であって、請求項１～１５のいずれかに記載の少なくとも
１種類の化合物又は請求項１６に記載の組成物を当該動物有害生物及び／又はそれらの生
息環境に作用させる、前記方法、ただし、人における有害生物を防除する方法を除く。
【請求項１８】
　動物有害生物を防除するための、請求項１～１５のいずれかに記載の少なくとも１種類
の化合物又は請求項１６に記載の組成物の使用、ただし、人への使用を除く。
【請求項１９】
　ヒト又は動物の身体の外科的な処置、治療的な処置及び診断的な処置は除外される、請
求項１７に記載の方法又は請求項１８に記載の使用。
【請求項２０】
　植物の繁殖器官を保護するための、請求項１～１５のいずれかに記載の少なくとも１種
類の化合物の使用。
【請求項２１】
　農薬製剤であって、請求項１～１５のいずれかに記載の少なくとも１種類の化合物を、
その農薬製剤の重量に基づいて０．０００００００１～９８重量％の生物学的に有効な量
で含んでおり、並びに、増量剤及び／又は界面活性剤も含んでいる、前記農薬製剤。
【請求項２２】
　さらなる農薬活性化合物もさらに含んでいる、請求項２１に記載の農薬製剤。
【請求項２３】
　式（ＸＩ）、式（ＸＸＩ）
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【化６】

〔式中、ラジカルＡ、Ｙ、Ｖ及びＷは、請求項１～１５のいずれかに記載の意味を有して
いる〕
で表される中間体。
【請求項２４】
　前記ラジカルＡ、Ｙ、Ｖ及びＷが請求項８～１５のいずれかに記載の意味を有している
、請求項２３に記載の式（ＸＩ）、式（ＸＸＩ）で表される中間体。
【請求項２５】
　式（ＸＶ）
【化７】

〔式中、
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し；



(14) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

　Ｙは、メチル、エチル又はベンジルを表し；及び
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表す〕
で表される中間体
及び
式（ＸＸＩＩ）
【化８】

〔式中、
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、メチルを表し；及び
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表す〕
で表される中間体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、新規ヘテロ環式化合物、それらを調製するための方法及び中間体、並びに、
動物有害生物を防除するためのそれらの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＯ　２０１１／００９８０４Ａ２には、殺虫剤として使用することが可能なヘテロ環
式化合物（これは、とりわけ、イミダゾリルカルボキサミド類を包含する）が記載されて
いる。
【０００３】
　現代の殺虫剤は、例えば、作用の程度、作用の持続性及び作用の範囲並びに可能性のあ
る用途などに関して、多くの要求を満たさなくてはならない。毒性に関する問題、有益種
及び花粉媒介者の保護に関する問題、環境特性に関する問題、施用量に関する問題、別の
活性成分又は製剤助剤との組合せ可能性に関する問題は、活性成分を合成するのに必要と
される努力の問題と同様に、ある種の役割を果たす。ほんの僅かな要因を挙げれば、さら
に、抵抗性も生じ得る。これら全ての理由のみにより、新規作物保護組成物の探求は、完
結したものとは考えられ得ず、既知化合物と比較して少なくとも個々の態様に関して改善
されている特性を有する新規化合物が絶えず求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際特許出願公開第２０１１／００９８０４Ａ２号
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、さまざまな局面下において有害生物防除剤（ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ）の
スペクトルを拡大させる化合物を提供することであった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的、及び、明示的には示されていないが本明細書中で論じられている文脈から認
識又は誘導され得るさらなる目的は、式（Ｉ）
【化１】

【０００７】
〔式中、
　Ｑは、酸素又は硫黄を表し；
　Ｖは、水素、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ及びシ
アノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、ハロゲン、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ及びシ
アノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル、置換されていてもよ
いシクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、飽和又は不飽和であり、そして、ヘテ
ロ原子で中断されていてもよい）、置換されていてもよいシクロアルキルアルキル（ここ
で、該シクロアルキルアルキルは、飽和又は不飽和であり、そして、ヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）、置換されていてもよいアリール、ヘタリール、置換されていてもよい
アリールアルキル、ヘタリールアルキル及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、水素、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル、置換されてい
てもよいシクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、ヘテロ原子で中断されていても
よい）、置換されていてもよいシクロアルキルアルキル（ここで、該シクロアルキルアル
キルは、ヘテロ原子で中断されていてもよい）、アリールアルキル、ヘタリールアルキル
及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素、置換されていてもよいアルキル、アルケニル、アルキニル並びに置換され
ていてもよいシクロアルキル及びシクロアルキルアルキル（ここで、これらは、ヘテロ原
子で中断されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す〕
で表される化合物及びその塩を提供することによって達成される。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　式（Ｉ）で表される化合物において示されているラジカルに関する好ましい置換基又は
範囲について、以下で説明する。それらの組合せは、好ましい範囲（１）を形成する。
【０００９】
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　Ｑは、酸素又は硫黄を表し；
　Ｖは、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ

４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ及びシアノの群から選択されるラジカルを
表し；
　Ｗは、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ

４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ及びシアノの群から選択されるラジカルを
表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－アルケニル、Ｃ３－Ｃ８－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置
換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキル又はＣ５－Ｃ８－シクロ
アルケニル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、Ｃ（Ｇ）Ｒ２、ＮＲ
４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４

－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換
されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－
アルキル又はＣ５－Ｃ８－シクロアルケニル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル（ここで、これらは
、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、Ｃ（Ｇ）Ｒ２、ＮＲ４で１回又は２回中断されてい
てもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換されていてもよい）；アリール
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）；又は、ヘタリール（ここで、これらは、互いに独立して
、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキ
シ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；直鎖
若しくは分枝鎖のアリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ヘタリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＣＮ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ

４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ

８－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－
アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又
は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１～４置換されていて
もよい）；アリールアルキル又はヘタリールアルキル（ここで、これらは、互いに独立し
て、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコ
キシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４

－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；及
び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ
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４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ

６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；及び、直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－
Ｃ４－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル
、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換され
ていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ８－アルキル、Ｃ３－Ｃ８－アルケニル、Ｃ３－Ｃ８－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１置換又は多置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ８－シ
クロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、
互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－
Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖
のＣ３－Ｃ８－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４－アルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ
）ｎで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アル
キル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；アリール、ヘタリール（ここで、これらは、互いに独立して、ハロ
ゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ

１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロア
ルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）；及び、直鎖
若しくは分枝鎖のアリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル、ヘタリール－Ｃ１－Ｃ４－アルキル
（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－
ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｃ１－
Ｃ４－ハロアルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで
１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）の群から
選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－
Ｃ４－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換又は多置換されていてもよい）の群から
選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（ここで、好
ましい範囲（１）の上記定義は、Ｒ２及びＲ３に当てはまる）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
及び、その塩。
【００１０】
　式（Ｉ）で表される化合物において示されているラジカルに関する特に好ましい置換基
又は範囲について、以下で説明する。それらの組合せは、好ましい範囲（２）を形成する
。
【００１１】
　Ｑは、酸素を表し；
　Ｖは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ及びシアノの
群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ及びシアノの
群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチル－
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Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（
Ｇ）Ｒ２で１～７置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これ
らは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていても
よく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチ
ル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは
分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互い
に独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び
、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキ
シ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル、ナフチル、ピ
リジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジニル、トリアジニル、フラニル、チエニル、
オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、ピラゾリル、イミダゾ
リル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、イミダ
ゾピリジニル（ここで、これらは、フェニル（ここで、該フェニルは、互いに独立して、
フッ素、塩素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エ
トキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフル
オロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、
トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１～３置換されていてもよい）
で置換されていてもよく、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフ
ルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチ
ル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、
ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のフェニ
ル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリジル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリミジル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル、チアゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（
ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロ
メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、Ｍｅ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｅｔ－Ｓ（Ｏ
）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ

－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及び
シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカ
ルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）；
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素
、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回
又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、
エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１～４置換されていてもよ
い）；アリール－Ｃ１－Ｃ２－アルキル又はヘタリール－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、Ｃ１－Ｃ４－ハロ
アルキル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノ、ニトロで１置換又は２置
換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキニ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）；
Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素
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、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置
換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２

－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル
、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１～５置換されていてもよい）；Ｃ３－
Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく
、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、
メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；直鎖若しくは分枝
鎖のＣ３－Ｃ６－シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（
Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチ
ル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、シアノで１置換又は２置換され
ていてもよい）；フェニル又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、
塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エト
キシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオ
ロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ト
リフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）；及び、直鎖若しくは分枝鎖のフェニル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、ピリジル－Ｃ１－
Ｃ２－アルキル、ピリミジル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル、チアゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキ
ル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフル
オロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ
（Ｏ）ｎ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ニ
トロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表
し；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（こ
こで、好ましい範囲（２）の上記定義は、Ｒ２及びＲ３に当てはまる）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
及び、その塩。
【００１２】
　式（Ｉ）で表される化合物において示されているラジカルの極めて特に好ましい置換基
又は範囲について、以下で説明する。イミダゾールラジカルにおけるカルボキサミド基の
位置を考慮することにより、極めて特に好ましい構造（Ｉ－Ａ）が得られる。それらの組
合せは、好ましい範囲（３－Ａ）を形成する。
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【化２】

【００１３】
　Ｖは、水素、フッ素、塩素、メチル及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル及びシアノの群から選択されるラジ
カルを表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１置換、２置換、３置換、４置換、５置
換されていてもよく、及び、基Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置換
されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して
、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独
立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置
換又は２置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルメチル（ここで、これら
は、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよ
く、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メト
キシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル、ピリジル、ピリミジル
、チエニル、チアゾリル、オキサゾリル、イミダゾリル、オキサジアゾリル、チアジアゾ
リル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、イミダゾピリジニル（ここで、これらは、フ
ェニル（ここで、該フェニルは、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、ジフ
ルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチ
ル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、
ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）で置換されていてもよく、互い
に独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメ
チル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロ
メトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチ
ル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は
２置換されていてもよい）；ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリル
メチル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ
素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、
エトキシ、Ｍｅ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、Ｅｔ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオ
ロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ト
リフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよ
い）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；メチル、エチル、プロピル、アリル、プロパルギル及びベンジル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキシ、シアノで１～３置換されて
いてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；



(21) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；メチル、エチル、プロピル、アリル、プロパルギル、シクロプロピル又は
シクロプロピルメチル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキ
シ、シアノで１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、メトキシ、エトキシ、メチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１～３置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－
シクロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び
、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シ
アノで１置換又は２置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル－メチル（こ
こで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、
フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２
置換されていてもよい）；フェニル又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、
フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキ
シ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、ト
リフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）

ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されて
いてもよい）；及び、ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル
（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオ
ロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（
Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニト
ロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し
；
　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～３置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～３置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（こ
こで、好ましい範囲（３Ａ）の上記定義は、Ｒ２及びＲ３に当てはまる）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
及び、その塩。
【００１４】
　式（Ｉ）で表される化合物において示されているラジカルの極めて特に好ましい置換基
又は範囲について、以下で説明する。イミダゾールラジカルにおけるカルボキサミド基の
位置を考慮することにより、極めて特に好ましい構造（Ｉ－Ｂ）が得られる。それらの組
合せは、好ましい範囲（３－Ｂ）を形成する。
【化３】
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【００１５】
　Ｖは、水素、フッ素、塩素、メチル及びシアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｗは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル及びシアノの群から選択されるラジ
カルを表し；
　Ｘは、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキニル（こ
こで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチル－
Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～５置換されていてもよく、及び、基
Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ

６－シクロアルキル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ
４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル
、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい
）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル－メチル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ
（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、
フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２
置換されていてもよい）；フェニル、ピリジル、ピリミジル、チエニル、チアゾリル、オ
キサゾリル、イミダゾリル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾ
イミダゾリル、イミダゾピリジニル（ここで、これらは、フェニル（ここで、該フェニル
は、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｎ－、ジフルオ
ロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又
は２置換されていてもよい）で置換されていてもよく、互いに独立して、フッ素、塩素、
臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメト
キシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフル
オロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；
ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル、ピラゾリル－Ｃ１－
Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エ
チル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、Ｍｅ－Ｓ（Ｏ）ｍ

－、Ｅｔ－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメ
チル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）

ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；及び、シアノの群から
選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素；メチル、エチル、プロピル、アリル、プロパルギル及びベンジル（ここで
、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキシ、シアノで１～３置換されて
いてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素；メチル、エチル、プロピル、アリル、プロパルギル、シクロプロピル又は
シクロプロピルメチル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキ
シ、シアノで１～３置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ３－Ｃ６－アルケニル、Ｃ３－Ｃ６－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、メトキシ、エトキシ、メチル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－で１～３置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－
シクロアルキル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び
、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シ
アノで１置換又は２置換されていてもよい）；Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルメチル（ここ
で、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置
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換されていてもよい）；フェニル又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ
、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリ
フルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ

－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されてい
てもよい）；及び、ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル（
ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロ
メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ
（Ｏ）ｍ－、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチル－Ｓ（Ｏ
）ｍ－、ジフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、トリフルオロエチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、ニトロ
及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　

　Ｒ３は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～３置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ３－Ｃ４－アルケニル、Ｃ３－Ｃ４－アルキ
ニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、
メチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、エチル－Ｓ（Ｏ）ｍ－、シアノで１～３置換されていてもよい）
の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（こ
こで、好ましい範囲（３Ｂ）の上記定義は、Ｒ２及びＲ３に当てはまる）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
及び、その塩。
【００１６】
　式（Ｉ）で表される化合物において示されているラジカルに関するとりわけ好ましい置
換基又は範囲について、以下で説明する。イミダゾールラジカルにおけるカルボキサミド
基の位置を考慮することにより、とりわけ好ましい構造（Ｉ－Ａ）が得られる。それのと
りわけ好ましい置換基との組合せは、好ましい範囲（４－Ａ）を形成する。
【化４】

【００１７】
　Ｖは、水素又はフッ素を表し；
　Ｗは、水素、塩素、臭素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、イソペンチル、２，２－ジメチルプロピル、ヘキシル
、ネオヘキシル、アリル、メタリル、２－ブテニル、プロパルギル、２－ブチニル（ここ
で、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチルスル
ファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、メチルスル
ホニル、エチルスルホニルで１～３置換されていてもよく、及び、基Ｃ（Ｏ）ＯＲ２、Ｃ
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ＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置換されていてもよい）；シクロプロピル、シクロブチ
ル、シクロペンチル、シクロヘキシル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ
）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ
素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；シクロプロピルメチル、シクロブチルメチル、シクロペンチルメチ
ル、シクロヘキシルメチル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ
、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、
メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換されていて
もよい）；フェニル、ピリジル、ピリミジル、チエニル、チアゾリル、オキサゾリル、イ
ミダゾリル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダゾリル、
イミダゾピリジニル（ここで、これらは、フェニルで置換されていてもよく、互いに独立
して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、
メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、
エチルスルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリ
フルオロメトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル
、トリフルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルファニル、ジフルオロメチルス
ルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオロエチルスルファニル、トリフル
オロエチルスルフィニル　トリフルオロエチルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又
は２置換されていてもよい）；ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリ
ルメチル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互いに独立して、フ
ッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ
、エトキシ、メチルスルファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルス
ルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロ
メトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフ
ルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルファニル、ジフルオロメチルスルフィニ
ル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオロエチルスルファニル、トリフルオロエチ
ルスルフィニル　トリフルオロエチルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換
されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素、メチル、エチル、プロピル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、メ
トキシメチル、エトキシメチル、シアノメチル及びベンジルの群から選択されるラジカル
を表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素、メチル、エチル、プロピル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、メ
トキシメチル、エトキシメチル、シアノメチル、アリル、プロパルギル、シクロプロピル
又はシクロプロピルメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、
ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、アリル、メタリル、２－ブテニル、プロパルギル、
２－ブチニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、メトキシ、エトキシ
で１～３置換されていてもよい）；シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シ
クロヘキシル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、
互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シア
ノで１置換又は２置換されていてもよい）；シクロプロピルメチル、シクロブチルメチル
、シクロペンチルメチル、シクロヘキシルメチル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで
１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル
又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチ
ル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル
、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、メチルスルホニル、
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エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチルス
ルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフルオロメチルスルホニル、ジフル
オロメチルスルファニル、ジフルオロメチルスルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル
、トリフルオロエチルスルファニル、トリフルオロエチルスルフィニル、トリフルオロエ
チルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；及び、ベン
ジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル（ここで、これらは、互い
に独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメ
チル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、ニトロ及びシ
アノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ３は、水素、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル及びア
リルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル及びア
リル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキシ、シアノで１～
３回置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカルＣＯ
ＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（ここで、好ましい範囲（４Ａ）の上記定義は、Ｒ２及びＲ３に
当てはまる）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
及び、その塩。
【００１８】
　式（Ｉ）で表される化合物において示されているラジカルに関するとりわけ好ましい置
換基又は範囲について、以下で説明する。イミダゾールラジカルにおけるカルボキサミド
基の位置を考慮することにより、とりわけ好ましい構造（Ｉ－Ｂ）が得られる。それのと
りわけ好ましい置換基との組合せは、好ましい範囲（４－Ｂ）を形成する。
【化５】

【００１９】
　Ｖは、水素又はフッ素を表し；
　Ｗは、水素、塩素、臭素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｘは、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ペンチル、イソペンチル、２，２－ジメチルプロピル、ヘキシル
、ネオヘキシル、アリル、メタリル、２－ブテニル、プロパルギル、２－ブチニル（ここ
で、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メトキシ、エトキシ、メチルスル
ファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、メチルスル
ホニル、エチルスルホニル、シアノで１～３置換されていてもよく、及び、基Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｒ２、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｃ（Ｇ）Ｒ２で１置換されていてもよい）；シクロプロピル、シ
クロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ
、Ｓ（Ｏ）ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立し
て、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又
は２置換されていてもよい）；シクロプロピルメチル、シクロブチルメチル、シクロペン
チルメチル、シクロヘキシルメチル（ここで、これらは、互いに独立して、Ｏ、Ｓ（Ｏ）

ｍ、ＣＯ、ＮＲ４で１回又は２回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素
、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換さ
れていてもよい）；フェニル、ピリジル、ピリミジル、チエニル、チアゾリル、オキサゾ
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リル、イミダゾリル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾイミダ
ゾリル、イミダゾピリジニル（ここで、これらは、フェニルで置換されていてもよく、互
いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロ
メチル、メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル、エチルスルファニル、メチルスルフ
ィニル、エチルスルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ジフルオロメトキ
シ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルスル
フィニル、トリフルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルファニル、ジフルオロ
メチルスルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオロエチルスルファニル、
トリフルオロエチルスルフィニル　トリフルオロエチルスルホニル、ニトロ及びシアノで
１置換又は２置換されていてもよい）；ベンジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、
チアゾリルメチル、ピラゾリル－Ｃ１－Ｃ２－アルキル（ここで、これらは、互いに独立
して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、
メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、
エチルスルフィニル、メチルスルホニル、エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリ
フルオロメトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル
、トリフルオロメチルスルホニル、ジフルオロメチルスルファニル、ジフルオロメチルス
ルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル、トリフルオロエチルスルファニル、トリフル
オロエチルスルフィニル　トリフルオロエチルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又
は２置換されていてもよい）；及び、シアノの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｇは、Ｏ、Ｎ－ＯＲ２を表し；
　Ｙは、水素、メチル、エチル、プロピル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、メ
トキシメチル、エトキシメチル、シアノメチル及びベンジルの群から選択されるラジカル
を表し；
　ｍは、数０、１又は２を表し；
　ｎは、数０、１又は２を表し；
　Ａは、水素、メチル、エチル、プロピル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、メ
トキシメチル、エトキシメチル、シアノメチル、アリル、プロパルギル、シクロプロピル
又はシクロプロピルメチルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ２は、水素；メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、
ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、アリル、メタリル、２－ブテニル、プロパルギル、
２－ブチニル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、メトキシ、エトキシ
で１～３置換されていてもよい）；シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シ
クロヘキシル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで１回中断されていてもよく、及び、
互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メトキシ、シア
ノで１置換又は２置換されていてもよい）；シクロプロピルメチル、シクロブチルメチル
、シクロペンチルメチル、シクロヘキシルメチル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ（Ｏ）ｍで
１回中断されていてもよく、及び、互いに独立して、フッ素、塩素、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、メトキシ、シアノで１置換又は２置換されていてもよい）；フェニル
又はピリジル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチ
ル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、メチルスルファニル
、エチルスルファニル、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、メチルスルホニル、
エチルスルホニル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチルス
ルファニル、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフルオロメチルスルホニル、ジフル
オロメチルスルファニル、ジフルオロメチルスルフィニル、ジフルオロメチルスルホニル
、トリフルオロエチルスルファニル、トリフルオロエチルスルフィニル、トリフルオロエ
チルスルホニル、ニトロ及びシアノで１置換又は２置換されていてもよい）；及び、ベン
ジル、ピリジルメチル、ピリミジルメチル、チアゾリルメチル（ここで、これらは、互い
に独立して、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメ
チル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、ニトロ及びシ
アノで１置換又は２置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し；
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　Ｒ３は、水素、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル及
びアリルの群から選択されるラジカルを表し；
　Ｒ４は、水素；メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル及
びアリル（ここで、これらは、互いに独立して、フッ素、メトキシ、エトキシ、シアノで
１～３回置換されていてもよい）の群から選択されるラジカルを表し、並びに、ラジカル
ＣＯＮＲ２Ｒ３及びＣＯＲ２（ここで、好ましい範囲（４Ｂ）の上記定義は、Ｒ２及びＲ
３に当てはまる）を表し；
　Ｔは、酸素又は電子対を表す；
及び、その塩。
【００２０】
　式（Ｉ）で表される化合物において示されているラジカルの極めて特に好ましい置換基
又は範囲について、以下で説明する。それらの組合せは、好ましい範囲（５）を形成する
。
【化６】

【００２１】
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し、及び、好ましくは、水
素を表し；
　Ｘは、メチル、エチル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ア
リル、３，３－ジメチルアリル、プロパルギル、シクロヘキシル、テトラヒドロピラニル
、テトラヒドロチオピラニル、３－オキセタニル、５－オキサ－［３．３．０］－ビシク
ロヘプタニル、メトキシエチル、メトキシプロピル、エトキシエチル、エチルチオエチル
、メチルチオエチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、２，２，２－トリフルオ
ロエチル、３，３，３－トリフルオロプロピル、３－クロロ－２，２，３，３－テトラフ
ルオロプロピル、３－フルオロプロピル、３，３－ジフルオロプロピル、２，２，２－ト
リフルオロエチルチオエチル、メチルカルボニルメチル、シクロプロピルカルボニルメチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチルカルボニルメチル、メトキシカルボニルメチル、エトキシカルボニ
ルメチル、ヒドロキシカルボニルメチル、カルバモイルメチル、Ｎ－メチルカルバモイル
メチル、Ｎ－シクロプロピルカルバモイルメチル、Ｎ，Ｎ－ジメチルカルバモイルメチル
、２－メトキシイミノプロピル、シクロプロピルメチル、フェニル、４－メチルフェニル
、２－ニトロフェニル、３－メチルチオフェニル、４－クロロフェニル、４－フルオロフ
ェニル、４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル、４－メトキシフェニル、４－ニトロフェニル、
４－ジメチルアミノフェニル、２－フルオロフェニル、２－メトキシフェニル、２－ジメ
チルアミノスルホニルフェニル、２－ジメチルアミノカルバモイルフェニル、３－ニトロ
フェニル、３－トリフルオロメチルフェニル、３－クロロフェニル、２，５－ジクロロフ
ェニル、３，５－ジクロロフェニル、４－クロロ－３－トリフルオロメチルフェニル、２
，４，５－トリクロロフェニル、２－ピリジル、５－（２－クロロ）ピリジル、２－（５
－メチル）ピリジル、２－（６－メチル）ピリジル、２－（３－トリフルオロメチル）ピ
リジル、２－ピリミジル、２－（４－メチル）ピリミジル、２－（５－メチル）ピリミジ
ル、２－（４－メトキシ）ピリミジル、２－（５－フルオロ）ピリミジル、　２－（４－
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トリフルオロメチル）ピリミジル、２－（５－トリフルオロメチル）ピリミジル、２－（
４，６－ジメチル）ピリミジル、２－（４，５－ジメチル）ピリミジル、２－（４，６－
ジメトキシ）ピリミジル、－ＣＨ２－２－ピリミジル、－ＣＨ２－２－ピラジニル、－Ｃ
Ｈ２－５－（１－メチル）イミダゾリル、－ＣＨ２－３－（１－メチル）ピラゾリル、－
ＣＨ２－４－ピリジル、－ＣＨ２－２－ピリジル、－ＣＨ２－２－（１－メチル）イミダ
ゾリル、－ＣＨ２－３－ピリジル、－ＣＨ２－２－フラニル、－ＣＨ２－５－（２－クロ
ロ）ピリジル、ベンジル、３，４－ジクロロベンジル、２，６－ジフルオロベンジル、２
－フルオロ－６－メトキシベンジル、２，６－ジクロロベンジル、２－クロロ－６－トリ
フルオロメチルベンジル、２－クロロ－６－フルオロベンジル、－ＣＨ２－２－（４，６
－ジメトキシ）ピリミジル、２，６－ジメチルベンジル、－ＣＨ２－１－（３－ニトロ－
５－メチル）ピラゾリル、２－（１－メチル）ベンゾイミダゾリル、２－（５－メチル）
オキサジアゾリル、２－［３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４．５］
ピリジニル、３－［４－エチル－５－（トリフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾ
リル、３－［４－メチル－５－（トリフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾリル、
３－［４－メチル－５－（ジフルオロメチル）］－１，２，４－トリアゾリル、２－（５
－フェニル）－１，３，４－チアジアゾリル、２－（１－メチル－５－フェニル）イミダ
ゾリル、２－（４，５－ジメチル）オキサゾリル、２－（１－メチル－５－メトキシカル
ボニル）イミダゾリル、２－（１－メチル）イミダゾリル、１，２－エタンジイルの群か
ら選択されるラジカルを表し；
　Ｙは、メチル、エチル又はベンジルを表し；
　ｎは、数０又は２を表し、及び、好ましくは、０を表し；
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し、及び、好ましくは、メチル
を表し；
　Ｔは、電子対を表す；
及び、
式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物
【化７】

【００２２】
ここで、
　Ｖは、水素を表し；
　Ｗは、水素、塩素及び臭素の群から選択されるラジカルを表し、及び、好ましくは、水
素を表し；
　Ｘは、４，６－ジメチルピリミジル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ベンジル、メチル、
３－メチルチオフェニル、２，２，２－トリフルオロエチル、フェニル、４－メチルフェ
ニル、２－ピリミジル、エチルチオエチル、２－ニトロフェニル、シクロプロピルメチル
の群から選択されるラジカルを表し、及び、好ましくは、２－ピリミジルラジカルを表し
；
　Ｙは、メチルを表し；
　ｎは、数０又は２を表し、及び、好ましくは、０を表し；
　Ａは、水素及びメチルの群から選択されるラジカルを表し、及び、好ましくは、メチル
を表し；
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　Ｔは、電子対を表す；
及び、その塩。
【００２３】
　好ましい範囲（１－５）のうちの１つにおいて、ＸとＹは、それらが結合している原子
と一緒に、飽和又は不飽和の環を表すことも可能である。好ましくは、ＸとＹは、それら
が結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の５～７員の環を表す。極めて特に好まし
くは、ＸとＹは、それらが結合している原子と一緒に、飽和５員環を表す。
【００２４】
　好ましい範囲（１）において、別途示されていない限り、
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素及びヨウ素からなる群から選択され、好ましくは、フ
ッ素、塩素及び臭素からなる群から選択され；
　ヘタリール（「ヘテロアリール」と同義；これは、より大きな単位（例えば、ヘタリー
ルアルキル）の一部分としてのヘタリールを包含する）は、フリル、チエニル、ピロリル
、ピラゾリル、イミダゾリル、１，２，３－トリアゾリル、１，２，４－トリアゾリル、
オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、１，２，３－オキサジ
アゾリル、１，２，４－オキサジアゾリル、１，３，４－オキサジアゾリル、１，２，５
－オキサジアゾリル、１，２，３－チアジアゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，
３，４－チアジアゾリル、１，２，５－チアジアゾリル、ピリジル、ピリミジニル、ピリ
ダジニル、ピラジニル、１，２，３－トリアジニル、１，２，４－トリアジニル、１，３
，５－トリアジニル、ベンゾフリル、ベンゾイソフリル、ベンゾチエニル、ベンゾイソチ
エニル、インドリル、イソインドリル、インダゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイソチ
アゾリル、ベンゾオキサゾリル、ベンゾイソオキサゾリル、ベンゾイミダゾリル、２，１
，３－ベンゾオキサジアゾール、キノリニル、イソキノリニル、シンノリニル、フタラジ
ニル、キナゾリニル、キノキサリニル、ナフチリジニル、ベンゾトリアジニル、プリニル
、プテリジニル及びインドリジニルからなる群から選択され；
　ヘテロシクリルは、１個若しくは２個の窒素原子及び／又は１個の酸素原子及び／又は
１個の硫黄原子を含んでいる（しかしながら、２個の窒素原子は直接隣接することはでき
ない）３員、４員、５員又は６員の飽和環、例えば、アジリジニル、アゼチジニル、アゾ
リジニル、アジナニル、オキシラニル、オキセタニル、オキソラニル、オキサニル、ジオ
キサニル、チイラニル、チエタニル、チオラニル、チアニル及びテトラヒドロフリルなど
を表す。
【００２５】
　好ましい範囲（２）において、別途示されていない限り、
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素及びヨウ素を表し、好ましくは、フッ素、塩素及び臭
素を表し；
　ヘタリール（これは、より大きな単位（例えば、ヘタリールアルキル）の一部分として
のヘタリールを包含する）は、ピリジル、ピリミジル、チアゾリル、オキサゾリル、ピラ
ゾリル、チエニル、フラニル、ベンジル、ピリジニルメチル及びチアゾリルメチルを表し
；及び、
　ヘテロシクリル（これは、より大きな単位（例えば、ヘテロシクリルアルキル）の一部
分としてのヘテロシクリルを包含する）は、１個若しくは２個の窒素原子及び／又は１個
の酸素原子及び／又は１個の硫黄原子を含んでいる（しかしながら、２個の窒素原子は直
接隣接することはできない）３員、４員又は５員の飽和又は不飽和の環、例えば、１－ア
ジリジニル若しくは２－アジリジニル、２－オキシラニル、２－チイラニル、１－アゼチ
ジニル若しくは２－アゼチジニル、２－オキセタニル若しくは３－オキセタニル、２－チ
エタニル若しくは３－チエタニル、１，３－ジオキセタン－２－イル、１－ピロリジニル
、２－ピロリジニル若しくは３－ピロリジニルなどを表す。
【００２６】
　好ましい範囲（３）において、別途示されていない限り、
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素及びヨウ素を表し、好ましくは、フッ素、塩素及び臭
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素を表し；及び、
　ヘテロシクリル（これは、より大きな単位（例えば、ヘテロシクリルアルキル）の一部
分としてのヘテロシクリルを包含する）は、１個若しくは２個の窒素原子及び／又は１個
の酸素原子及び／又は１個の硫黄原子を含んでいる（しかしながら、２個の窒素原子は直
接隣接することはできない）３員又は４員の飽和又は不飽和の環、例えば、１－アジリジ
ニル若しくは２－アジリジニル、２－オキシラニル、２－チイラニル、１－アゼチジニル
若しくは２－アゼチジニル、２－オキセタニル若しくは３－オキセタニル、２－チエタニ
ル若しくは３－チエタニル、又は、１，３－ジオキセタン－２－イルなどを表す。ハロゲ
ンで置換されているラジカル（例えば、ハロアルキル）は、別途特定されていない限り、
１ハロゲン化されているか、又は、可能な置換基の最大数までポリハロゲン化されている
。ポリハロゲン化されている場合、該ハロゲン原子は同一であっても又は異なっていても
よい。この場合、ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素又はヨウ素であり、特に、フッ素、塩
素又は臭素である。
【００２７】
　飽和又は不飽和の炭化水素ラジカル（例えば、アルキル又はアルケニル）は、それぞれ
、可能である場合は、直鎖又は分枝鎖であることができ、このことは、例えばアルコキシ
における場合にように、ヘテロ原子と組み合わされている場合も包含する。
【００２８】
　別途示されていない限り、置換されていてもよいラジカルは、１置換又は多置換される
ことができ、ここで、多置換の場合における該置換基は、同一であっても又は異なってい
てもよい。
【００２９】
　式（Ｉ）で表される化合物において、Ｔが酸素を表す場合、これらの化合物はＮ－オキ
シドとして存在している。
【００３０】
　式（Ｉ）で表される化合物において、Ｔが電子対を表す場合、これらの化合物はピリジ
ンとして存在している。
【００３１】
　上記で概括的に又は好ましい範囲内において与えられているラジカルの定義又は説明は
、最終生成物に当てはまり、並びに、対応するように、出発物質及び中間体に当てはまる
。ラジカルについてのこれらの定義は、必用に応じて互いに組み合わせることが可能であ
り、即ち、それぞれの好ましい範囲の間の組合せを包含する。
【００３２】
　本発明によれば、好ましいのは、好ましいもの（好ましい範囲（１））として上記で記
載されている意味の組合せを含んでいる式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００３３】
　本発明によれば、特に好ましいのは、特に好ましいもの（好ましい範囲（２））として
上記で記載されている意味の組合せを含んでいる式（Ｉ）で表される化合物の使用である
。
【００３４】
　本発明によれば、極めて特に好ましいのは、極めて特に好ましいもの（好ましい範囲（
３Ａ、及び／又は、３Ｂ））として上記で記載されている定義の組合せを含んでいる式（
Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００３５】
　本発明によれば、とりわけ好ましいのは、極めて特に好ましいもの（好ましい範囲（４
Ａ、及び／又は、４Ｂ））として上記で記載されている定義の組合せを含んでいる式（Ｉ
）で表される化合物の使用である。
【００３６】
　本発明によれば、一層さらに好ましいのは、極めて特に好ましいもの（好ましい範囲（
５））として上記で記載されている意味の組合せを含んでいる式（Ｉ）で表される化合物
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の使用である。
【００３７】
　式（Ｉ）で表される化合物は、その置換基の種類に応じて、幾何異性体の形態でも、及
び／又は、光学活性異性体の形態でも、又は、種々の組成における対応する異性体混合物
の形態でも、存在し得る。これらの立体異性体は、例えば、エナンチオマー、ジアステレ
オマー、アトロプ異性体又は幾何異性体である。従って、本発明は、純粋な立体異性体と
それら異性体の任意の混合物の両方を包含する。
【００３８】
　さらに、式（Ｉ）で表される新規化合物は、以下に記載されている調製方法によって調
製することが可能であることが分かった。
【００３９】
　式（Ｉ－Ａ）で表される化合物は、例えば、下記スキームにおいて示されているように
、調製方法Ａ～調製方法Ｄに準じて、合成することができる。
【００４０】
　調製方法Ａ－１
【化８】

【００４１】
　調製方法Ａ－２
【化９】

【００４２】
　調製方法Ｂ
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【００４３】
　調製方法Ｃ－１
【化１１】

【００４４】
　調製方法Ｃ－２
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【００４５】
　調製方法Ｄ
【化１３】

【００４６】
　式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物は、例えば、下記スキームにおいて示されているように
、調製方法Ｅに準じて、合成することができる。
【００４７】
　調製方法Ｅ
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【化１４】

【００４８】
　調製方法Ｆ

【化１５】

【００４９】
　調製方法Ｇ
【化１６】

【００５０】
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　調製方法Ａに必要な式（ＩＩ）で表されるハロゲン化物（例えば、ハロゲン化アルキル
、ハロゲン化ヘタリールなど）の大部分は、市販されている製品であるか、又は、有機化
学において概して知られている調製方法で調製することができる。
【００５１】
　調製方法Ａに必要な式（ＩＩＩ）で表される２－メルカプトイミダゾリルカルボン酸エ
ステルは、市販されているか、又は、例えば、文献（例えば、Ｈ．　Ｒａｐｏｐｏｒｔ　
ｅｔ．ａｌ．，　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　１９８８，　１０，　７６７－７７１）から知ら
れている調製方法で、調製することができる。
【００５２】
　調製方法Ｂに必要な式（ＶＩ）で表されるチオール（例えば、アルキルメルカプタン、
チオフェノール、メルカプトピリミジン、メルカプトピリジン）の大部分は、市販されて
いるか、又は、有機化学において概して知られている調製方法で調製することができる。
【００５３】
　調製方法Ｂ及び調製方法Ｃに必要な式（ＶＩＩ）で表される２－ブロモイミダゾリルカ
ルボン酸エステルは、市販されているか、又は、例えば、文献（例えば、Ｈ．　Ｒａｐｏ
ｐｏｒｔ　ｅｔ．ａｌ．，　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　１９８８，　１０，　７６７－７７１
）から知られている調製方法で、調製することができる。
【００５４】
　調製方法Ｃ－１及び調製方法Ｄに必要な式（ＸＩＩ）で表されるジチオエーテル（例え
ば、ピリミジルジチオエーテル、ピリジルジチオエーテルなど）の大部分は、市販されて
いるか、又は、有機化学（例えば、Ｚｅｙｎｉｚａｄｅｈ，　Ｂｅｈｚａｄ，　Ｊｏｕｒ
ｎａｌ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　－　Ｐａｒｔ　Ｓ，　２００２，
　５６４－５６６；　Ｒｕｔｇｅｒｓｗｅｒｋｅ　Ａｋｔｉｅｎｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆ
ｔ　ｐａｔｅｎｔ：ＵＳ４２５６８９２Ａ１，　１９８１；　Ｋｅｓａｖａｎ，　Ｖｅｎ
ｋｉｔａｓａｍｙ，　Ｂｏｎｎｅｔ－Ｄｅｌｐｏｎ，　Ｄａｎｉｅｌｅ，　Ｂｅｇｕｅ，
　Ｊｅａｎ－Ｐｉｅｒｒｅ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　２０００，　２，　２２３－２２５）
において概して知られている調製方法で、調製することができる。
【００５５】
　調製方法Ｄに必要な式（ＸＩＩＩ）で表されるイミダゾリルカルボン酸は、市販されて
いるか、又は、例えば、文献（例えば、Ｈ．　Ｒａｐｏｐｏｒｔ　ｅｔ．ａｌ．，　Ｓｙ
ｎｔｈｅｓｉｓ　１９８８，　１０，　７６７－７７１；　ＢＡＳＦ　Ａｋｔｉｅｎｇｅ
ｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ　ｐａｔｅｎｔ：ＵＳ４８６４０３０Ａ１，　１９８９；　Ｔａｋ
ｅｄａ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｌｉｍｉｔｅｄ　ｐａｔｅｎ
ｔ：ＥＰ２５３００７８Ａ１，　２０１２；　ＴＡＩＳＨＯ　ＰＨＡＲＭＡＣＥＵＴＩＣ
ＡＬ　ＣＯ．，　ＬＴＤ．　ｐａｔｅｎｔ：ＵＳ２０１２／１０４１４Ａ１，　２０１２
；　Ｓｕｂｒａｙａｎ　Ｒａｍａｃｈａｎｄｒａｎ　Ｐ．，　Ｔｈｕｒｂｅｒ　Ｅｒｎｅ
ｓｔ　Ｌ．，　Ｒａｓｍｕｓｓｅｎ　Ｐａｕｌ　Ｇ．，　Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ，　１
９９４，　５０，　２６４１－２６５６）から知られている調製方法で、調製することが
できる。
【００５６】
　調製方法Ｅに必要な式（ＸＶＩ）で表されるイミダゾリルカルボン酸エステルは、市販
されているか、又は、例えば、文献（例えば、Ｎｕｎａｍｉ，　Ｙａｍａｄａ，　Ｆｕｋ
ｕｉ，　Ｍａｔｓｕｍｏｔｏ，　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓ
ｔｒｙ，　１９９４，　ｖｏｌ．　５９，７６３５－７６４２；　Ｈ．　Ｒａｐｏｐｏｒ
ｔ　ｅｔ．ａｌ．，　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　１９８８，１０，７６７－７７１）から知ら
れている調製方法で、調製することができる。
【００５７】
　調製方法Ａ～調製方法Ｅに必要な式（Ｖ）で表される３－アミノピリジンは、市販され
ているか、又は、例えば、文献（例えば、Ｌｉｕ　Ｚｈｅｎ－Ｊｉａｎｇ，　Ｖｏｒｓ　
Ｊｅａｎ－Ｐｉｅｒｒｅ，　Ｇｅｓｉｎｇ　Ｅｒｎｓｔ　Ｒ．　Ｆ．，　Ｂｏｌｍ　Ｃａ
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ｒｓｔｅｎ，　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ａｎｄ　Ｃａｔａｌｙｓｉｓ，
　２０１０，　３５２，　３１５８－３１６２；　ＢＡＹＥＲ　ＣＲＯＰＳＣＩＥＮＣＥ
　ＡＧ　ｐａｔｅｎｔ：ＵＳ２０１０／３０５１２４Ａ１，　２０１０；　Ｓｈａｆｉｒ
　Ａｌｅｘａｎｄｒ，　Ｂｕｃｈｗａｌｄ　Ｓｔｅｐｈｅｎ　Ｌ．，　Ｊｏｕｒｎａｌ　
ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ，　２００６，　
１２８，　８７４２－８７４３）から知られている調製方法で、調製することができる。
【００５８】
　プロセススキームＡ～プロセススキームＥから理解できるように、式（Ｉ－Ａ）及び式
（Ｉ－Ｂ）で表される化合物は、原則として、最後の段階におけるカップリングプロセス
又はアミド化プロセスを介して得ることができる。
【００５９】
　アミド化プロセス
　本発明による調製方法Ａ～調製方法Ｅにおける式（Ｉ－Ａ）で表される化合物並びに式
（ＸＩ）、式（ＸＶ）及び式（ＸＸＩ）で表される中間体は、文献から知られているアミ
ド化反応を用いて合成することができるか、又は、明示的に記載されている実施例と同様
にして合成することができる。
【００６０】
　当該アミド化段階に関して、多くの反応条件が記載されている、例えば、「Ｇ．　Ｂｅ
ｎｚ　ｉｎ　Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ，　１
ｓｔ　Ｅｄ．，　Ｐｅｒｇａｍｏｎ　Ｐｒｅｓｓ，　Ｏｘｆｏｒｄ，　１９９１，　Ｖｏ
ｌ．　６，　ｐｐ．　３８１－４１７」、「Ｐ．Ｄ．　Ｂａｉｌｅｙ　ｅｔ　ａｌ．　ｉ
ｎ　Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｇｒｏｕｐ
　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ，　１ｓｔ　Ｅｄ．，　Ｅｌｓｅｖｉｅｒ　Ｓｃｉｅｎ
ｃｅ　Ｌｔｄ．，　Ｏｘｆｏｒｄ，　１９９５，　Ｖｏｌ．　５，　ｐｐ．　２５７－３
０８」、及び、「Ｒ．Ｃ．　Ｌａｒｏｃｋ　ｉｎ　Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ　Ｏｒｇ
ａｎｉｃ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎｓ，　２ｎｄ　Ｅｄ．，　Ｗｉｌｅｙ－ＶＣＨ
，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　Ｗｅｉｎｈｅｉｍ，　１９９９，　ｐｐ．　１９２９－１９９
４」。これらの反応の一部は、中間体カルボニルクロリド類を介して進行し、その中間体
カルボニルクロリドは、単離された形態で使用することができるか、又は、その場で生成
された形態で使用することができる。
【００６１】
　該アミド化反応は、場合により縮合剤の存在下で、場合により酸受容体の存在下で、及
び、場合により溶媒の存在下で、実施する。
【００６２】
　有用な縮合剤は、そのようなアミド化反応に関して典型的に使用可能な全ての縮合剤で
ある。例としては、以下のものを挙げることができる：活性化剤、例えば、ホスゲン、三
塩化リン、オキシ塩化リン、塩化オキサリル、臭化オキサリル又は塩化チオニル；カルボ
ジイミド、例えば、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボジイミド（ＤＣＣ）及び１－（３
－ジメチルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド（ＥＤＣＩ）、又は、別の慣習
的な縮合剤、例えば、五酸化リン、ポリリン酸、Ｎ，Ｎ’－カルボニルジイミダゾール、
２－クロロピリジン　１－メトヨージド（２－ｃｈｌｏｒｏｐｙｒｉｄｉｎｅ　１－ｍｅ
ｔｈｏｉｏｄｉｄｅ）（ムカイヤマ試薬）、２－エトキシ－Ｎ－エトキシカルボニル－１
，２－ジヒドロキノリン（ＥＥＤＱ）、トリフェニルホスフィン／四塩化炭素、ブロモト
リピロリジノホスホニウムヘキサフルオロホスフェート（ＢＲＯＰ）、Ｏ－（１Ｈ－ベン
ゾトリアゾール－１－イルオキシ）トリス（ジメチルアミノ）ホスホニウムヘキサフルオ
ロホスフェート（ＢＯＰ）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－ビス（テトラメチレン）クロロウロニ
ウムテトラフルオロボレート、Ｏ－（１Ｈ－ベンゾトリアゾール－１－イル）－Ｎ，Ｎ，
Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルウロニウムヘキサフルオロホスフェート（ＨＢＴＵ）、Ｏ－（
１Ｈ－ベンゾトリアゾール－１－イル）－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－ビス（テトラメチレン）
ウロニウムヘキサフルオロホスフェート、Ｏ－（１Ｈ－ベンゾトリアゾール－１－イル）
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－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルウロニウムテトラフルオロボレート（ＴＢＴＵ）、
Ｏ－（１Ｈ－ベンゾトリアゾール－１－イル）－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－ビス（テトラメチ
レン）ウロニウムテトラフルオロボレート、Ｏ－（７－アザベンゾトリアゾール－１－イ
ル）－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルウロニウムヘキサフルオロホスフェート（ＨＡ
ＴＵ）、１－ヒドロキシベンゾトリアゾール（ＨＯＢｔ）、及び、４－（４，６－ジメト
キシ－１，３，５－トリアジン－２－イル）－４－メチルモルホリニウム塩（ＤＭＴ．Ｍ
Ｍ）、通常、塩化物として入手可能である。これらの試薬は、独立して使用し得るか、又
は、組合せて使用することができる。
【００６３】
　適切な酸受容体は、慣習的な全ての無機塩基又は有機塩基、例えば、有機アミン、例え
ば、トリエチルアミン、ジイソプロピルエチルアミン、Ｎ－メチルモルホリン、ピリジン
又はＮ，Ｎ－ジメチルアミノピリジン、アルカリ金属炭酸塩及びアルカリ土類金属炭酸塩
、例えば、炭酸リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム又は炭酸セシウム；アルカリ金
属重炭酸塩、例えば、重炭酸ナトリウム又は重炭酸カリウムなどである。本発明による調
製方法におけるアミド化反応は、場合により、適切な反応助剤（例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルホルムアミド、又は、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノピリジン）の存在下で、実施する。適切
な溶媒又は希釈剤は、全ての不活性有機溶媒、例えば、以下のものである：脂肪族又は芳
香族の炭化水素類（例えば、石油エーテル、トルエン、シクロヘキサン）、ハロゲン化炭
化水素類（例えば、クロロトルエン、ジクロロベンゼン、ジクロロメタン、クロロホルム
、１，２－ジクロロエタン）、エーテル類（例えば、ジエチルエーテル、ジオキサン、テ
トラヒドロフラン、１，２－ジメトキシエタン）、エステル類（例えば、酢酸エチル、又
は、酢酸メチル）、ニトロ炭化水素類（例えば、ニトロメタン、ニトロエタン、ニトロベ
ンゼン）、ニトリル類（例えば、アセトニトリル、プロピオニトリル、ブチロニトリル、
ベンゾニトリル）、アミド類（例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアセトアミド、Ｎ－メチルホルムアニリド、Ｎ－メチルピロリドン、ヘキサメチルホス
ホルアミド）、及び、さらに、ジメチルスルホキシド、又は、水、又は、上記溶媒の混合
物。
【００６４】
　式（ＩＩＩ）で表される化合物を調製するために、混合無水物を使用することも可能で
ある（ｃｆ．　Ｊ．　Ａｍ．　Ｃｈｅｍ．　Ｓｏｃ．　１９６７，　５０１２）。この調
製方法において、クロロギ酸エステル、例えば、クロロギ酸メチル、クロロギ酸エチル、
クロロギ酸イソブチル及びクロロギ酸イソプロピルなどを使用することができる。同様に
、この目的のために、ジエチルアセチルクロリド、トリメチルアセチルクロリド及び類似
した化合物を使用することができる。
【００６５】
　カップリングプロセス変形態様Ａ
　本発明による調製方法Ｂ、調製方法Ｃ－２及び調製方法Ｅにおける式（Ｉ－Ａ）及び式
（Ｉ－Ｂ）で表される化合物並びに式（ＶＩＩＩ）で表される中間体は、文献から知られ
ているカップリング反応を用いて合成することができるか、又は、明示的に記載されてい
る実施例と同様にして合成することができる。
【００６６】
　遷移金属が触媒するカップリングプロセス変形態様Ａに関して、多くの反応条件が記載
されている、例えば、Ｊ．　Ｐ．　Ｄｉｃｋｅｎｓ　ｅｔ　ａｌ．，　Ｊｏｕｒｎａｌ　
ｏｆ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，　１９８１，　４６，　１７８１　ｆｆ．
；　Ｈａｒｒ　Ｍｏｌｌｙ　Ｓ．，　Ｐｒｅｓｌｅｙ　Ａｌｉｃｅ　Ｌ．，　Ｔｈｏｒａ
ｒｅｎｓｅｎ　Ａｔｌｉ，　Ｓｙｎｌｅｔｔ，　ｎｂ．　１０，　（１９９９），　ｐ．
　１５７９－１５８；　Ｂａｂｕ　Ｓ．　Ｇａｎｅｓｈ，　Ｋａｒｖｅｍｂｕ，　Ｔｅｔ
ｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　２０１３　，　ｖｏｌ．　５４，　＃　１３　ｐ
．　１６７７－１６８０。
【００６７】
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　該カップリング反応は、場合により遷移金属の存在下で、場合により酸受容体の存在下
で、及び、場合により溶媒の存在下で、実施する。
【００６８】
　溶媒の例としては、以下のものを挙げることができる：Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド
、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、テトラヒドロフラン、トルエン。
【００６９】
　金属化合物の例としては、以下のものを挙げることができる：酸化Ｃｕ（Ｉ）、酸化Ｃ
ｕ（ＩＩ）、テトラキス（トリフェニルホスフィン）パラジウム（０）、トリス（ジベン
ジリデンアセトン）ジパラジウム（０）。
【００７０】
　塩基の例としては、以下のものを挙げることができる：水酸化カリウム、カリウムｔｅ
ｒｔ－ブトキシド、トリエチルアミン、さらに、慣習的な全ての無機塩基又は有機塩基、
例えば、有機アミン、例えば、ジイソプロピルエチルアミン、Ｎ－メチルモルホリン、ピ
リジン又はＮ，Ｎ－ジメチルアミノピリジン、アルカリ金属炭酸塩及びアルカリ土類金属
炭酸塩、例えば、炭酸リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム又は炭酸セシウム；アル
カリ金属重炭酸塩、例えば、重炭酸ナトリウム又は重炭酸カリウム。
【００７１】
　カップリングプロセス変形態様Ｂ
　本発明による調製方法Ｃ－１及び調製方法Ｄにおける式（Ｉ－Ａ）で表される化合物は
、文献から知られているカップリング反応を用いて合成することができるか、又は、明示
的に記載されている実施例と同様にして合成することができる。
【００７２】
　リチウム化カップリングプロセス変形態様Ｂに関して、多くの反応条件が記載されてい
る、例えば、Ｈｏｅｃｈｓｔ　Ａｋｔｉｅｎｇｅｓｅｌｌｓｃｈａｆｔ，　ｐａｔｅｎｔ
：ＵＳ４７６４６２４Ａ１，　１９８８；　Ｏｈｔａ，　Ｙａｍａｍｏｔｏ，　Ｋａｗａ
ｓａｋｉ，　Ｙａｍａｓｈｉｔａ，　Ｋａｔｓｕｍａ，　Ｎａｓａｋｏ，　Ｋｏｂａｙａ
ｓｈｉ，　Ｏｇａｗａ，　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　
Ｂｕｌｌｅｔｉｎ，　１９９２，　ｖｏｌ．　４０，　＃　１０　ｐ．　２６８１－２６
８５；　Ｈａｒａ　Ｋｅｎｊｉ，　Ｉｗａｈａｓｈｉ　Ｋｅｉｊｉ，　Ｋａｎａｍｏｒｉ
　Ｙｏｓｈｉｋａｚｕ，　Ｎａｉｔｏ　Ｓａｔｏｓｈｉ，　Ｔａｋａｋｕｓａｇｉ　Ｓａ
ｔｏｒｕ，　Ｕｏｓａｋｉ　Ｋｏｈｅｉ，　Ｓａｗａｍｕｒａ　Ｍａｓａｙａ，　Ｃｈｅ
ｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　２００６，　ｖｏｌ．　３５，　＃　８　ｐ．　８７
０－８７１。
【００７３】
　溶媒の例としては、以下のものを挙げることができる：ジエチルエーテル、テトラヒド
ロフラン。
【００７４】
　リチウム化剤の例としては、以下のものを挙げることができる：ｎ－ブチルリチウム、
リチウムジイソプロピルアミン、リチウムｔｅｒｔ－ブトキシド。
【００７５】
　最初のリチウム化段階に関する反応温度は、場合により、－１００℃と－７５℃の間で
ある。
【００７６】
　方法及び使用
　本発明は、さらに、動物有害生物を防除する方法にも関し、ここで、該方法においては
、式（Ｉ）で表される化合物を動物有害生物及び／又はそれらの生息環境に作用させる。
動物有害生物の該防除は、好ましくは、農業及び林業において、並びに、材料物質（ｍａ
ｔｅｒｉａｌ）の保護において、実施される。好ましくは、ヒト又は動物の身体の外科的
な又は治療的な処置方法及びヒト又は動物の身体に対して実施される診断方法は、上記方
法から除外される。
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【００７７】
　本発明は、さらに、有害生物防除剤としての、特に、作物保護剤としての、式（Ｉ）で
表される化合物の使用にも関する。
【００７８】
　本出願に関連して、用語「有害生物防除剤（ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ）」は、常に、用語「
作物保護剤」も包含する。
【００７９】
　式（Ｉ）で表される化合物は、植物が良好な耐性を示し、恒温動物に対する毒性が望ま
しい程度であり、及び、良好な環境適合性を示す場合、生物的ストレス因子及び非生物的
ストレス因子に対して植物及び植物の器官を保護するのに適しており、収穫高を増大させ
るのに適しており、収穫物の質を向上させるのに適しており、また、農業において、園芸
において、畜産業において、水性栽培において、森林で、庭園やレジャー施設で、貯蔵生
産物や材料物質の保護において、及び、衛生学の分野において遭遇する動物有害生物、特
に、昆虫類、クモ形類動物、蠕虫類、線虫類及び軟体動物を防除するのに適している。そ
れらは、好ましくは、有害生物防除剤として使用することができる。それらは、通常の感
受性種及び抵抗性種に対して有効であり、並びに、さらに、全ての発育段階又は一部の発
育段階に対して活性を示す。上記有害生物としては、以下のものを挙げることができる：
　節足動物門の有害生物、特に、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）の、例えば、アカルス属
種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アカルス・シロ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、
アケリア・クコ（Ａｃｅｒｉａ　ｋｕｋｏ）、アケリア・シェルドニ（Ａｃｅｒｉａ　ｓ
ｈｅｌｄｏｎｉ）、アクロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、アクルス属種（Ａｃ
ｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アクルス・フォクケウイ（Ａｃｕｌｕｓ　ｆｏｃｋｅｕ
ｉ）、アクルス・シュレクテンダリ（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｃｈｌｅｃｈｔｅｎｄａｌｉ）、
アンブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、アムフィテトラニクス・ビエネ
ンシス（Ａｍｐｈｉｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｖｉｅｎｎｅｎｓｉｓ）、アルガス属種（
Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、ボオフィルス属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビ
パルプス属種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブレビパルプス・ホエニ
シス（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｐｈｏｅｎｉｃｉｓ）、ブリオビア・グラミヌム（Ｂｒ
ｙｏｂｉａ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、ブリオビア・プラエチオサ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐｒａ
ｅｔｉｏｓａ）、セントルロイデス属種（Ｃｅｎｔｒｕｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、コリ
オプテス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デルマニスス・ガリナエ（Ｄｅｒｍ
ａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス・プテロニシヌス（Ｄｅｒ
ｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｎｕｓ）、デルマトファゴイデス・
ファリナエ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ）、デルマセントル属
種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、エオテトラニクス属種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙ
ｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エオテトラニクス・ヒコリアエ（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃ
ｈｕｓ　ｈｉｃｏｒｉａｅ）、エピトリメルス・ピリ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙｒ
ｉ）、エウテトラニクス属種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウ
テトラニクス・バンクシ（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｂａｎｋｓｉ）、エリオフィエ
ス属種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エリオフィエス・ピリ（Ｅｒｉｏｐ
ｈｙｅｓ　ｐｙｒｉ）、グリシファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙｃｙｐｈａｇｕｓ　ｄｏ
ｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ハロチデウス・デストルクトル（Ｈａｌｏｔｙｄｅｕｓ　ｄｅｓｔ
ｒｕｃｔｏｒ）、ヘミタロソネムス属種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、ヘミタロソネムス・ラツス（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）（＝
ポリファゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕ
ｓ））、ヒアロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、イキソデス属種（Ｉｘｏｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、ラトロデクツス属種（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ロキソス
ケレス属種（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、ネウトロムビクラ・アウツムナリス（
Ｎｅｕｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、ヌフェルサ属種（Ｎｕｐｈｅｒ
ｓａ　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、
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オリゴニクス・コニフェラルム（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｏｎｉｆｅｒａｒｕｍ）、
オリゴニクス・イリシス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｌｉｃｉｓ）、オリゴニクス・イ
ンジクス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、オリゴニクス・マンギフェルス
（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｍａｎｇｉｆｅｒｕｓ）、オリゴニクス・プラテンシス（Ｏ
ｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、オリゴニクス・プニカエ（Ｏｌｉｇｏｎ
ｙｃｈｕｓ　ｐｕｎｉｃａｅ）、オリゴニクス・イオテルシ（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　
ｙｏｔｈｅｒｓｉ）、オルニトドルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オ
ルニトニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パノニクス属種（Ｐａｎ
ｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、パノニクス・シトリ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃ
ｉｔｒｉ）（＝メタテトラニクス・シトリ（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒ
ｉ））、パノニクス・ウルミ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）（＝メタテトラニクス
・ウルミ（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ））、フィロコプトルタ・オレイ
ボラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、プラチテトラニクス・ムル
チジギツリ（Ｐｌａｔｙｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｄｉｇｉｔｕｌｉ）、ポリ
ファゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）
、プソロプテス属種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐ
ｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マウルス（
Ｓｃｏｒｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、ステネオタルソネムス属種（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏ
ｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ステネオタルソネムス・スピンキ（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎ
ｅｍｕｓ　ｓｐｉｎｋｉ）、タルソネムス属種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例
えば、タルソネムス・コンフスス（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｃｏｎｆｕｓｕｓ）、タルソ
ネムス・パリズス（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）、テトラニクス属種（Ｔ
ｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、テトラニクス・カナデンシス（Ｔｅｔｒａ
ｎｙｃｈｕｓ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ）、テトラニクス・シンナバリヌス（Ｔｅｔｒａｎ
ｙｃｈｕｓ　ｃｉｎｎａｂａｒｉｎｕｓ）、テトラニクス・ツルケスタニ（Ｔｅｔｒａｎ
ｙｃｈｕｓ　ｔｕｒｋｅｓｔａｎｉ）、テトラニクス・ウルチカエ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈ
ｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）、トロムビクラ・アルフレズゲシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｌ
ｆｒｅｄｄｕｇｅｓｉ）、バエジョビス属種（Ｖａｅｊｏｖｉｓ　ｓｐｐ．）、バサテス
・リコペルシシ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ）；
　ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ゲオフィルス属種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、スクチゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）；
　トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）又はトビムシ綱の、例えば、例えば、オニキウル
ス・アルマツス（Ｏｎｙｃｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）；　スミンツルス・ビリジス
（Ｓｍｉｎｔｈｕｒｕｓ　ｖｉｒｉｄｉｓ）；
　ヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ブラニウルス・グツラツス（Ｂｌａｎｉ
ｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）；
　昆虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）の、例えば、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）の、例えば
、ブラッタ・オリエンタリス（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ブラッテラ・ア
サヒナイ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｉ）、ブラッテラ・ゲルマニカ（Ｂｌａ
ｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、レウコファエア・マデラエ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅ
ａ　ｍａｄｅｒａｅ）、ロボプテラ・デシピエンス（Ｌｏｂｏｐｔｅｒａ　ｄｅｃｉｐｉ
ｅｎｓ）、ネオスチロピガ・ロムビフォリア（Ｎｅｏｓｔｙｌｏｐｙｇａ　ｒｈｏｍｂｉ
ｆｏｌｉａ）、パンクロラ属種（Ｐａｎｃｈｌｏｒａ　ｓｐｐ．）、パルコブラッタ属種
（Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ペリプラネタ属種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　
ｓｐｐ．）、例えば、ペリプラネタ・アメリカナ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉ
ｃａｎａ）、ペリプラネタ・アウストララシアエ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｕｓｔｒ
ａｌａｓｉａｅ）、ピクノセルス・スリナメンシス（Ｐｙｃｎｏｓｃｅｌｕｓ　ｓｕｒｉ
ｎａｍｅｎｓｉｓ）、スペラ・ロンギパルパ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ）
；
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　コウチュウ目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アカリンマ・ビタツム（Ａｃａｌ
ｙｍｍａ　ｖｉｔｔａｔｕｍ）、アカントセリデス・オブテクツス（Ａｃａｎｔｈｏｓｃ
ｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、アドレツス属種（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
アエチナ・ツミダ（Ａｅｔｈｉｎａ　ｔｕｍｉｄａ）、アゲラスチカ・アルニ（Ａｇｅｌ
ａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、アグリオテス属種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、アグリオテス・リンネアツス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｌｉｎｎｅａｔｕｓ）、アグリオテ
ス・マンクス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｍａｎｃｕｓ）、アルフィトビウス・ジアペリヌス（
Ａｌｐｈｉｔｏｂｉｕｓ　ｄｉａｐｅｒｉｎｕｓ）、アムフィマロン・ソルスチチアリス
（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏｌｓｔｉｔｉａｌｉｓ）、アノビウム・プンクタツム（
Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、アノプロホラ属種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　
ｓｐｐ．）、アントノムス属種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アントノ
ムス・グランジス（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）、アントレヌス属種（Ａｎ
ｔｈｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、アピオン属種（Ａｐｉｏｎ　ｓｐｐ．）、アポゴニア属種
（Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、アトマリア属種（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、例
えば、アトマリア・リネアル（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、アタゲヌス属種
（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、バリス・カエルレセンス（Ｂａｒｉｓ　ｃａｅｒｕ
ｌｅｓｃｅｎｓ）、ブルキジウス・オブテクツス（Ｂｒｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔ
ｕｓ）、ブルクス属種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブルクス・ピソルム（Ｂ
ｒｕｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ）、ブルクス・ルフィマヌス（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｒｕｆｉ
ｍａｎｕｓ）、カッシダ属種（Ｃａｓｓｉｄａ　ｓｐｐ．）、セロトマ・トリフルカタ（
Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、セウトリンクス属種（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙ
ｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、セウトリンクス・アシミリス（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎ
ｃｈｕｓ　ａｓｓｉｍｉｌｉｓ）、セウトリンクス・クアドリデンス（Ｃｅｕｔｏｒｒｈ
ｙｎｃｈｕｓ　ｑｕａｄｒｉｄｅｎｓ）、セウトリンクス・ラパエ（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙ
ｎｃｈｕｓ　ｒａｐａｅ）、カエトクネマ属種（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、
例えば、カエトクネマ・コンフィニス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｃｏｎｆｉｎｉｓ）、
カエトクネマ・デンチクラタ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｄｅｎｔｉｃｕｌａｔａ）、カ
エトクネマ・エクチパ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｅｃｔｙｐａ）、クレオヌス・メンジ
クス（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍｅｎｄｉｃｕｓ）、コノデルス属種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、コスモポリテス属種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コス
モポリテス・ソルジズス（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｏｒｄｉｄｕｓ）、コステリト
ラ・ゼアランジカ（Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　ｚｅａｌａｎｄｉｃａ）、クテニセラ属種（
Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、クルクリオ属種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、例
えば、クルクリオ・カリアエ（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｃａｒｙａｅ）、クルクリオ・カリア
トリペス（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｃａｒｙａｔｒｙｐｅｓ）、クルクリオ・オブツスス（Ｃ
ｕｒｃｕｌｉｏ　ｏｂｔｕｓｕｓ）、クルクリオ・サイイ（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓａｙｉ
）、クリプトレステス・フェルギネウス（Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎ
ｅｕｓ）、クリプトレステス・プシルス（Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ
）、クリプトリンクス・ラパチ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、ク
リプトリンクス・マンギフェラエ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｍａｎｇｉｆｅｒａ
ｅ）、シリンドロコプツルス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シ
リンドロコプツルス・アドスペルスス（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ａｄｓｐｅ
ｒｓｕｓ）、シリンドロコプツルス・フルニシ（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｆ
ｕｒｎｉｓｓｉ）、デルメステス属種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカ
属種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ジアブロチカ・バルテアタ（Ｄｉａ
ｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）、ジアブロチカ・バルベリ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ
　ｂａｒｂｅｒｉ）、ジアブロチカ・ウンデシムプンクタタ・ホワルジ（Ｄｉａｂｒｏｔ
ｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｈｏｗａｒｄｉ）、ジアブロチカ・ウンデシ
ムプンクタタ・ウンデシムプンクタタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃ
ｔａｔａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ）、ジアブロチカ・ビルギフェラ・ビルギフ
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ェラ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ）、ジアブロチ
カ・ビルギフェラ・ゼアエ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ　ｚｅａｅ）、
ジコクロシス属種（Ｄｉｃｈｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、ジクラジスパ・アルミゲラ（
Ｄｉｃｌａｄｉｓｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ジロボデルス属種（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、エピカエルス属種（Ｅｐｉｃａｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、エピラクナ属種
（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、例えば、エピラクナ・ボレアリス（Ｅｐｉｌａｃｈ
ｎａ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、エピラクナ・バリベスチス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉ
ｖｅｓｔｉｓ）、エピトリキス属種（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、例えば、エピトリキ
ス・ククメリス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、エピトリキス・フスクラ（Ｅ
ｐｉｔｒｉｘ　ｆｕｓｃｕｌａ）、エピトリキス・ヒルチペンニス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｈ
ｉｒｔｉｐｅｎｎｉｓ）、エピトリキス・スブクリニタ（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｕｂｃｒｉ
ｎｉｔａ）、エピトリキス・ツベリス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｔｕｂｅｒｉｓ）、ファウスチ
ヌス属種（Ｆａｕｓｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ギビウム・プシロイデス（Ｇｉｂｂｉｕｍ
　ｐｓｙｌｌｏｉｄｅｓ）、グナトセルス・コルヌツス（Ｇｎａｔｈｏｃｅｒｕｓ　ｃｏ
ｒｎｕｔｕｓ）、ヘルラ・ウンダリス（Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘテロニク
ス・アラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、ヘテロニキス属種（Ｈｅｔ
ｅｒｏｎｙｘ　ｓｐｐ．）、ヒラモルファ・エレガンス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅｌｅ
ｇａｎｓ）、ヒロトルペス・バジュルス（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、ヒ
ペラ・ポスチカ（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、ヒポメセス・スクアモスス（Ｈｙｐ
ｏｍｅｃｅｓ　ｓｑｕａｍｏｓｕｓ）、ヒポテネムス属種（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　
ｓｐｐ．）、例えば、ヒポテネムス・ハムペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅ
ｉ）、ヒポテネムス・オブスクルス（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、
ヒポテネムス・プベセンス（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｐｕｂｅｓｃｅｎｓ）、ラクノ
ステルナ・コンサングイネア（Ｌａｃｈｎｏｓｔｅｒｎａ　ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）
、ラシドデルマ・セリコルネ（Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）、ラテチ
クス・オリザエ（Ｌａｔｈｅｔｉｃｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ラトリジウス属種（Ｌａｔｈ
ｒｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ．）、レマ属種（Ｌｅｍａ　ｓｐｐ．）、レプチノタルサ・デセム
リネアタ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、レウコプテラ属種
（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、レウコプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏ
ｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、リッソロプトルス・オリゾフィルス（Ｌｉｓｓｏｒ
ｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）、リストロノツス属種（Ｌｉｓｔｒｏｎｏｔ
ｕｓ　ｓｐｐ．）（＝ヒペロデス属種（Ｈｙｐｅｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、リキスス属種
（Ｌｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、ルペロモルファ・キサントデラ（Ｌｕｐｅｒｏｍｏｒｐｈａ
　ｘａｎｔｈｏｄｅｒａ）、ルペロデス属種（Ｌｕｐｅｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、リクツ
ス属種（Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、メガセリス属種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．
）、メラノツス属種（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、メラノツス・ロングル
ス・オレゴネンシス（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｌｏｎｇｕｌｕｓ　ｏｒｅｇｏｎｅｎｓｉｓ
）、メリゲテス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ属種
（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、例えば、メロロンタ・メロロンタ（Ｍｅｌｏｌｏ
ｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ）、ミグドルス属種（Ｍｉｇｄｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
モノカムス属種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナウパクツス・キサントグラフス
（Ｎａｕｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕｓ）、ネクロビア属種（Ｎｅｃｒｏｂ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ネオガレルセラ属種（Ｎｅｏｇａｌｅｒｕｃｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、
ニプツス・ホロレウクス（Ｎｉｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、オリクテス・リノセ
ロス（Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ）、オリザエフィルス・スリナメンシス（
Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、オリザファグス・オリザエ（
Ｏｒｙｚａｐｈａｇｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、オチオリンクス属種（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、オチオリンクス・クリブリコリス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕ
ｓ　ｃｒｉｂｒｉｃｏｌｌｉｓ）、オチオリンクス・リグスチシ（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ｌｉｇｕｓｔｉｃｉ）、オチオリンクス・オバツス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
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ｏｖａｔｕｓ）、オチオリンクス・ルゴソストリアルス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｒ
ｕｇｏｓｏｓｔｒｉａｒｕｓ）、オチオリンクス・スルカツス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕ
ｓ　ｓｕｌｃａｔｕｓ）、オウレマ属種（Ｏｕｌｅｍａ　ｓｐｐ．）、オウレマ・オリザ
エ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、オキシセトニア・ジュンクンダ（Ｏｘｙｃｅｔｏｎ
ｉａ　ｊｕｃｕｎｄａ）、ファエドン・コクレアリアエ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅ
ａｒｉａｅ）、フィロファガ属種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、フィロファガ
・ヘレリ（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｈｅｌｌｅｒｉ）、フィロトレタ属種（Ｐｈｙｌｌ
ｏｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、フィロトレタ・アルモラシアエ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒ
ｅｔａ　ａｒｍｏｒａｃｉａｅ）、フィロトレタ・プシラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｐ
ｕｓｉｌｌａ）、フィロトレタ・ラモサ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｒａｍｏｓａ）、フ
ィロトレタ・ストリオラタ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ）、ポピリア
・ジャポニカ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、プレムノトリペス属種（Ｐｒｅ
ｍｎｏｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ．）、プロステファヌス・トルンカツス（Ｐｒｏｓｔｅｐｈ
ａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｕｓ）、プシリオデス属種（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、プシリオデス・アフィニス（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ａｆｆｉｎｉｓ）、プ
シリオデス・クリソセファラ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ）、
プシリオデス・プンクツラタ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｐｕｎｃｔｕｌａｔａ）、プチヌ
ス属種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウス・ベントラリス（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｓ　
ｖｅｎｔｒａｌｉｓ）、リゾペルタ・ドミニカ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉ
ｃａ）、リンコホルス属種（Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、リンコホルス・
フェルギネウス（Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ）、リンコホル
ス・パルマルム（Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｐａｌｍａｒｕｍ）、シノキシロン・ペ
ルホランス（Ｓｉｎｏｘｙｌｏｎ　ｐｅｒｆｏｒａｎｓ）、シトフィルス属種（Ｓｉｔｏ
ｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、シトフィルス・グラナリウス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕ
ｓ　ｇｒａｎａｒｉｕｓ）、シトフィルス・リネアリス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｌｉｎ
ｅａｒｉｓ）、シトフィルス・オリザエ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、シト
フィルス・ゼアマイス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ）、スフェノホルス属種
（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ステゴビウム・パニセウム（Ｓｔｅｇｏｂｉ
ｕ
ｍ　ｐａｎｉｃｅｕｍ）、ステルネクス属種（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、ステルネクス・パルダツス（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｐａｌｕｄａｔｕｓ）、シムフ
ィレテス属種（Ｓｙｍｐｈｙｌｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タニメクス属種（Ｔａｎｙｍｅｃ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、タニメクス・ジラチコリス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｄｉｌａ
ｔｉｃｏｌｌｉｓ）、タニメクス・インジクス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）
、タニメクス・パリアツス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｐａｌｌｉａｔｕｓ）、テネブリオ・
モリトル（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、テネブリオイデス・マウレタニクス（
Ｔｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ　ｍａｕｒｅｔａｎｉｃｕｓ）、トリボリウム属種（Ｔｒｉｂ
ｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、トリボリウム・アウダキス（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ａ
ｕｄａｘ）、トリボリウム・カスタネウム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ）
、トリボリウム・コンフスム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃｏｎｆｕｓｕｍ）、トロゴデルマ
属種（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、チキウス属種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　ｓｐｐ．）
、キシロトレクス属種（Ｘｙｌｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ザブルス属種（Ｚａｂｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ザブルス・テネブリオイデス（Ｚａｂｒｕｓ　ｔｅｎｅｂｒ
ｉｏｉｄｅｓ）；
　ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）の、例えば、アニソラビス・マリチメ（Ａｎｉ
ｓｏｌａｂｉｓ　ｍａｒｉｔｉｍｅ）、ホルフィクラ・アウリクラリア（Ｆｏｒｆｉｃｕ
ｌａ　ａｕｒｉｃｕｌａｒｉａ）、ラビズラ・リパリア（Ｌａｂｉｄｕｒａ　ｒｉｐａｒ
ｉａ）；
　ハエ目（Ｄｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、アエデス・アエギプチ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）、アエデス・アルボピクツス
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（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、アエデス・スチクチクス（Ａｅｄｅｓ　ｓｔｉ
ｃｔｉｃｕｓ）、アエデス・ベキサンス（Ａｅｄｅｓ　ｖｅｘａｎｓ）、アグロミザ属種
（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、アグロミザ・フロンテラ（Ａｇｒｏｍｙｚａ
　ｆｒｏｎｔｅｌｌａ）、アグロミザ・パルビコルニス（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｐａｒｖｉ
ｃｏｒｎｉｓ）、アナストレファ属種（Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｓｐｐ．）、アノフェレ
ス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アノフェレス・クアドリマクラツス
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｑｕａｄｒｉｍａｃｕｌａｔｕｓ）、アノフェレス・ガムビアエ
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）、アスホンジリア属種（Ａｓｐｈｏｎｄｙｌｉ
ａ　ｓｐｐ．）、バクトロセラ属種（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、バク
トロセラ・ククルビタエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ）、バクトロセ
ラ・ドルサリス（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、バクトロセラ・オレアエ
（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｏｌｅａｅ）、ビビオ・ホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔ
ｕｌａｎｕｓ）、カリホラ・エリトロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏ
ｃｅｐｈａｌａ）、カリホラ・ビシナ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｖｉｃｉｎａ）、セラチ
チス・カピタタ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、キロノムス属種（Ｃｈｉｒ
ｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、クリソミア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｓｐｐ．）、クリソ
プス属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、クリソゾナ・プルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚ
ｏｎａ　ｐｌｕｖｉａｌｉｓ）、コクリオミア属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙａ　ｓｐｐ．）
、コンタリニア属種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、コンタリニア・ジョ
ンソニ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｊｏｈｎｓｏｎｉ）、コンタリニア・ナスツルチイ（Ｃ
ｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、コンタリニア・ピリボラ（Ｃｏｎｔａｒｉ
ｎｉａ　ｐｙｒｉｖｏｒａ）、コンタリニア・スクルジ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｃｈ
ｕｌｚｉ）、コンタリニア・ソルギコラ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｏｒｇｈｉｃｏｌａ
）、コンタリニア・トリチシ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、コルジロビア
・アントロポファガ（Ｃｏｒｄｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、クリコト
プス・シルベストリス（Ｃｒｉｃｏｔｏｐｕｓ　ｓｙｌｖｅｓｔｒｉｓ）、クレキス属種
（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、例えば、クレキス・ピピエンス（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉｅｎ
ｓ）、クレキス・クインクエファシアツス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔ
ｕｓ）、クリコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリセタ属種（Ｃｕｌ
ｉｓｅｔａ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス・
オレアエ（Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）、ダシネウラ属種（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．
）、例えば、ダシネウラ・ブラシカエ（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、デ
リア属種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、デリア・アントクア（Ｄｅｌｉａ　ａｎｔ
ｉｑｕａ）、デリア・コアルクタタ（Ｄｅｌｉａ　ｃｏａｒｃｔａｔａ）、デリア・フロ
リレガ（Ｄｅｌｉａ　ｆｌｏｒｉｌｅｇａ）、デリア・プラツラ（Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔ
ｕｒａ）、デリア・ラジクム（Ｄｅｌｉａ　ｒａｄｉｃｕｍ）、デルマトビア・ホミニス
（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ）、ドロソフィラ属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ドロソフィラ・メラノガステル（Ｄｒｏｓｐｈｉｌａ　ｍｅｌａ
ｎｏｇａｓｔｅｒ）、ドロソフィラ・スズキイ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｕｚｕｋｉｉ
）、エキノクネムス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、エウレイア・ヘラク
レイ（Ｅｕｌｅｉａ　ｈｅｒａｃｌｅｉ）、ファンニア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）
、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グロッシナ属種（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．
）、ヒドレリア属種（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒドレリア・グリセオラ（Ｈｙ
ｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、ヒレミア属種（Ｈｙｌｅｍｙａ　ｓｐｐ．）、ヒ
ッポドスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒポデルマ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒ
ｍａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、リリオ
ミザ・ブラシカエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、リリオミザ・フイドブ
レンシス（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｈｕｉｄｏｂｒｅｎｓｉｓ）、リリオミザ・サチバエ（
Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓａｔｉｖａｅ）、ルシリア属種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、
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例えば、ルシリア・クプリナ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）、ルトゾミイア属種（
Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、マンソニア属種（Ｍａｎｓｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、ム
スカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ムスカ・ドメスチカ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍ
ｅｓｔｉｃａ）、ムスカ・ドメスチカ・ビシナ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ　ｖｉ
ｃｉｎａ）、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オシネラ・フリト（Ｏｓ
ｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、パラタニタルスス属種（Ｐａｒａｔａｎｙｔａｒｓｕｓ　
ｓｐｐ．）、パララウテルボルニエラ・スブシンクタ（Ｐａｒａｌａｕｔｅｒｂｏｒｎｉ
ｅｌｌａ　ｓｕｂｃｉｎｃｔａ）、ペゴミイア属種（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、ペゴミイア・ベタエ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｂｅｔａｅ）、ペゴミイア・ヒオシアミ（Ｐ
ｅｇｏｍｙａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、ペゴミア・ルビボラ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｒｕｂｉ
ｖｏｒａ）、フレボトムス属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ホルビア属種（
Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、ホルミア属種（Ｐｈｏｒｍｉａ　ｓｐｐ．）、ピオフィラ
・カセイ（Ｐｉｏｐｈｉｌａ　ｃａｓｅｉ）、プラチパレア・ポエシロプテラ（Ｐｌａｔ
ｙｐａｒｅａ　ｐｏｅｃｉｌｏｐｔｅｒａ）、プロジプロシス属種（Ｐｒｏｄｉｐｌｏｓ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ・ロサエ（Ｐｓｉｌａ　ｒｏｓａｅ）、ラゴレチス属種（Ｒｈ
ａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ラゴレチス・シングラタ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉ
ｓ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）、ラゴレチス・コムプレタ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｏｍｐ
ｌｅｔａ）、ラゴレチス・ファウスタ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｆａｕｓｔａ）、ラゴレ
チス・インジフェレンス（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｉｎｄｉｆｆｅｒｅｎｓ）、ラゴレチ
ス・メンダキス（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｍｅｎｄａｘ）、ラゴレチス・ポモネラ（Ｒｈ
ａｇｏｌｅｔｉｓ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、サルコファガ属種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　
ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、シムリウム・メ
リジオナレ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｒｉｄｉｏｎａｌｅ）、ストモキス属種（Ｓｔｏｍ
ｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、テタノポプス属種
（Ｔｅｔａｎｏｐｓ　ｓｐｐ．）、チプラ属種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、チ
プラ・パルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、チプラ・シムプレキス（Ｔｉｐｕ
ｌａ　ｓｉｍｐｌｅｘ）、トキソトリパナ・クルビカウダ（Ｔｏｘｏｔｒｙｐａｎａ　ｃ
ｕｒｖｉｃａｕｄａ）；
　カメムシ目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アシジア・アカシアエバイレイアナエ
（Ａｃｉｚｚｉａ　ａｃａｃｉａｅｂａｉｌｅｙａｎａｅ）、アシジア・ドドナエアエ（
Ａｃｉｚｚｉａ　ｄｏｄｏｎａｅａｅ）、アシジア・ウンカトイデス（Ａｃｉｚｚｉａ　
ｕｎｃａｔｏｉｄｅｓ）、アクリダ・ツリタ（Ａｃｒｉｄａ　ｔｕｒｒｉｔａ）、アシル
トシポン属種（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、アシルトシポン・ピス
ム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｈｏｎ　ｐｉｓｕｍ）、アクロゴニア属種（Ａｃｒｏｇｏｎｉ
ａ　ｓｐｐ．）、アエネオラミア属種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．）、アゴノセナ
属種（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、アレウロカンツス属種（Ａｌｅｕｒｏｃａｎ
ｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アレイロデス・プロレテラ（Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ　ｐｒｏｌｅｔ
ｅｌｌａ）、アレウロロブス・バロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎ
ｓｉｓ）、アレウロトリクス・フロコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏ
ｓｕｓ）、アロカリダラ・マライエンシス（Ａｌｌｏｃａｒｉｄａｒａ　ｍａｌａｙｅｎ
ｓｉｓ）、アムラスカ属種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、アムラスカ・ビグツ
ラ（Ａｍｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｕｌｌａ）、アムラスカ・デバスタンス（Ａｍｒａｓｃ
ａ　ｄｅｖａｓｔａｎｓ）、アヌラフィス・カルズイ（Ａｎｕｒａｐｈｉｓ　ｃａｒｄｕ
ｉ）、アオニジエラ属種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、（Ａｏｎｉｄｉ
ｅｌｌａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｃｉｔｒｉｎａ）、アオニジ
エラ・イノルナタ（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｉｎｏｒｎａｔａ）、アファノスチグマ・ピ
リ（Ａｐｈａｎｏｓｔｉｇｍａ　ｐｉｒｉ）、アフィス属種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、アフィス・シトリコラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）、アフィス・クラシ
ボラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）、アフィス・ファバエ（Ａｐｈｉｓ　ｆａｂ
ａｅ）、アフィス・ホルベシ（Ａｐｈｉｓ　ｆｏｒｂｅｓｉ）、アフィス・グリシネス（
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Ａｐｈｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、アフィス・ゴシピイ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ
）、アフィス・ヘデラエ（Ａｐｈｉｓ　ｈｅｄｅｒａｅ）、アフィス・イリノイセンシス
（Ａｐｈｉｓ　ｉｌｌｉｎｏｉｓｅｎｓｉｓ）、アフィス・ミドレトニ（Ａｐｈｉｓ　ｍ
ｉｄｄｌｅｔｏｎｉ）、アフィス・ナスツルチイ（Ａｐｈｉｓ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、
アフィス・ネリイ（Ａｐｈｉｓ　ｎｅｒｉｉ）、アフィス・ポミ（Ａｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ
）、アフィス・スピラエコラ（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）、アフィス・ビブル
ニフィラ（Ａｐｈｉｓ　ｖｉｂｕｒｎｉｐｈｉｌａ）、アルボリジア・アピカリス（Ａｒ
ｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ）、アリタイニラ属種（Ａｒｙｔａｉｎｉｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、アスピジエラ属種（Ａｓｐｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピジオツス属種
（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アスピジオツス・ネリイ（Ａｓｐｉｄｉ
ｏｔｕｓ　ｎｅｒｉｉ）、アタヌス属種（Ａｔａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、アウラコルツム・
ソラニ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ベミシア・タバシ（Ｂｅｍｉｓｉａ
　ｔａｂａｃｉ）、ブラストプシラ・オッシデンタリス（Ｂｌａｓｔｏｐｓｙｌｌａ　ｏ
ｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ボレイオグリカスピス・メラレウカエ（Ｂｏｒｅｉｏｇｌｙ
ｃａｓｐｉｓ　ｍｅｌａｌｅｕｃａｅ）、ブラキカウズス・ヘリクリシ（Ｂｒａｃｈｙｃ
ａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ）、ブラキコルス属種（Ｂｒａｃｈｙｃｏｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ブレビコリネ・ブラシカエ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）
、カコプシラ属種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、カコプシラ・ピリコラ
（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉｃｏｌａ）、カリギポナ・マルギナタ（Ｃａｌｌｉｇ
ｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）、カプリニア属種（Ｃａｐｕｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．）
、カルネオセファラ・フルギダ（Ｃａｒｎｅｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、セラ
トバクナ・ラニゲラ（Ｃｅｒａｔｏｖａｃｕｎａ　ｌａｎｉｇｅｒａ）、セルコピダエ（
Ｃｅｒｃｏｐｉｄａｅ）、セロプラステス属種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、
カエトシホン・フラガエホリイ（Ｃｈａｅｔｏｓｉｐｈｏｎ　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）
、キオナスピス・テガレンシス（Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロ
リタ・オヌキイ（Ｃｈｌｏｒｉｔａ　ｏｎｕｋｉｉ）、コンドラクリス・ロセア（Ｃｈｏ
ｎｄｒａｃｒｉｓ　ｒｏｓｅａ）、クロマフィス・ジュグランジコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈ
ｉｓ　ｊｕｇｌａｎｄｉｃｏｌａ）、クリソムファルス・アオニズム（Ｃｈｒｙｓｏｍｐ
ｈａｌｕｓ　ａｏｎｉｄｕｍ）、クリソムファルス・フィクス（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌ
ｕｓ　ｆｉｃｕｓ）、シカズリナ・ムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、コッ
コミチルス・ハリイ（Ｃｏｃｃｏｍｙｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、コックス属種（Ｃｏｃ
ｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コックス・ヘスペリズム（Ｃｏｃｃｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｉ
ｄｕｍ）、コックス・ロングルス（Ｃｏｃｃｕｓ　ｌｏｎｇｕｌｕｓ）、コックス・プセ
ウドマグノリアルム（Ｃｏｃｃｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｍａｇｎｏｌｉａｒｕｍ）、コックス
・ビリジス（Ｃｏｃｃｕｓ　ｖｉｒｉｄｉｓ）、クリプトミズス・リビス（Ｃｒｙｐｔｏ
ｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、クリプトネオサ属種（Ｃｒｙｐｔｏｎｅｏｓｓａ　ｓｐｐ．
）、クテナリタイナ属種（Ｃｔｅｎａｒｙｔａｉｎａ　ｓｐｐ．）、ダルブルス属種（Ｄ
ａｌｂｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジアレウロデス・キテンデニ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　
ｃｈｉｔｔｅｎｄｅｎｉ）、ジアレウロデス・シトリ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔ
ｒｉ）、ジアホリナ・シトリ（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジアスピス属種（
Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ジウラフィス属種（Ｄｉｕｒａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ド
ロシカ属種（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ジサフィス属種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、ジサフィス・アピイホリア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ａｐｉｉｆｏｌｉａ）
、ジサフィス・プランタギネア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ）、ジサフ
ィス・ツリパエ（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｔｕｌｉｐａｅ）、ジスミコックス属種（Ｄｙｓｍ
ｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、エムポアスカ・アブルプタ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ａｂｒｕｐｔａ）、エムポアスカ・
ファバエ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｆａｂａｅ）、エムポアスカ・マリグナ（Ｅｍｐｏａｓｃ
ａ　ｍａｌｉｇｎａ）、エムポアスカ・ソラナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ）、エ
ムポアスカ・ステベンシ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｔｅｖｅｎｓｉ）、エリオソマ属種（Ｅ
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ｒｉｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、エリオソマ・アメリカヌム（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　
ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、エリオソマ・ラニゲルム（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉｇｅｒ
ｕｍ）、エリオソマ・ピリコラ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｐｙｒｉｃｏｌａ）、エリトロネウ
ラ属種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、エウカリプトリマ属種（Ｅｕｃａｌｙ
ｐｔｏｌｙｍａ　ｓｐｐ．）、エウフィルラ属種（Ｅｕｐｈｙｌｌｕｒａ　ｓｐｐ．）、
エウセリス・ビロバツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、フェリシア属種（
Ｆｅｒｒｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、フィオリニア属種（Ｆｉｏｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、フ
ルカスピス・オセアニカ（Ｆｕｒｃａｓｐｉｓ　ｏｃｅａｎｉｃａ）、ゲオコックス・コ
フェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、グリカスピス属種（Ｇｌｙｃａｓｐ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロプシラ・クバナ（Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｃｕｂａｎａ）
、ヘテロプシラ・スピヌロサ（Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｉｎｕｌｏｓａ）、ホマ
ロジスカ・コアグラタ（Ｈｏｍａｌｏｄｉｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、ヒアロプテル
ス・アルンジニス（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、ヒアロプテルス・
プルニ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｐｒｕｎｉ）、イセリア属種（Ｉｃｅｒｙａ　ｓｐｐ
．）、例えば、イセリア・プルカシ（Ｉｃｅｒｙａ　ｐｕｒｃｈａｓｉ）、イジオセルス
属種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イジオスコプス属種（Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　
ｓｐｐ．）、ラオデルファキス・ストリアテルス（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔ
ｅｌｌｕｓ）、レカニウム属種（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、レカニウム・
コルニ（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ）（＝パルテノレカニウム・コルニ（Ｐａｒｔｈ
ｅｎｏｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ））、レピドサフェス属種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、レピドサフェス・ウルミ（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｕｌ
ｍｉ）、リパフィス・エリシミ（Ｌｉｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、ロホレウカスピ
ス・ジャポニカ（Ｌｏｐｈｏｌｅｕｃａｓｐｉｓ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、リコルマ・デリ
カツラ（Ｌｙｃｏｒｍａ　ｄｅｌｉｃａｔｕｌａ）、マクロシフム属種（Ｍａｃｒｏｓｉ
ｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、マクロシフム・エウホルビアエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕ
ｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ）、マクロシフム・リリイ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｌｉｌ
ｉｉ）、マクロシフム・ロサエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｏｓａｅ）、マクロステレ
ス・ファシフロンス（Ｍａｃｒｏｓｔｅｌｅｓ　ｆａｃｉｆｒｏｎｓ）、マハナルバ属種
（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）、メラナフィス・サッカリ（Ｍｅｌａｎａｐｈｉｓ　
ｓａｃｃｈａｒｉ）、メトカルフィエラ属種（Ｍｅｔｃａｌｆｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、
メトカルファ・プルイノサ（Ｍｅｔｃａｌｆａ　ｐｒｕｉｎｏｓａ）、メトポロフィウム
・ジロズム（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、モネリア・コスタリス
（Ｍｏｎｅｌｌｉａ　ｃｏｓｔａｌｉｓ）、モネリオプシス・ペカニス（Ｍｏｎｅｌｌｉ
ｏｐｓｉｓ　ｐｅｃａｎｉｓ）、ミズス属種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ミズス
・アスカロニクス（Ｍｙｚｕｓ　ａｓｃａｌｏｎｉｃｕｓ）、ミズス・セラシ（Ｍｙｚｕ
ｓ　ｃｅｒａｓｉ）、ミズス・リグストリ（Ｍｙｚｕｓ　ｌｉｇｕｓｔｒｉ）、ミズス・
オルナツス（Ｍｙｚｕｓ　ｏｒｎａｔｕｓ）、ミズス・ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒ
ｓｉｃａｅ）、ミズス・ニコチアナエ（Ｍｙｚｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、ナソノビ
ア・リビスニグリ（Ｎａｓｏｎｏｖｉａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、ネオマスケリア属種
（Ｎｅｏｍａｓｋｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ネホテッチキス属種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉ
ｘ　ｓｐｐ．）、例えば、ネホテッチキス・シンクチセプス（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　
ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、ネホテッチキス・ニグロピクツス（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　
ｎｉｇｒｏｐｉｃｔｕｓ）、ネチゴニセラ・スペクトラ（Ｎｅｔｔｉｇｏｎｉｃｌｌａ　
ｓｐｅｃｔｒａ）、ニラパルバタ・ルゲンス（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）
、オンコメトピア属種（Ｏｎｃｏｍｅｔｏｐｉａ　ｓｐｐ．）、オルテジア・プラエロン
ガ（Ｏｒｔｈｅｚｉａ　ｐｒａｅｌｏｎｇａ）、オキシヤ・キネンシス（Ｏｘｙａ　ｃｈ
ｉｎｅｎｓｉｓ）、パキプシラ属種（Ｐａｃｈｙｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、パラベミシ
ア・ミリカエ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラトリオザ属種（Ｐａｒ
ａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、パラトリオザ・コクケレリ（Ｐａｒａｔｒｉｏｚ
ａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、パルラトリア属種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、
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ペムフィグス属種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ペムフィグス・ブルサリ
ウス（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｂｕｒｓａｒｉｕｓ）、ペムフィグス・ポプリベナエ（Ｐｅ
ｍｐｈｉｇｕｓ　ｐｏｐｕｌｉｖｅｎａｅ）、ペレグリヌス・マイジス（Ｐｅｒｅｇｒｉ
ｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ペルキンシエラ属種（Ｐｅｒｋｉｎｓｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）
、フェナコックス属種（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、フェナコックス
・マデイレンシス（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｍａｄｅｉｒｅｎｓｉｓ）、プロエオミズ
ス
・パッセリニイ（Ｐｈｌｏｅｏｍｙｚｕｓ　ｐａｓｓｅｒｉｎｉｉ）、ホロドン・フムリ
（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、フィロキセラ属種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、フィロキセラ・デバストラトリキス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｄｅｖａ
ｓｔａｔｒｉｘ）、フィロキセラ・ノタビリス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｎｏｔａｂｉｌ
ｉｓ）、ピンナスピス・アスピジストラエ（Ｐｉｎｎａｓｐｉｓ　ａｓｐｉｄｉｓｔｒａ
ｅ）、プラノコックス属種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プラノコッ
クス・シトリ（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、プロソピドプシラ・フラバ（Ｐ
ｒｏｓｏｐｉｄｏｐｓｙｌｌａ　ｆｌａｖａ）、プロトプルビナリア・ピリホルミス（Ｐ
ｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ）、プセウダウラカスピス・ペン
タゴナ（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｐｅｎｔａｇｏｎａ）、プセウドコックス属
種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プセウドコックス・カルセオラリ
アエ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｃａｌｃｅｏｌａｒｉａｅ）、プセウドコックス・コ
ムストッキ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｏｍｓｔｏｃｋｉ）、プセウドコックス・ロ
ンギスピヌス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｌｏｎｇｉｓｐｉｎｕｓ）、プセウドコック
ス・マリチムス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｍａｒｉｔｉｍｕｓ）、プセウドコックス
・ビブルニ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｖｉｂｕｒｎｉ）、プシロプシス属種（Ｐｓｙ
ｌｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ属種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、プシラ
・ブキシ（Ｐｓｙｌｌａ　ｂｕｘｉ）、プシラ・マリ（Ｐｓｙｌｌａ　ｍａｌｉ）、プシ
ラ・ピリ（Ｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉ）、プテロマルス属種（Ｐｔｅｒｏｍａｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、プルビナリア属種（Ｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ピリラ属種（Ｐｙｒｉ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、クアドラスピジオツス属種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、クアドラスピジオツス・ジュグランスレギアエ（Ｑｕａｄｒａｓｐｉ
ｄｉｏｔｕｓ　ｊｕｇｌａｎｓｒｅｇｉａｅ）、クアドラスピジオツス・オストレアエホ
ルミス（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｏｓｔｒｅａｅｆｏｒｍｉｓ）、クアドラス
ピジオツス・ペルニシオスス（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｐｅｒｎｉｃｉｏｓｕ
ｓ）、クエサダ・ギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、ラストロコックス属種（Ｒａ
ｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ロパロシフム属種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　
ｓｐｐ．）、例えば、ロパロシフム・マイジス（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄ
ｉｓ）、ロパロシフム・オキシアカンタエ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｏｘｙａｃａ
ｎｔｈａｅ）、ロパロシフム・・パジ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ）、ロパ
ロシフム・ルフィアブドミナレ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｕｆｉａｂｄｏｍｉｎ
ａｌｅ）、サイセチア属種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、サイセチア・コ
フェアエ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｃｏｆｆｅａｅ）、サイセチア・ミランダ（Ｓａｉｓｓ
ｅｔｉａ　ｍｉｒａｎｄａ）、サイセチア・ネグレクタ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｎｅｇｌ
ｅｃｔａ）、サイセチア・オレアエ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏｌｅａｅ）、スカホイデウ
ス・チタヌス（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、スキザフィス・グラミヌム
（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、セレナスピズス・アルチクラツス（Ｓｅ
ｌｅｎａｓｐｉｄｕｓ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、シトビオン・アベナエ（Ｓｉｔｏｂ
ｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ）、ソガタ属種（Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．）、ソガテラ・フルシフ
ェラ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、ソガトデス属種（Ｓｏｇａｔｏｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、スチクトセファラ・フェスチナ（Ｓｔｉｃｔｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｅｓ
ｔｉｎａ）、シホニヌス・フィリレアエ（Ｓｉｐｈｏｎｉｎｕｓ　ｐｈｉｌｌｙｒｅａｅ
）、テナラファラ・マライエンシス（Ｔｅｎａｌａｐｈａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）
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、テトラゴノセフェラ属種（Ｔｅｔｒａｇｏｎｏｃｅｐｈｅｌａ　ｓｐｐ．）、チノカリ
ス・カリアエホリアエ（Ｔｉｎｏｃａｌｌｉｓ　ｃａｒｙａｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピ
ス属種（Ｔｏｍａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソプテラ属種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、トキソプテラ・アウランチイ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ａｕｒａｎｔｉｉ
）、トキソプテラ・シトリシズス（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｃｉｔｒｉｃｉｄｕｓ）、トリ
アレウロデス・バポラリオルム（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ
）、トリオザ属種（Ｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、トリオザ・ジオスピリ（Ｔｒｉ
ｏｚａ　ｄｉｏｓｐｙｒｉ）、チフロシバ属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）、ウ
ナスピス属種（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ビテウス・ビチホリイ（Ｖｉｔｅｕｓ　ｖ
ｉｔｉｆｏｌｉｉ）、ジギナ属種（Ｚｙｇｉｎａ　ｓｐｐ．）；
　カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アエリア属種（Ａｅｌｉａ　ｓ
ｐｐ．）、アナサ・トリスチス（Ａｎａｓａ　ｔｒｉｓｔｉｓ）、アンテスチオプシス属
種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、ボイセア属種（Ｂｏｉｓｅａ　ｓｐｐ．）
、ブリスス属種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、カロコリス属種（Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　
ｓｐｐ．）、カムピロンマ・リビダ（Ｃａｍｐｙｌｏｍｍａ　ｌｉｖｉｄａ）、カベレリ
ウス属種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、シメキス属種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）
、例えば、シメキス・アドジュンクツス（Ｃｉｍｅｘ　ａｄｊｕｎｃｔｕｓ）、シメキス
・ヘミプテルス（Ｃｉｍｅｘ　ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ）、シメキス・レクツラリウス（Ｃ
ｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、シメキス・ピロセルス（Ｃｉｍｅｘ　ｐｉｌｏｓ
ｅｌｌｕｓ）、コラリア属種（Ｃｏｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、クレオンチアデス・ジル
ツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌｕｔｕｓ）、ダシヌス・ピペリス（Ｄａｓｙｎｕ
ｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジケロプス・フルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕ
ｓ）、ジコノコリス・ヘウェッチ（Ｄｉｃｏｎｏｃｏｒｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、ジスデ
ルクス属種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エウスキスツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウスキスツス・ヘロス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏ
ｓ）、エウスキスツス・セルブス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ）、エウスキス
ツス・トリスチグムス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｔｒｉｓｔｉｇｍｕｓ）、エウスキスツ
ス・バリオラリウス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｖａｒｉｏｌａｒｉｕｓ）、エウリデマ属
種（Ｅｕｒｙｄｅｍａ　ｓｐｐ．）、エウリガステル属種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｓｐ
ｐ．）、ハリオモルファ・ハリス（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ヘリオパル
チス属種（Ｈｅｌｉｏｐｅｌｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ホルシアス・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉ
ａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．
）、レプトコリサ・バリコルニス（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒｎｉｓ）、
レプトグロスス・オッシデンタリス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌ
ｉｓ）、レプトグロスス・フィロプス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ
）、リゴコリス属種（Ｌｙｇｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リゴコリス・パブリヌ
ス（Ｌｙｇｏｃｏｒｉｓ　ｐａｂｕｌｉｎｕｓ）、リグス属種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）
、例えば、リグス・エリスス（Ｌｙｇｕｓ　ｅｌｉｓｕｓ）、リグス・ヘスペルス（Ｌｙ
ｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグス・リネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉ
ｓ）、マクロペス・エキスカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔｕｓ）、メガコ
プタ・クリブラリア（Ｍｅｇａｃｏｐｔａ　ｃｒｉｂｒａｒｉａ）、ミリダエ（Ｍｉｒｉ
ｄａｅ）、モナロニオン・アトラツム（Ｍｏｎａｌｏｎｉｏｎ　ａｔｒａｔｕｍ）、ネザ
ラ属種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ネザラ・ビリズラ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒ
ｉｄｕｌａ）、ニシウス属種（Ｎｙｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）、オエバルス属種（Ｏｅｂａｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ペントミダエ（Ｐｅｎｔｏｍｉｄａｅ）、ピエスマ・クアドラタ（Ｐ
ｉｅｓｍａ　ｑｕａｄｒａｔａ）、ピエゾドルス属種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、ピエゾドルス・グイルジニイ（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｇｕｉｌｄｉｎｉｉ
）、プサルス属種（Ｐｓａｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウダシスタ・ペルセア（Ｐｓｅｕ
ｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａ）、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サ
ールベルゲラ・シングラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、ス
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カプトコリス・カスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノホ
ラ属種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ステファニチス・ナシ（Ｓｔｅｐｈａ
ｎｉｔｉｓ　ｎａｓｈｉ）、チブラカ属種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属
種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）；
　ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロミルメキス属種（Ａｃｒｏｍｙ
ｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、アタリア属種（Ａｔｈａｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、アタリア
・ロサエ（Ａｔｈａｌｉａ　ｒｏｓａｅ）、アッタ属種（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）、カムポ
ノツス属種（Ｃａｍｐｏｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコベスプラ属種（Ｄｏｌｉｃｈｏ
ｖｅｓｐｕｌａ　ｓｐｐ．）、ジプリオン属種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、
ジプリオン・シミリス（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ホプロカムパ属種（Ｈｏｐ
ｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ホプロカムパ・コオケイ（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ
　ｃｏｏｋｅｉ）、ホプロカムパ・テスツジネア（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｔｅｓｔｕｄ
ｉｎｅａ）、ラシウス属種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）、リネピテマ・フミレ（Ｌｉｎｅ
ｐｉｔｈｅｍａ　ｈｕｍｉｌｅ）、モノモリウム・ファラオニス（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ
　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、パラトレキナ属種（Ｐａｒａｔｒｅｃｈｉｎａ　ｓｐｐ．）、
パラベスプラ属種（Ｐａｒａｖｅｓｐｕｌａ　ｓｐｐ．）、プラギオレピス属種（Ｐｌａ
ｇｉｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、シレキス属種（Ｓｉｒｅｘ　ｓｐｐ．）、ソレノプシス
・インビクタ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃｔａ）、タピノマ属種（Ｔａｐｉｎｏ
ｍａ　ｓｐｐ．）、テクノミルメキス・アルビペス（Ｔｅｃｈｎｏｍｙｒｍｅｘ　ａｌｂ
ｉｐｅｓ）、ウロセルス属種（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ベスパ属種（Ｖｅｓｐａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ベスパ・クラブロ（Ｖｅｓｐａ　ｃｒａｂｒｏ）、ワスマンニア
・アウロプンクタタ（Ｗａｓｍａｎｎｉａ　ａｕｒｏｐｕｎｃｔａｔａ）、キセリス属種
（Ｘｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ワラジムシ目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の、例えば、アルマジリジウム・ブルガレ（Ａｒｍａ
ｄｉｌｌｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、オニスクス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓ
ｅｌｌｕｓ）、ポルセリオ・スカベル（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）；
　シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）の、例えば、コプトテルメス属種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コプトテルメス・ホルモサヌス（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）、コルニテルメス・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｃ
ｕｍｕｌａｎｓ）、クリプトテルメス属種（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、イ
ンシシテルメス属種（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、カロテルメス属種（Ｋａ
ｌｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ミクロテルメス・オベシ（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｏ
ｂｅｓｉ）、ナスチテルメス属種（Ｎａｓｕｔｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、オドントテ
ルメス属種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ポロテルメス属種（Ｐｏｒｏｔｅ
ｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、レチクリテルメス属種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ
．）、例えば、レチクリテルメス・フラビペス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａ
ｖｉｐｅｓ）、レチクリテルメス・ヘスペルス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｈｅｓ
ｐｅｒｕｓ）；
　チョウ目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロイア・グリセラ（Ａｃｈｒｏ
ｉａ　ｇｒｉｓｅｌｌａ）、アクロニクタ・マジョル（Ａｃｒｏｎｉｃｔａ　ｍａｊｏｒ
）、アドキソフィエス属種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アドキソフィ
エス・オラナ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）、アエジア・レウコメラス（Ａｅｄ
ｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロチス属種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、アグロチス・セゲツム（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、アグロチス・イプシロン
（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ）、アラバマ属種（Ａｌａｂａｍａ　ｓｐｐ．）、例
えば、アラバマ・アルギラセア（Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ）、アミエロイ
ス・トランシテラ（Ａｍｙｅｌｏｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ）、アナルシア属種（Ａ
ｎａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、アンチカルシア属種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、
例えば、アンチカルシア・ゲンマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ
）、アルギロプロセ属種（Ａｒｇｙｒｏｐｌｏｃｅ　ｓｐｐ．）、アウトグラファ属種（
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Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｓｐｐ．）、バラトラ・ブラシカエ（Ｂａｒａｔｈｒａ　ｂｒａ
ｓｓｉｃａｅ）、ブラストデクナ・アトラ（Ｂｌａｓｔｏｄａｃｎａ　ａｔｒａ）、ボル
ボ・シンナラ（Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎｎａｒａ）、ブックラトリキス・ツルベリエラ（Ｂｕ
ｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニアリウス（Ｂｕｐａ
ｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒｉｕｓ）、ブッセオラ属種（Ｂｕｓｓｅｏｌａ　ｓｐｐ．）、カコ
エシア属種（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｓｐｐ．）、カロプチリア・テイボラ（Ｃａｌｏｐｔｉ
ｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、カプア・レチクラナ（Ｃａｐｕａ　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ
）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、カルポシ
ナ・ニポネンシス（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）、ケイマトビア・ブル
マタ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ）、キロ属種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）
、例えば、キロ・プレジャデルス（Ｃｈｉｌｏ　ｐｌｅｊａｄｅｌｌｕｓ）、キロ・スプ
レッサリス（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｌｉｓ）、コレウチス・パリアナ（Ｃｈｏ
ｒｅｕｔｉｓ　ｐａｒｉａｎａ）、コリストネウラ属種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　
ｓｐｐ．）、クリソデイキス・カルシテス（Ｃｈｒｙｓｏｄｅｉｘｉｓ　ｃｈａｌｃｉｔ
ｅｓ）、クリシア・アムビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロ
セルス属種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、クナファロクロシス・メジナリ
ス（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、クネファシア属種（Ｃｎｅ
ｐｈａｓｉａ　ｓｐｐ．）、コノポモルファ属種（Ｃｏｎｏｐｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．
）、コノトラケルス属種（Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｓｐｐ．）、コピタルシア属種
（Ｃｏｐｉｔａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、シジア属種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、
シジア・ニグリカナ（Ｃｙｄｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎａ）、シジア・ポモネラ（Ｃｙｄｉ
ａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、ダラカ・ノクツイデス（Ｄａｌａｃａ　ｎｏｃｔｕｉｄｅｓ
）、ジアファニア属種（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ジパロプシス属種（Ｄｉｐａ
ｒｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、ジアトラエア・サッカラリス（Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓａｃｃ
ｈａｒａｌｉｓ）、エアリアス属種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、エクジトロファ・アウ
ランチウム（Ｅｃｄｙｔｏｌｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉｕｍ）、エラスモパルプス・リグ
ノセルス（Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、エルダナ・サッカリ
ナ（Ｅｌｄａｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、エフェスチア・エルテラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｅｌｕｔｅｌｌａ）、
エフェスチア・クエーニエラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ）、エピノチア
属種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ．）、エピフィアス・ポストビッタナ（Ｅｐｉｐｈｙａ
ｓ　ｐｏｓｔｖｉｔｔａｎａ）、エランニス属種（Ｅｒａｎｎｉｓ　ｓｐｐ．）、エルス
コビエラ・ムスクラナ（Ｅｒｓｃｈｏｖｉｅｌｌａ　ｍｕｓｃｕｌａｎａ）、エチエラ属
種（Ｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、エウドシマ属種（Ｅｕｄｏｃｉｍａ　ｓｐｐ．）、エ
ウリア属種（Ｅｕｌｉａ　ｓｐｐ．）、エウポエシリア・アムビグエラ（Ｅｕｐｏｅｃｉ
ｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、エウプロクチス属種（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、エウプロクチス・クリソロエア（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈｒｙｓｏｒｒｈ
ｏｅａ）、エウキソア属種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチア属種（Ｆｅｌｔｉａ　
ｓｐｐ．）、ガレリア・メロネラ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ）、グラシ
ラリア属種（Ｇｒａｃｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グラホリタ属種（Ｇｒａｐｈｏｌｉ
ｔｈａ　ｓｐｐ．）、例えば、グラホリタ・モレスタ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅ
ｓｔａ）、グラホリタ・プルニボラ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｐｒｕｎｉｖｏｒａ）、ヘ
ジレプタ属種（Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｓｐｐ．）、ヘリコベルパ属種（Ｈｅｌｉｃｏｖｅ
ｒｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘリコベルパ・アルミゲラ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａ
ｒｍｉｇｅｒａ）、ヘリコベルパ・ゼア（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）、ヘリオチ
ス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘリオチス・ビレセンス（Ｈｅｌｉ
ｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、ホフマンノフィラ・プセウドスプレテラ（Ｈｏｆｍ
ａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、ホモエオソマ属種（Ｈｏｍｏ
ｅｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、ホモナ属種（Ｈｏｍｏｎａ　ｓｐｐ．）、ヒポノメウタ・パ
デラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、カキボリア・フラボファシアタ（Ｋ
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ａｋｉｖｏｒｉａ　ｆｌａｖｏｆａｓｃｉａｔａ）、ランピデス属種（Ｌａｍｐｉｄｅｓ
　ｓｐｐ．）、ラフィグマ属種（Ｌａｐｈｙｇｍａ　ｓｐｐ．）、ラスペイレシア・モレ
スタ（Ｌａｓｐｅｙｒｅｓｉａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、レウシノデス・オルボナリス（Ｌｅ
ｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏｒｂｏｎａｌｉｓ）、レウコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　
ｓｐｐ．）、例えば、レウコプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅ
ｌｌａ）、リトコレチス属種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リト
コレチス・ブランカルデラ（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ）
、リトファネ・アンテンナタ（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロベシア
属種（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、ロベシア・ボトラナ（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂ
ｏｔｒａｎａ）、ロキサグロチス・アルビコスタ（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃｏ
ｓｔａ）、リマントリア属種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、リマントリア
・ジスパル（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ）、リオネチア属種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ
　ｓｐｐ．）、例えば、リオネチア・クレルケラ（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｃｌｅｒｋｅｌｌ
ａ）、マラコソマ・ネウストリア（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、マルカ
・テスツラリス（Ｍａｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａｌｉｓ）、マメストラ・ブラシカエ（Ｍ
ａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、メラニチス・レダ（Ｍｅｌａｎｉｔｉｓ　ｌｅ
ｄａ）、モシス属種（Ｍｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、モノピス・オブビエラ（Ｍｏｎｏｐｉｓ
　ｏｂｖｉｅｌｌａ）、ミチムナ・セパラタ（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、
ネマポゴン・クロアセルス（Ｎｅｍａｐｏｇｏｎ　ｃｌｏａｃｅｌｌｕｓ）、ニムフラ属
種（Ｎｙｍｐｈｕｌａ　ｓｐｐ．）、オイケチクス属種（Ｏｉｋｅｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ．
）、オンフィサ属種（Ｏｍｐｈｉｓａ　ｓｐｐ．）、オペロフテラ属種（Ｏｐｅｒｏｐｈ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、オリア属種（Ｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、オルタガ属種（Ｏｒｔｈａ
ｇａ　ｓｐｐ．）、オストリニア属種（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、オスト
リニア・ヌビラリス（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、オウレマ・メラノプス
（Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ）、オウレマ・オリザエ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚ
ａｅ）、パノリス・フランメア（Ｐａｎｏｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、パルナラ属種（Ｐ
ａｒｎａｒａ　ｓｐｐ．）、ペクチノホラ属種（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）
、例えば、ペクチノホラ・ゴッシピエラ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅ
ｌｌａ）、ペリレウコプテラ属種（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、フトリ
マエア属種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ．）、例えば、フトリマエア・オペルクレ
ラ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）、フィロクニスチス・シトレラ
（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ）、フィロノリクテル属種（Ｐｈｙｌ
ｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、例えば、フィロノリクテル・ブランカルデラ（Ｐｈ
ｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ）、フィロノリクテル・クラタエ
ゲラ（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｃｒａｔａｅｇｅｌｌａ）、ピエリス属種（Ｐｉ
ｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ピエリス・ラパエ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）、プラ
チノタ・スツルタナ（Ｐｌａｔｙｎｏｔａ　ｓｔｕｌｔａｎａ）、プロジア・インテルプ
ンクテラ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ）、プルシア属種（Ｐｌｕｓｉ
ａ　ｓｐｐ．）、プルテラ・キシロステラ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）
（＝プルテラ・マクリペンニス（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｍａｃｕｌｉｐｅｎｎｉｓ））、プ
ライス属種（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、プロデニア属種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ．）
、プロトパルセ属種（Ｐｒｏｔｏｐａｒｃｅ　ｓｐｐ．）、プセウダレチア属種（Ｐｓｅ
ｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、プセウダレチア・ウニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａ
ｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）、プセウドプルシア・インクルデンス（Ｐｓｅｕｄｏ
ｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、ピラウスタ・ヌビラリス（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎ
ｕｂｉｌａｌｉｓ）、ラキプルシア・ヌ（Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ）、スコエノビ
ウス属種（Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、スコエノビウス・ビプンクチ
フェル（Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｂｉｐｕｎｃｔｉｆｅｒ）、シルポファガ属種（Ｓｃ
ｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、例えば、シルポファガ・インノタタ（Ｓｃｉｒｐｏｐ
ｈａｇａ　ｉｎｎｏｔａｔａ）、スコチア・セゲツム（Ｓｃｏｔｉａ　ｓｅｇｅｔｕｍ）
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、セサミア属種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、セサミア・インフェレンス（Ｓ
ｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒｅｎｓ）、スパルガノチス属種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　
ｓｐｐ．）、スポドプテラ属種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、スポドプ
テラ・エラジアナ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｒａｄｉａｎａ）、スポドプテラ・エキシ
グア（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）、スポドプテラ・フルギペルダ（Ｓｐｏｄ
ｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）、スポドプテラ・プラエフィカ（Ｓｐｏｄｏｐｔ
ｅｒａ　ｐｒａｅｆｉｃａ）、スタトモポダ属種（Ｓｔａｔｈｍｏｐｏｄａ　ｓｐｐ．）
、ステノマ属種（Ｓｔｅｎｏｍａ　ｓｐｐ．）、ストモプテリキス・スブセシベラ（Ｓｔ
ｏｍｏｐｔｅｒｙｘ　ｓｕｂｓｅｃｉｖｅｌｌａ）、シナンテドン属種（Ｓｙｎａｎｔｈ
ｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、テシア・ソラニボラ（Ｔｅｃｉａ　ｓｏｌａｎｉｖｏｒａ）、タ
ウメトポエア属種（Ｔｈａｕｍｅｔｏｐｏｅａ　ｓｐｐ．）、テルメシア・ゲンマタリス
（Ｔｈｅｒｍｅｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、チネア・クロアセラ（Ｔｉｎｅａ　ｃ
ｌｏａｃｅｌｌａ）、チネア・ペリオネラ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌａ）、チ
ネオラ・ビッセリエラ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）、トルトリキス属
種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、トリコファガ・タペトゼラ（Ｔｒｉｃｈｏｐｈａｇａ
　ｔａｐｅｔｚｅｌｌａ）、トリコプルシア属種（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．
）
、例えば、トリコプルシア・ニ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、トリポリザ・イン
セルツラス（Ｔｒｙｐｏｒｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）、ツタ・アブソルタ（Ｔｕｔ
ａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、ビラコラ属種（Ｖｉｒａｃｈｏｌａ　ｓｐｐ．）；
　バッタ目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）又は（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ）の、例えば、アケタ
・ドメスチクス（Ａｃｈｅｔａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ジクロプルス属種（Ｄｉｃｈ
ｒｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グリロタルパ属種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐｐ．）、
例えば、グリロタルパ・グリロタルパ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐ
ａ）、ヒエログリフス属種（Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ロクスタ属種（Ｌ
ｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、ロクスタ・ミグラトリア（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇ
ｒａｔｏｒｉａ）、メラノプルス属種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、メ
ラノプルス・デバスタトル（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｄｅｖａｓｔａｔｏｒ）、パラトラ
ンチクス・ウスリエンシス（Ｐａｒａｔｌａｎｔｉｃｕｓ　ｕｓｓｕｒｉｅｎｓｉｓ）、
スキストセルカ・グレガリア（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ）；
　シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）の、例えば、ダマリニア属種（Ｄａｍａｌｉｎ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノ
グナツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロキセラ・バスタトリキス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖａｓｔａ
ｔｒｉｘ）、フチルス。プビス（Ｐｈｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、トリコデクテス属種
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
　チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）の、例えば、レピノツス属種（Ｌｅｐｉｎｏ
ｔｕｓ　ｓｐｐ．）、リポセリス属種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）の、例えば、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏ
ｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クテノセファリデス・カニス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｃａｎｉｓ）、クテノセファリデス・フェリス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　
ｆｅｌｉｓ）、プレキス・イリタンス（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ツンガ・ペネ
トランス（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キセノプシラ・ケオピス（Ｘｅｎｏｐｓ
ｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）；
　アザミウマ目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナホトリプス・オブスクル
ス（Ａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、バリオトリプス・ビホルミス（Ｂ
ａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、カエタナホトリプス・レエウウェニ（Ｃｈ
ａｅｔａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｌｅｅｕｗｅｎｉ）、ドレパノトリプス・レウテリ（
Ｄｒｅｐａｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）、エンネオトリプス・フラベンス（Ｅｎ
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ｎｅｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｌａｖｅｎｓ）、フランクリニエラ属種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、フランクリニエラ・フスカ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ
　ｆｕｓｃａ）、フランクリニエラ・オッシデンタリス（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　
ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、フランクリニエラ・スクルトゼイ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅ
ｌｌａ　ｓｃｈｕｌｔｚｅｉ）、フランクリニエラ・トリチシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌ
ｌａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、フランクリニエラ・バシニイ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　
ｖａｃｃｉｎｉｉ）、フランクリニエラ・ウィリアムシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　
ｗｉｌｌｉａｍｓｉ）、ハプロトリプス属種（Ｈａｐｌｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘ
リオトリプス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘルシノトリプス・フェモラ
リス（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、リピホロトリプス・クルエ
ンタツス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、シルトトリプ
ス属種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、タエニノトリプス・カルダモミ（Ｔａ
ｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｃａｒｄａｍｏｍｉ）、トリプス属種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、トリプス・パルミ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｌｍｉ）、トリプス・タバシ（Ｔｈ
ｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）；
　シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ（＝Ｔｈｙｓａｎｕｒａ））の、例えば、クテノレピスマ
属種（Ｃｔｅｎｏｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．）、レピスマ・サッカリナ（Ｌｅｐｉｓｍａ
　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、レスピモデス・インクイリヌス（Ｌｅｐｉｓｍｏｄｅｓ　ｉ
ｎｑｕｉｌｉｎｕｓ）、テルモビア・ドメスチカ（Ｔｈｅｒｍｏｂｉａ　ｄｏｍｅｓｔｉ
ｃａ）；
　コムカデ綱（Ｓｙｍｐｈｙｌａ）の、例えば、スクチゲレラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、スクチゲレラ・インマクラタ（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌａ
　ｉｍｍａｃｕｌａｔａ）；
　軟体動物門（Ｍｏｌｌｕｓｃａ）の有害生物、特に、ニマイガイ綱（Ｂｉｖａｌｖｉａ
）の、例えば、ドレイセナ属種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）；及び、さらに、
　マキガイ綱（Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ）の、例えば、アリオン属種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ
．）、例えば、アリオン・アテル・ルフス（Ａｒｉｏｎ　ａｔｅｒ　ｒｕｆｕｓ）、ビオ
ムファラリア属種（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブリヌス属種（Ｂｕｌｉｎ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、デロセラス属種（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、例えば、デロセ
ラス・ラエベ（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｌａｅｖｅ）、ガルバ属種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．
）、リムナエア属種（Ｌｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、オンコメラニア属種（Ｏｎｃｏｍｅ
ｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ポマセア属種（Ｐｏｍａｃｅａ　ｓｐｐ．）、スクシネア属種
（Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓｐｐ．）；
　扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ）及び線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）
の、動物及びヒトの寄生生物、例えば、アエルロストロンギルス属種（Ａｅｌｕｒｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ
．）、アンシロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ）、アンギオストロンギル
ス属種（Ａｎｇｉｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓａｋ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、
アスカリス属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリジア属種（Ａｓｃａｒｉｄｉａ
　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ブル
ギア属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐ
ｐ．）、カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａ
ｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、クロノルキス属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、コ
オペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍａ　
ｓｐｐ．）、シアトストマ属種（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ジクロコエリウ
ム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔｙｏ
ｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジフィロボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕ
ｍ　ｓｐｐ．）、ジフィリジウム属種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジロフィラ
リア（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ドラクンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌ
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ｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エキ
ノストマ属種（Ｅｃｈｉｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔｅｒ
ｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、エウコレウス属種（Ｅｕｃｏｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）、ファシオ
ラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオロイデス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｉｄ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、フ
ィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ゴンギロネマ属種（Ｇｏｎｇｙ
ｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ハブロネマ属種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａｅｍｏ
ｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリグモソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇｍｏｓｏｍｏｉｄｅｓ　
ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種（Ｈ
ｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇｙｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、リトモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ロア
属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ．）、メタストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　
ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、メソセストイデス属種
（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　ｓｐ
ｐ．）、ムエレリウス属種（Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎｅｃ
ａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ニッ
ポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴス
トムム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（Ｏｌｌｕ
ｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ）、オピス
トルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、オスレルス属種（Ｏｓｌｅｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、オキシウリ
ス属種（Ｏｘｙｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、パラカピラリア属種（Ｐａｒａｃａｐｉｌｌａｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、パラフィラリア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラゴ
ニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（Ｐａｒａ
ｍｐｈｉｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏｃｅ
ｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、パラスカリス属種（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、パッ
サルルス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種（Ｐｒｏ
ｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スキストソマ属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ　
ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐｉｒ
ｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａｒｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ステファヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ストロン
ギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ストロンギルス属種（Ｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、タエ
ニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、テラドルサギア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇｉａ
　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、トキサスカリス属種（Ｔ
ｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａｒａ　ｓｐｐ．）、ト
リキネラ属種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔｒｉ
ｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、トリコストロンギルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリクリス属種（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ウ
ンシナリア属種（Ｕｎｃｉｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）；
　線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）の植物有害生物（即ち、植物寄生性線虫）、特に、ア
グレンクス属種（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグレンクス・アグリコラ
（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ
．）、例えば、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレン
コイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アフェレンコイデ
ス・アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコ
イデス・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、ベロノ
ライムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ベロノライムス・グラ
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シリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス・ロンギカウ
ザツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロノライムス・
ノルトニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、ブルサフェレンクス属種（Ｂ
ｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブルサフェレンクス・ココフィル
ス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｃｏｐｈｉｌｕｓ）、ブルサフェレンクス・
エレムス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｅｍｕｓ）、ブルサフェレンク・スキ
シロフィルス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）、カコパウル
ス属種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、カコパウルス・ペスチス（Ｃａｃ
ｏｐａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａｔａ
）、クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、ク
リコネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・ル
シウム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）、クリコネメラ・キセノプラキス（
Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝メソクリコネマ・キセノプラキス（
Ｍｅｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃ
ｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クリコネモイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃ
ｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモイデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍ
ｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ド
リコドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏ
ｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉ
ｄａ）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓ
ｉｓ）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒ
ａ）、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
ヘミシクリオホラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種
（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘテロデラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄ
ｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・グルシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉ
ｎｅｓ）、ヘテロデラ・スカクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、ホ
プロライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇ
ｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ロンギドルス・アフリカヌス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕ
ｓ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、
例えば、メロイドギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）
、メロイドギネ・ファラキス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｆａｌｌａｘ）、メロイドギネ
・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓ
ｐｐ．）、ナコッブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオチレンクス属種（Ｎｅ
ｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラロンギドルス属種（Ｐａｒａｌｏｎｇｉｄｏｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、パラ
トリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、プラチレンク
ス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プラチレンクス・ペネトラン
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プセウドハレンクス属種（Ｐｓ
ｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プシレンクス属種（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　
ｓｐｐ．）、プンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クイニスルシウス
属種（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、例えば、ラドホルス・シトロフィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｃｉｔｒ
ｏｐｈｉｌｕｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、
ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属種（Ｒ
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ｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓ
ｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、トリコドルス属種（
Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、トリコドルス・オブツスス（Ｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｏｂｔｕｓｕｓ）、トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕ
ｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、チ
レンコリンクス・アンヌラツス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｎｎｕｌａｔｕ
ｓ）、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、チレンクルス
・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キシフ
ィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、キシフィネマ・インデキス（Ｘ
ｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）。
【００８０】
　さらにまた、原生動物亜界（Ｐｒｏｔｏｚｏａ）の、コクシジウム目（Ｃｏｃｃｉｄｉ
ａ）、例えば、エイメリア属種（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｓｐｐ．）なども防除することができ
る。
【００８１】
　線虫類
　本発明に関連して、用語「線虫類」は、線形動物門の全ての種を包含し、ここで、特に
、植物若しくは菌類に対する寄生性生物として作用するか又はこれらの生物の体内若しく
は表面上に損傷を引き起こす種（例えば、アフェレンキダ目（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｉｄａ
）、メロイドギネ目（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ）、チレンキダ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ
）などの目の各種）、又は、ヒト及び動物に対する寄生性生物として作用するか又はこれ
らの生物の体内若しくは表面上に損傷を引き起こす種（例えば、トリキネリダ目（Ｔｒｉ
ｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ）、チレンキダ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ）、ラブジチダ目（Ｒｈ
ａｂｄｉｔｉｄａ）及びスピルリダ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）などの目の各種）を包含し
、及び、さらに、別の寄生性の蠕虫類も包含する。
【００８２】
　作物保護における殺線虫剤は、本明細書中に記載されている場合、線虫類を防除するこ
とが可能である。
【００８３】
　用語「線虫類を防除する（ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）」は、線虫
類を殺すことを意味するか、又は、線虫類の発育若しくは成長を妨げるか若しくは遅延さ
せることを意味するか、又は、線虫類が植物組織の中に侵入するか若しくは植物組織から
吸汁することを妨げるか若しくは遅延させることを意味する。
【００８４】
　ここで、当該化合物の効力は、式（Ｉ）で表される化合物で処理された植物若しくは植
物の部分又は処理された土壌と処理されていない植物若しくは植物の部分又は処理されて
いない土壌（１００％）の間で、線虫類の死虫率、こぶの形成、シストの形成、土壌の単
位体積当たりの線虫類の密度、根１本当たりの線虫類の密度、土壌の単位体積当たりの線
虫の卵の数、線虫類の運動性を比較することによって、確認される。好ましくは、処理さ
れていない植物、植物の部分又は処理されていない土壌と比較して、２５～５０％の低減
が達成され、さらに好ましくは、５１～７９％の低減が達成され、及び、最も好ましくは
、完全に殺すこと、又は、線虫類の発育及び成長の完全な防止（８０％～１００％低減）
が達成される。本明細書中に記載されている「線虫類の防除」は、線虫類の増殖（シスト
及び／又は卵の発育）を防除することも包含する。式（Ｉ）で表される化合物は、さらに
また、植物又は動物の健康を維持するために使用することも可能であり、及び、線虫類を
治療的に、予防的に又は全身的に防除するために使用することも可能である。
【００８５】
　当業者は、線虫類の死虫率、こぶの形成、シストの形成、土壌の単位体積当たりの線虫
類の密度、根１本当たりの線虫類の密度、土壌の単位体積当たりの線虫の卵の数、線虫類
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の運動性について確認する方法を知っている。
【００８６】
　式（Ｉ）で表される化合物を使用することで、植物を健康な状態に維持することが可能
であり、また、式（Ｉ）で表される化合物を使用することは、線虫類に起因する損傷を低
減させること及び収穫量を増大させることも包含する。
【００８７】
　本発明に関連して、用語「線虫類」は、植物に対して損傷を引き起こす全ての線虫を包
含する植物線虫類を示している。植物線虫類は、植物寄生性線虫類及び土壌介在性線虫類
を包含する。植物寄生性線虫類としては、以下のものを挙げることができる：外部寄生虫
、例えば、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌ
ｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）及びトリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐ
ｐ．）；半寄生虫、例えば、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）；
移動性内部寄生虫（ｍｉｇｒａｔｏｒｙ　ｅｎｄｏｐａｒａｓｉｔｅ）、例えば、プラチ
レンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐｈ
ｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）及びスクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）；
非移動性寄生虫（ｎｏｎ－ｍｉｇｒａｔｏｒｙ　ｐａｒａｓｉｔｅ）、例えば、ヘテロデ
ラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓ
ｐｐ．）及びメロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）；及び、さらに、
茎及び葉内部寄生虫、例えば、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）
、アフェレンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）及びヒルシュマ
ニエラ属種（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）。特に有害な根寄生性土壌線虫
類は、例えば、ヘテロデラ属（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ）若しくはグロボデラ属（Ｇｌｏｂ
ｏｄｅｒａ）のシスト形成性線虫類、及び／又は、メロイドギネ属（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ）のネコブ線虫類などである。これらの属の有害な種は、例えば、以下のものである
：メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、ヘテ
ロデラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）（ダイズシストセンチ
ュウ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）及びグロボデラ・
ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ）（ジャガイモシ
ストセンチュウ）；これらの種は、本明細書中に記載されている化合物で効果的に防除さ
れる。しかしながら、本明細書中に記載されている化合物を使用することは、決してこれ
らの属又は種に限定されるものではなく、さらに、他の線虫類にも同様に及ぶ。
【００８８】
　植物線虫類としては、例えば、以下のものを挙げることができる：　アグレンクス・ア
グリコラ（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇｕ
ｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイデス・アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉ
ｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコイデス・フラガリア（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈ
ｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、並びに、茎及び葉内部寄生虫、アフェレンコイデス
属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅ
ｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅ
ｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロノライムス・ノルトニ（Ｂ
ｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、ブルサフェレンクス・ココフィルス（Ｂｕ
ｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｃｏｐｈｉｌｕｓ）、ブルサフェレンクス・エレムス
（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｅｍｕｓ）、ブルサフェレンクス・キシロフィ
ルス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）、及び、ブルサフェレ
ンクス属種（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス・ペスチス（
Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅ
ｌｌａ　ｃｕｒｖａｔａ）、クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　
ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、クリコネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔ
ａ）、クリコネメラ・ルシウム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）、クリコネ
メラ・キセノプラキス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝メソクリコ
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ネマ・キセノプラキス（Ｍｅｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））、及び、ク
リコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス・フェルニ
アエ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモイデス・オノエンセ
（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃ
ｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、及び、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃ
ｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス・デストルクトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄ
ｉｐｓａｃｉ）、ジチレンクス・ミセリオファグス（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｙｃｅ
ｌｉｏｐｈａｇｕｓ）、並びに、茎及び葉内部寄生虫、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス・ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌ
ｌｉｄａ）（＝ヘテロデラ・パリダ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ））、グロ
ボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ）（ジャ
ガイモシストセンチュウ）、グロボデラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌ
ａｎａｃｅａｒｕｍ）、グロボデラ・タバクム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｔａｂａｃｕｍ）
、グロボデラ・ビルギニア（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｖｉｒｇｉｎｉａ）、並びに、非移動
性シスト形成性寄生虫、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレ
ンクス・ジゴニクス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃｕｓ）、ヘリコ
チレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ヘ
リコチレンクス・エリトリネ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｙｔｈｒｉｎｅ）
、ヘリコチレンクス・ムルチシンクツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉ
ｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・ナンヌス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎ
ａｎｎｕｓ）、ヘリコチレンクス・プセウドロブスツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｐｓｅｕｄｏｒｏｂｕｓｔｕｓ）、及び、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコネモイデス（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄ
ｅｓ）、ヘミシクリオホラ・アレナリア（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ａｒｅｎａ
ｒｉａ）、ヘミシクリオホラ・ヌダタ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｎｕｄａｔａ
）、ヘミシクリオホラ・パルバナ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｐａｒｖａｎａ）
、ヘテロデラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・クルシ
フェラエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）、ヘテロデラ・グリシネス（
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）（ダイズシストセンチュウ）、ヘテロデラ・
オリザエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｏｒｙｚａｅ）、ヘテロデラ・スカハクチイ（Ｈｅｔ
ｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、ヘテロデラ・ゼアエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　
ｚｅａｅ）、並びに、非移動性シスト形成性線虫、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒ
ａ　ｓｐｐ．）、ヒルシュマニエラ・グラシリス（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｉｅｌｌａ　ｇｒ
ａｃｉｌｉｓ）、ヒルシュマニエラ・オリザエ（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｉｅｌｌａ　ｏｒｙ
ｚａｅ）、ヒルシュマニエラ・スピニカウダタ（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｉｅｌｌａ　ｓｐｉ
ｎｉｃａｕｄａｔａ）、並びに、茎及び葉内部寄生虫、ヒルシュマニエラ属種、ホプロラ
イムス・アエギプチイ（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ａｅｇｙｐｔｉｉ）、ホプロライムス
・カリホルニクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ）、ホプロライ
ムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガ
レアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ホプロライムス・インジクス
（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、ホプロライムス・マグニスチルス（Ｈｏ
ｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｍａｇｎｉｓｔｙｌｕｓ）、ホプロライムス・パラロブスツス（Ｈ
ｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｐａｒａｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ロンギドルス・アフリカヌス（Ｌ
ｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、ロンギドルス・ブレビアンヌラツス（Ｌｏ
ｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｂｒｅｖｉａｎｎｕｌａｔｕｓ）、ロンギドルス・エロンガツス（Ｌ
ｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、ロンギドルス・ラエビカピタツス（Ｌｏｎ
ｇｉｄｏｒｕｓ　ｌａｅｖｉｃａｐｉｔａｔｕｓ）、ロンギドルス・ビネアコラ（Ｌｏｎ
ｇｉｄｏｒｕｓ　ｖｉｎｅａｃｏｌａ）、及び、外部寄生虫、ロンギドルス属種（Ｌｏｎ
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ｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイドギネ・アクロネア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａ
ｃｒｏｎｅａ）、メロイドギネ・アフリカナ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｆｒｉｃａｎ
ａ）、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロ
イドギネ・アレナリア・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ　ｔｈａｍ
ｅｓｉ）、メロイドギネ・アルチエラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｔｉｅｌｌａ）、
メロイドギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイ
ドギネ・コフェイコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｏｆｆｅｉｃｏｌａ）、メロイドギ
ネ・エチオピカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、メロイドギネ・エキ
シグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉｇｕａ）、メロイドギネ・ファラキス（Ｍｅｌ
ｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｆａｌｌａｘ）、メロイドギネ・グラミニコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙ
ｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、メロイドギネ・グラミニス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）
、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロ
イドギネ・インコグニタ・アクリタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａ
ｃｒｉｔａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ
）、メロイドギネ・キクイエンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｋｉｋｕｙｅｎｓｉｓ）
、メロイドギネ・ミノル（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｍｉｎｏｒ）、メロイドギネ・ナア
シ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｎａａｓｉ）、メロイドギネ・パラナエンシス（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｐａｒａｎａｅｎｓｉｓ）、メロイドギネ・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇ
ｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、及び、非移動性寄生虫、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏ
ｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ナコブス・
アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅ
ｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（
Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、パラトリコドル
ス・アリウス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・
ロバツス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｌｏｂａｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミ
ノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐ
ａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・ポロスス（Ｐａｒａ
ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｏｒｏｓｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒ
ｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、及び、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、パラチレンクス・ハマツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｈａｍａｔｕｓ）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕ
ｔｕｓ）、パラチレンクス・プロジェクツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒｏｊｅ
ｃｔｕｓ）、及び、パラチレンクス属種（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プ
ラチレンクス・アギリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｉｌｉｓ）、プラチレンクス
・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・アンジヌス（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・セレアリス（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・デラトレイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄ
ｅｌａｔｔｒｅｉ）、プラチレンクス・ギイビカウダツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｇｉｉｂｂｉｃａｕｄａｔｕｓ）、プラチレンクス・ゴオデイイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）、プラチレンクス・ハマツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈａ
ｍａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉ
ｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、
プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プ
ラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラ
チレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチ
レンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレ
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ンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、プラチレンクス・トルネイ
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｚｅａｅ）、及び、移動性内部寄生虫、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウドハレンクス・ミヌツス（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　
ｍｉｎｕｔｕｓ）、プシレンクス・マグニデンス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｇｎｉｄ
ｅｎｓ）、プシレンクス・ツミズス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｕｍｉｄｕｓ）、プンク
トデラ・カルコエンシス（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｃｈａｌｃｏｅｎｓｉｓ）、キニスル
シウス・アクツス（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ａｃｕｔｕｓ）、ラドホルス・シトロフ
ィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒ
ａ
ｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、移動性内部寄生虫、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐ
ｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス・ボレアリス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　
ｂｏｒｅａｌｉｓ）、ロチレンクルス・パルブス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｐａｒ
ｖｕｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏ
ｒｍｉｓ）、及び、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロ
チレンクス・ラウレンチヌス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌａｕｒｅｎｔｉｎｕｓ）、ロ
チレンクス・マクロドラツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｃｒｏｄｏｒａｔｕｓ）、
ロチレンクス・ロブスツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ロチレンク
ス・ウニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｕｎｉｆｏｒｍｉｓ）、及び、ロチレンク
ス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔ
ｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）、スクテロネマ・ブラジス（Ｓｃｕｔｅｌｌ
ｏｎｅｍａ　ｂｒａｄｙｓ）、スクテロネマ・クラトリカウダツム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎ
ｅｍａ　ｃｌａｔｈｒｉｃａｕｄａｔｕｍ）、及び、移動性内部寄生虫、スクテロネマ属
種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ・ラジシオラ（Ｓｕｂａｎｇ
ｕｉｎａ　ｒａｄｉｃｉｏｌａ）、テチレンクス・ニコチアナエ（Ｔｅｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、トリコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、トリコドルス・ミノル（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎ
ｏｒ）、トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ
）、トリコドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、トリ
コドルス・シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・スパ
ルスス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、及び、外部寄生虫、トリコドルス
属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンコリンクス・アグリ（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉ）、チレンコリンクス・ブラシカエ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏ
ｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、チレンコリンクス・クラルス（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｒｕｓ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）、チレンコリンクス・ジギタツス（Ｔｙｌｅ
ｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｉｔａｔｕｓ）、チレンコリンクス・エブリエンシス
（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｅｂｒｉｅｎｓｉｓ）、チレンコリンクス・マキ
シムス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｍａｘｉｍｕｓ）、チレンコリンクス・ヌ
ズス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎｕｄｕｓ）、チレンコリンクス・ブルガリ
ス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、及び、チレンコリンクス
属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チレンクルス・セミペネトラン
ス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、及び、半寄生虫、チレン
クルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ａｐｐ．）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉ
ｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ・ブレビコレ（Ｘｉｐｈｉｎｅ
ｍａ　ｂｒｅｖｉｃｏｌｌｅ）、キシフィネマ・ジモルフィカウダツム（Ｘｉｐｈｉｎｅ
ｍａ　ｄｉｍｏｒｐｈｉｃａｕｄａｔｕｍ）、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎ
ｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）、及び、外部寄生虫、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓ
ｐｐ．）。
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【００８９】
　防除するために式（Ｉ）で表される化合物を使用することが可能な線虫類としては、以
下のものを挙げることができる：　メロイドギネ属の線虫、例えば、サツマイモネコブセ
ンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、ジャワネコブセンチュウ（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、キタネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏ
ｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、及び、アレナリアネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ａｒｅｎａｒｉａ）；　ジチレンクス属の線虫、例えば、イモグサレセンチュウ（Ｄｉ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、及び、ナミクキセンチュウ（Ｄｉｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）；　プラチレンクス属の線虫、例えば、キタネグサレセ
ンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キクネグサレセンチュウ
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｆａｌｌａｘ）、ミナミネグサレセンチュウ（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、チャネグサレセンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｌｏｏｓｉ）、及び、クルミネグサレセンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕ
ｌｎｕｓ）；　グロボデラ属の線虫、例えば、ジャガイモシストセンチュウ（ｙｅｌｌｏ
ｗ　ｐｏｔａｔｏ　ｃｙｓｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃ
ｈｉｅｎｓｉｓ）、及び、ジャガイモシストセンチュウ（ｗｈｉｔｅ　ｐｏｔａｔｏ　ｃ
ｙｓｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）；　ヘテロデラ属
の線虫、例えば、ダイズシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）
、及び、テンサイシストセンチュウ（ｂｅｅｔ　ｃｙｓｔ　ｅｅｌｗｏｒｍ）（Ｈｅｔｅ
ｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）；　アフェレンコイデス属の線虫、例えば、イネシ
ンガレセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｂｅｓｓｅｙｉ）、ハガレセンチュ
ウ（ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ
　ｒｉｔｚｅｍａｂｏｓｉ）、及び、イチゴセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ
　ｆｒａｇａｒｉａｅ）；　アフェレンクス属の線虫、例えば、ニセネグサレセンチュウ
（ｆｕｎｇｉｖｏｒｏｕｓ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ａｖｅｎａ
ｅ）；　ラドホルス属の線虫、例えば、ネモグリセンチュウ（ｂｕｒｒｏｗｉｎｇ　ｎｅ
ｍａｔｏｄｅ）（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）；　チレンクルス属の線虫、
例えば、ミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）
；　ロチレンクルス属の線虫、例えば、ニセフクロセンチュウ（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌ
ｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）；　樹木に生息する線虫、例えば、マツノザイセンチュウ
（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）、及び、赤輪病センチュウ
（ｒｅｄ　ｒｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｃｏ
ｐｈｉｌｕｓ）；など。
【００９０】
　保護するために式（Ｉ）で表される化合物を使用することが可能な植物としては、例え
ば、以下のものを挙げることができる：　禾穀類（例えば、イネ、オオムギ、コムギ、ラ
イムギ、エンバク、トウモロコシなど）、マメ類（ダイズ、アズキ、ソラマメ、エンドウ
マメ、ピーナッツなど）、果樹／果実（リンゴ、柑橘類、ナシ、ブドウの木、モモ、ウメ
、サクラ、クルミ、アーモンド、バナナ、イチゴなど）、野菜種（キャベツ、トマト、ホ
ウレンソウ、ブロッコリー、レタス、タマネギ、ネギ、コショウなど）、根菜類（ニンジ
ン、ジャガイモ、サツマイモ、ラディッシュ、レンコン、カブなど）、工業原料用の植物
（ワタ、アサ、カジノキ、ミツマタ、アブラナ、ビート、ホップ、サトウキビ、テンサイ
、オリーブ、ゴム、ヤシ、コーヒー、タバコ、チャなど）、ウリ科植物（カボチャ、キュ
ウリ、スイカ、メロンなど）、牧草類（カモガヤ、ソルガム、チモシー、クローバー、ア
ルファルファなど）、芝草類（コウシュンシバ（ｍａｓｃａｒｅｎｅ　ｇｒａｓｓ）、ベ
ントグラスなど）、香料植物など（ラベンダー、ローズマリー、タイム、パセリ、コショ
ウ、ショウガなど）、及び、花卉類（キク、バラ、ランなど）。
【００９１】
　式（Ｉ）で表される化合物は、コーヒーの線虫類、特に、以下のものを防除するするの
に特に適している：　プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒ



(63) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

ａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆ
ｆｅａｅ）、メロイドギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉｇｕａ）、メ
ロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイド
ギネ・コフェイコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｏｆｆｅｉｃｏｌａ）、ヘリコチレン
クス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、及び、さらに、メロイドギネ
・パラナエンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｐａｒａｎａｅｎｓｉｓ）、ロチレンクス
属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　
ｓｐｐ．）、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
及び、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）。
【００９２】
　式（Ｉ）で表される化合物は、ジャガイモの線虫類、特に、以下のものを防除するする
のに特に適している：　プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂ
ｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐ
ｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃ
ｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎ
ｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅ
ａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、及び、
さらに、プラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチ
レンクス・アンジヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス
・セレアリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・クレ
ナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシ
スス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏ
ｒｎｅｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、
ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａ
ｔｕｓ）、トリコドルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉ
ｃｕｓ）、トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕ
ｓ）、トリコドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、ト
リコドルス・シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・ス
パルスス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐ
ａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・アリウス（Ｐａｒａ
ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒｉ
ｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄ
ｏｒｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅ
ｎａｒｉａ）、メロイドギネ・ファラキス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｆａｌｌａｘ）、
メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・タメシ
（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイドギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏ
ｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ｊａｖａｎｉｃａ）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ
）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ
）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）、ジチレンクス・デス
トルクトル（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ラドホルス・シミリス
（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａｒａ
ｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、アフェレンコイデス・フ
ラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、及び、メロイネマ
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属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）。
【００９３】
　式（Ｉ）で表される化合物は、トマトの線虫類、特に、以下のものを防除するするのに
特に適している：　メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒ
ｉａ）、メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ
・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイドギネ・インコグ
ニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、プラチレンクス・ペネトランス
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、及び、さらに、プラチレンクス・
ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・
コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・スクリブ
ネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒ
ｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、メロイドギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｅｘｉｇｕａ）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）
、グロボデラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、ド
リコドルス・ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌ
ｕｓ）、及び、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）。
【００９４】
　式（Ｉ）で表される化合物は、ウリ科植物の線虫類、特に、以下のものを防除するする
のに特に適している：　メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎ
ａｒｉａ）、メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイド
ギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイドギネ・イン
コグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、ロチレンクルス・レニホル
ミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、及び、プラチレンクス・
トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）。
【００９５】
　式（Ｉ）で表される化合物は、ワタの線虫類、特に、以下のものを防除するするのに特
に適している：　ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏ
ｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉ
ｎｃｏｇｎｉｔａ）、ホプロライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕ
ｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ
）、及び、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏ
ｒｍｉｓ）。
【００９６】
　式（Ｉ）で表される化合物は、トウモロコシの線虫類、特に、以下のものを防除するす
るのに特に適している：　ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕ
ｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・デラトレイ（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｌａｔｔｒｅｉ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｚｅａｅ）、（ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａ
ｃｉｌｉｓ））、ベロノライムス・ノルトニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎ
ｉ）、ロンギドルス・ブレビアンヌラツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｂｒｅｖｉａｎｎｕ
ｌａｔｕｓ）、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ
）、メロイドギネ・アレナリア・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ　
ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイドギネ・グラミニス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｓ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）
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、メロイドギネ・インコグニタ・アクリタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔ
ａ　ａｃｒｉｔａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎ
ｉｃａ）、メロイドギネ・ナアシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｎａａｓｉ）、ヘテロデラ
・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・オリザエ（Ｈｅｔｅ
ｒｏｄｅｒａ　ｏｒｙｚａｅ）、ヘテロデラ・ゼアエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ
）、プンクトデラ・カルコエンシス（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｃｈａｌｃｏｅｎｓｉｓ）
、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ホプロライム
ス・アエギプチイ（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ａｅｇｙｐｔｉｉ）、ホプロライムス・マ
グニスチルス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｍａｇｎｉｓｔｙｌｕｓ）、ホプロライムス・
ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ホプロライムス・インジク
ス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジゴニクス（Ｈｅ
ｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（
Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・プセウド
ロブスツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｒｏｂｕｓｔｕｓ）、キシ
フィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、ドリコドルス
・ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、ク
リコネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・オ
ノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、ラドホルス・シミリス（
Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・ボレアリス（Ｒｏｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｌｕｓ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、ロチレンクルス・パルブス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｌｕｓ　ｐａｒｖｕｓ）、チレンコリンクス・アグリ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ａｇｒｉ）、チレンコリンクス・クラルス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
ｃｌａｒｕｓ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
ｃｌａｙｔｏｎｉ）、チレンコリンクス・マキシムス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕ
ｓ　ｍａｘｉｍｕｓ）、チレンコリンクス・ヌズス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ
　ｎｕｄｕｓ）、チレンコリンクス・ブルガリス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
ｖｕｌｇａｒｉｓ）、キニスルシウス・アクツス（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ａｃｕｔ
ｕｓ）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、
ヘミシクリオホラ・パルバナ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｐａｒｖａｎａ）、ア
グレンクス・アグリコラ（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ・トリ
チシ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイデス・アラキジス（Ａｐｈｅ
ｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔ
ｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）、及び、スバングイナ・ラジシオラ（Ｓｕｂ
ａｎｇｕｉｎａ　ｒａｄｉｃｉｏｌａ）。
【００９７】
　式（Ｉ）で表される化合物は、ダイズの線虫類、特に、以下のものを防除するするのに
特に適している：　プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａ
ｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａ
ｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅ
ｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂ
ｎｅｒｉ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇ
ｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ヘテロデラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎ
ｅｓ）、ホプロライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、
及び、さらに、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａ
ｅ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓ
ｕｓ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕ
ｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、
プラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス
・アギリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｉｌｉｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃ
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ｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、（ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　
ｇｒａｃｉｌｉｓ））、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎ
ａｒｉａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔ
ａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロ
イドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、ホプロライムス・コルムブ
ス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏ
ｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、及び、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）。
【００９８】
　式（Ｉ）で表される化合物は、タバコの線虫類、特に、以下のものを防除するするのに
特に適している：　メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇ
ｎｉｔａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）
、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃ
ｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔ
ｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉ
ｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅ
ｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅ
ｃｔｕｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕ
ｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラ
チレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、プラチレンクス・
ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、ロンギドルス・エロンガツ（Ｌｏｎｇ
ｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕ）、パラトリコドルス・ロバツス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｌｏｂａｔｕｓ）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ
．）、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロ
イドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、グロボデラ・タバクム（Ｇ
ｌｏｂｏｄｅｒａ　ｔａｂａｃｕｍ）、グロボデラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒ
ａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、グロボデラ・ビルギニアエ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｖ
ｉｒｇｉｎｉａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃ
ｉ）、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス属種
（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐ
ｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ
　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉ
ｆｏｒｍｉｓ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
ｃｌａｙｔｏｎｉ）、パラチレンクス属種（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
及び、テチレンクス・ニコチアナエ（Ｔｅｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）
。
【００９９】
　式（Ｉ）で表される化合物は、柑橘類の線虫類、特に、以下のものを防除するするのに
特に適している：　プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆ
ｅａｅ）、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕ
ｌｎｕｓ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇ
ｉｃａｕｄａｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　
ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・ポロスス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｏｒ
ｏｓｕｓ）、トリコドルス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）、メロイドギネ・インコグニタ（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイドギネ・インコグニタ・アクリ
タ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａｃｒｉｔａ）、メロイドギネ・ジ
ャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ロチレンクス・マクロドラツ
ス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｃｒｏｄｏｒａｔｕｓ）、キシフィネマ・アメリカヌ
ム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ・ブレビコレ（Ｘｉｐ
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ｈｉｎｅｍａ　ｂｒｅｖｉｃｏｌｌｅ）、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍ
ａ　ｉｎｄｅｘ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘミク
リコネモイデス（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａ
ｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、及び、ラドホルス・シトロフィルス（Ｒａｄｏｐ
ｈｏｌｕｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ヘミシクリオホラ・アレナリア（Ｈｅｍｉｃｙ
ｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ａｒｅｎａｒｉａ）、ヘミシクリオホラ・ヌダタ（Ｈｅｍｉｃｙｃ
ｌｉｏｐｈｏｒａ　ｎｕｄａｔａ）、及び、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）。
【０１００】
　式（Ｉ）で表される化合物は、バナナの線虫類、特に、以下のものを防除するするのに
特に適している：　プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆ
ｅａｅ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、及び、さ
らに、プラチレンクス・ギイビカウダツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｉｉｂｂｉｃ
ａｕｄａｔｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）
、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス・ムルチ
シンクツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチ
レンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、及び
、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）。
【０１０１】
　式（Ｉ）で表される化合物は、パイナップルの線虫類、特に、以下のものを防除するす
るのに特に適している：　プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａ
ｅ）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ
）、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ
）、プラチレンクス・ゴオデイイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）、メロ
イドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス・レニホルミス（
Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、及び、さらに、ロンギドルス・
エロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、ロンギドルス・ラエビカ
ピタツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｌａｅｖｉｃａｐｉｔａｔｕｓ）、トリコドルス・プ
リミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコドルス・ミノル
（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓ
ｐｐ．）、ジチレンクス・ミセリオファグス（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｙｃｅｌｉｏ
ｐｈａｇｕｓ）、ホプロライムス・カリホルニクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃａｌｉ
ｆｏｒｎｉｃｕｓ）、ホプロライムス・パラロブスツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｐａ
ｒａｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ホプロライムス・インジクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎ
ｄｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉ
ｈｙｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・ナンヌス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎ
ａｎｎｕｓ）、ヘリコチレンクス・ムルチシンクツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・エリトリネ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｅｒｙｔｈｒｉｎｅ）、キシフィネマ・ジモルフィカウダツム（Ｘｉｐｈｉ
ｎｅｍａ　ｄｉｍｏｒｐｈｉｃａｕｄａｔｕｍ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈ
ｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、チレンコリンクス・ジギタツス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙ
ｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｉｔａｔｕｓ）、チレンコリンクス・エブリエンシス（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｅｂｒｉｅｎｓｉｓ）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、スクテロネマ・クラトリカウダツム（Ｓｃｕｔｅ
ｌｌｏｎｅｍａ　ｃｌａｔｈｒｉｃａｕｄａｔｕｍ）、スクテロネマ・ブラジス（Ｓｃｕ
ｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｄｙｓ）、プシレンクス・ツミズス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ
　ｔｕｍｉｄｕｓ）、プシレンクス・マグニデンス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｇｎｉ
ｄｅｎｓ）、プセウドハレンクス・ミヌツス（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎ
ｕｔｕｓ）、クリコネモイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎ
ｉａｅ）、クリコネモイデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓ
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ｅ）、及び、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔ
ｕｍ）。
【０１０２】
　式（Ｉ）で表される化合物は、ブドウの木の線虫類、特に、以下のものを防除するする
のに特に適している：　プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌ
ｎｕｓ）、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、
メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイ
ドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、キシフィネマ・ア
メリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ・インデキス
（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）、及び、さらに、プラチレンクス・プラテンシス（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、及び、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）。
【０１０３】
　式（Ｉ）で表される化合物は、樹木作物－仁果類の線虫類、特に、以下のものを防除す
るするのに特に適している：　プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、及び、さらに、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、ロンギドルス・エロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅ
ｌｏｎｇａｔｕｓ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏ
ｇｎｉｔａ）、及び、メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）。
【０１０４】
　式（Ｉ）で表される化合物は、樹木作物－核果類の線虫類、特に、以下のものを防除す
るするのに特に適している：　プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖ
ｕｌｎｕｓ）、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ
）、メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・ジ
ャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイドギネ・インコグニタ
（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、クリコネメラ・キセノプラキス（Ｃ
ｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）、及び、さらに、プラチレンクス・ブラキ
ウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・コフェ
アエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・スクリブネリ（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａ
ｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃ
ｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈ
ｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌ
ｌａ　ｃｕｒｖａｔａ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃ
ｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）、パラチレンクス・ハマツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｈａｍａｔｕｓ）、パラチレンクス・プロジェクツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｐｒｏｊｅｃｔｕｓ）、スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒ
ａｃｈｙｕｒｕｍ）、及び、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇ
ａｌｅａｔｕｓ）。
【０１０５】
　式（Ｉ）で表される化合物は、樹木作物、サトウキビ及びイネの線虫類、特に、以下の
ものを防除するするのに特に適している：　トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、及び、さら
に、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属
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種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏ
ｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アフ
ェレンコイデス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔ
ｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、及
び、カコパウルス・ペスチス（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）。
【０１０６】
　本発明に関連して、用語「線虫類」は、ヒト又は動物に対して損傷を引き起こす線虫類
も示している。
【０１０７】
　ヒト又は動物に対して有害な特定の線虫種は、以下のものである：
ベンチュウ目（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ）の、例えば：トリクリス属種（Ｔｒｉｃｈ
ｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラカピ
ラリア属種（Ｐａｒａｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、エウコレウス属種（Ｅｕｃｏ
ｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコモソイデス属種（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ
．）、トリキネラ属種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）；
クキセンチュウ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ）の、例えば：ミクロネマ属種（Ｍｉｃｒｏｎ
ｅｍａ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．
）；
カンセンチュウ目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｄａ）の、例えば：ストロンギルス属種（Ｓｔｒｏ
ｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリオドントホルス属種（Ｔｒｉｏｄｏｎｔｏｐｈｏｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、オエソファゴドンツス属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｄｏｎｔｕｓ　ｓｐｐ．
）、トリコネマ属種（Ｔｒｉｃｈｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ギアロセファルス属種（Ｇｙ
ａｌｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロファリンキス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒｏ
ｐｈａｒｙｎｘ　ｓｐｐ．）、ポテリオストムム属種（Ｐｏｔｅｒｉｏｓｔｏｍｕｍ　ｓ
ｐｐ．）、シクロコセルクス属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｃｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、シリコス
テファヌス属種（Ｃｙｌｉｃｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴストムム
属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒｔ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ステファヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アンシ
ロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウンシナリア属種（Ｕｎｃｉｎａ
ｒｉａ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎｅｃａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種（
Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、グロボセファルス属種（Ｇｌｏｂｏｃｅｐｈａｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、シアトストマ属種（
Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、メタストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、ムエレリウス属種（Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種（
Ｐｒｏｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオストロンギルス属種（Ｎｅｏｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シストカウルス属種（Ｃｙｓｔｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、プネウモストロンギルス属種（Ｐｎｅｕｍｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ス
ピコカウルス属種（Ｓｐｉｃｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エラホストロンギルス属種（
Ｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、パレラホストロンギルス属種（Ｐａｒ
ｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍａ
　ｓｐｐ．）、パラクレノソマ属種（Ｐａｒａｃｒｅｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、オスレ
ルス属種（Ｏｓｌｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アンギオストロンギルス属種（Ａｎｇｉｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アエルロストロンギルス属種（Ａｅｌｕｒｏｓｔｒｏｎ
ｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、フィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、パ
ラフィラロイデス属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、トリコストロンギ
ルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａｅ
ｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）
、テラドルサギア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇｉａ　ｓｐｐ．）、マルシャラギア属種（
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Ｍａｒｓｈａｌｌａｇｉａ　ｓｐｐ．）、クーペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．
）、ニッポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリグ
モソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇｍｏｓｏｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属種（
Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇｙ
ｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オベリスコイデス属種（Ｏｂｅｌｉｓｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（Ｏｌｌｕ
ｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）；
センビセンチュウ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）の、例えば：オキシウリス属種（Ｏｘｙｕｒ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パサルル
ス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シファシア属種（Ｓｙｐｈａｃｉａ　ｓｐ
ｐ．）、アスピクルリス属種（Ａｓｐｉｃｕｌｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種（
Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリス属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキ
サスカリス属種（Ｔｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａｒ
ａ　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、パ
ラスカリス属種（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓａｋｉ
ｓ　ｓｐｐ．）アスカリジア属種、（Ａｓｃａｒｉｄｉａ　ｓｐｐ．）、グナトストマ属
種（Ｇｎａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、フィサロプテラ属種（Ｐｈｙｓａｌｏｐｔｅ
ｒａ　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、ゴンギロネマ属種（
Ｇｏｎｇｙｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハブロネマ属種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．
）、パラブロネマ属種（Ｐａｒａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ドラスキア属種（Ｄｒａ
ｓｃｈｉａ　ｓｐｐ．）、ドラクンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラフィラ
リア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓｐ
ｐ．）、ロア属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ．）、ジロフィラリア属種（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉａ
　ｓｐｐ．）、リトモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブルギア
属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｓｐｐ．）
、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐｉｒ
ｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）。
【０１０８】
　多くの種類の既知殺線虫剤は、別の寄生性蠕虫類に対しても活性を示し、従って、ヒト
及び動物における寄生虫である蠕虫類（これらは、必ずしも線虫の群に属する必要はない
）を防除するために使用される。本発明は、式（Ｉ）で表される化合物の駆虫薬としての
使用にも関する。病原性を有する内部寄生性蠕虫類としては、扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈ
ｅｌｍｉｎｔｈａ）〔例えば、単生類（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）、条虫類（ｃｅｓｔｏｄｅ
ｓ）及び吸虫類（ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）〕、鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌ
ａ）及び舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）などがある。以下の蠕虫類を好ましいもの
として挙げることができる：
単生類（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）：例えば：ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ダクチロギルス属種（Ｄａｃｔｙｌｏｇｙｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリス
トマ属種（Ｐｏｌｙｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）；
条虫類（Ｃｅｓｔｏｄｅｓ）：ギョウジョウチュウ目（Ｐｓｅｕｄｏｐｈｙｌｌｉｄｅａ
）の、例えば：ジフィロボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ．
）、スピロメトラ属種（Ｓｐｉｒｏｍｅｔｒａ　ｓｐｐ．）、シストセファルス属種（Ｓ
ｃｈｉｓｔｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リグラ属種（Ｌｉｇｕｌａ　ｓｐｐ．）、
ボトリジウム属種（Ｂｏｔｈｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジプロゴノポルス属種（Ｄｉｐ
ｌｏｇｏｎｏｐｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）；
エンヨウジョウチュウ目（Ｃｙｃｌｏｐｈｙｌｌｉｄａ）の、例えば：メソセストイデス
属種（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌｏ
ｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏｃｅｐｈａ
ｌａ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　ｓｐｐ．）、チサノソマ属種（
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Ｔｈｙｓａｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、チサニエジア属種（Ｔｈｙｓａｎｉｅｚｉａ　ｓ
ｐｐ．）、アビテリナ属種（Ａｖｉｔｅｌｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、スチレシア属種（Ｓｔ
ｉｌｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、シトタエニア属種（Ｃｉｔｔｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、
アンジラ属種（Ａｎｄｙｒａ　ｓｐｐ．）、ベルチエラ属種（Ｂｅｒｔｉｅｌｌａ　ｓｐ
ｐ．）、タエニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒダチゲラ属種（Ｈｙｄａｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）、ダバ
イネア属種（Ｄａｖａｉｎｅａ　ｓｐｐ．）、ライリエチナ属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉｎ
ａ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノレピ
ス属種（Ｅｃｈｉｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノコチレ属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｔ
ｙｌｅ　ｓｐｐ．）、ジオルキス属種（Ｄｉｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ジピリジウム属
種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジョイエウキシエラ属種（Ｊｏｙｅｕｘｉｅｌ
ｌａ　ｓｐｐ．）、ジプロピリジウム属種（Ｄｉｐｌｏｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）；
吸虫類（Ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）：二生亜綱（Ｄｉｇｅｎｅａ）の、例えば：ジプロスト
ムム属種（Ｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ポストジプロストムム属種（Ｐｏｓｔ
ｈｏｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、シストソマ属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ　
ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔｒｉｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、
オルニトビルハルジア属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、アウスト
ロビルハルジア属種（Ａｕｓｔｒｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、ギガントビルハル
ジア属種（Ｇｉｇａｎｔｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、レウコクロリジウム属種（
Ｌｅｕｃｏｃｈｌｏｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ブラキライマ属種（Ｂｒａｃｈｙｌａｉ
ｍａ　ｓｐｐ．）、エキノストマ属種（Ｅｃｈｉｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エキノパ
リフィウム属種（Ｅｃｈｉｎｏｐａｒｙｐｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エキノカスムス属種（
Ｅｃｈｉｎｏｃｈａｓｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデラエウム属種（Ｈｙｐｏｄｅｒａｅｕ
ｍ　ｓｐｐ．）、ファシオラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオロイデス属
種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏ
ｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、シクロコエルム属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、チ
フロコエルム属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（
Ｐａｒａｍｐｈｉｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カリコホロン属種（Ｃａｌｉｃｏｐｈｏｒ
ｏｎ　ｓｐｐ．）、コチロホロン属種（Ｃｏｔｙｌｏｐｈｏｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ギガン
トコチレ属種（Ｇｉｇａｎｔｏｃｏｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、フィスコエデリウス属種（Ｆ
ｉｓｃｈｏｅｄｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ガストロチラクス属種（Ｇａｓｔｒｏｔｈｙｌ
ａｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ノトコチルス属種（Ｎｏｔｏｃｏｔｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、カタ
トロピス属種（Ｃａｔａｔｒｏｐｉｓ　ｓｐｐ．）、プラギオルキス属種（Ｐｌａｇｉｏ
ｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、プロストゴニムス属種（Ｐｒｏｓｔｈｏｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ジクロコエリウム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エウリトレマ
属種（Ｅｕｒｙｔｒｅｍａ　ｓｐｐ．）、トログロトレマ属種（Ｔｒｏｇｌｏｔｒｅｍａ
　ｓｐｐ．）、パラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、コリリクルム
属種（Ｃｏｌｌｙｒｉｃｌｕｍ　ｓｐｐ．）、ナノフィエツス属種（Ｎａｎｏｐｈｙｅｔ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、クロ
ノルキス属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロフィエス属種（Ｈｅｔｅｒｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、メタゴニ
ムス属種（Ｍｅｔａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）；
鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｏｃｅｐｈａｌａ）：ダイコウトウチュウ目（Ｏｌｉｇａｃａｎ
ｔｈｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：マクラカントリンクス属種（Ｍａｃｒａｃａｎ
ｔｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プロステノルキス属種（Ｐｒｏｓｔｈｅｎｏｒｃ
ｈｉｓ　ｓｐｐ．）；ポリモルフス目（Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｄａ）の、例えば：フィリ
コリス属種（Ｆｉｌｉｃｏｌｌｉｓ　ｓｐｐ．）；サジョウコウトウチュウ目（Ｍｏｎｉ
ｌｉｆｏｒｍｉｄａ）の、例えば：モニリホルミス属種（Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｉｓ　ｓ
ｐｐ．）；
コウトウチュウ目（Ｅｃｈｉｎｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：アカントセファルス
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属種（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノリンクス属種（Ｅｃｈｉｎ
ｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、レプトリンコイデス属種（Ｌｅｐｔｏｒｈｙｎｃｈｏ
ｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）；
舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）：シタムシ目（Ｐｏｒｏｃｅｐｈａｌｉｄａ）の、
例えば：リングアツラ属種（Ｌｉｎｇｕａｔｕｌａ　ｓｐｐ．）。
【０１０９】
　獣医学の分野において、及び、畜産業において、式（Ｉ）で表される化合物の投与は、
既知方法で、直接行うか、又は、適切な使用形態で、経腸的に、非経口的に、経皮的に若
しくは経鼻的に行う。投与は、予防的又は治療的であり得る。
【０１１０】
　式（Ｉ）で表される化合物は、場合により、特定の濃度又は特定の施用量において、除
草剤、薬害軽減剤、成長調節剤若しくは植物の特性を改善する作用薬としても使用し得る
か、又は、殺微生物剤（ｍｉｃｒｏｂｉｃｉｄｅ）若しくは除雄剤（ｇａｍｅｔｏｃｉｄ
ｅ）として、例えば、殺菌剤（ｆｕｎｇｉｃｉｄｅ）、抗真菌剤（ａｎｔｉｍｙｃｏｔｉ
ｃ）、殺細菌剤若しくは殺ウイルス剤（これは、ウイロイドに対する作用薬も包含する）
としても使用し得るか、又は、ＭＬＯ（マイコプラズマ様生物）及びＲＬＯ（リケッチア
様生物）に対する作用薬としても使用し得る。適切な場合には、それらは、別の活性化合
物を合成するための中間体又は前駆物質としても使用することができる。
【０１１１】
　製剤
　本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される少なくとも１種類の化合物を含んでいる、有害
生物防除剤としての製剤及びその製剤から調製される使用形態〔例えば、潅注液、滴下液
及び散布液〕にも関する。場合により、該使用形態は、さらなる有害生物防除剤、及び／
又は、作用を向上させるアジュバント、例えば、浸透剤、例えば、植物油（例えば、ナタ
ネ油、ヒマワリ油）、鉱油（例えば、パラフィン油）、植物性脂肪酸アルキルエステル（
例えば、ナタネ油メチルエステル又はダイズ油メチルエステル）、又は、アルカノールア
ルコキシレート類、及び／又は、展着剤、例えば、アルキルシロキサン類及び／又は塩、
例えば、有機又は無機のアンモニウム塩又はホスホニウム塩（例えば、硫酸アンモニウム
又はリン酸水素二アンモニウム）、及び／又は、保持促進剤（ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　ｐｒ
ｏｍｏｔｅｒ）（例えば、スルホコハク酸ジオクチル又はヒドロキシプロピルグアーポリ
マー）、及び／又は、湿潤剤（例えば、グリセロール）、及び／又は、肥料（例えば、ア
ンモニウム含有肥料、カリウム含有肥料又はリン含有肥料）を含有する。
【０１１２】
　慣習的な製剤は、例えば、以下のものである：　水溶性液剤（ＳＬ）、乳剤（ＥＣ）、
水中油型エマルション剤（ＥＷ）、懸濁製剤（ＳＣ、ＳＥ、ＦＳ、ＯＤ）、顆粒水和剤（
ＷＧ）、顆粒剤（ＧＲ）、及び、カプセル製剤（ｃａｐｓｕｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔ
ｅｓ）（ＣＳ）；　これらの製剤型及び別の可能な製剤型は、例えば、以下のものに記載
されている：　Ｃｒｏｐ　Ｌｉｆｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ａｎｄ　ｉｎ　Ｐｅ
ｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ，　Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏ
ｐｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡＯ　ａｎｄ　ＷＨＯ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎｓ　ｆｏｒ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，　ＦＡＯ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ
　ａｎｄ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｐａｐｅｒｓ　－１７３（作製元：ｔｈｅ　ＦＡＯ／
ＷＨＯ　Ｊｏｉｎｔ　Ｍｅｅｔｉｎｇ　ｏｎ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎｓ，　２００４，　ＩＳＢＮ：９２５１０４８５７６）。該製剤は、式（Ｉ）で
表される１種類以上の化合物に加えて、場合により、さらなる農薬活性化合物を含有する
。
【０１１３】
　好ましいのは、補助剤〔例えば、増量剤、溶媒、自発性促進剤（ｓｐｏｎｔａｎｅｉｔ
ｙ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）、担体、乳化剤、分散剤、凍結防止剤（ｆｒｏｓｔ　ｐｒｏｔｅ
ｃｔｉｏｎ　ａｇｅｎｔ）、殺生物剤、増粘剤及び／又は他の補助剤（例えば、アジュバ
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ント）など〕を含有している製剤又は使用形態である。これに関連して、アジュバントは
、当該製剤の生物学的効果を高める成分であって、その成分自体が生物学的効果を有する
ものではない。アジュバントの例は、葉の表面への保持、拡展（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ）、
付着を促進する作用物質又は浸透を促進する作用物質である。
【０１１４】
　これらの製剤は、既知方法で、例えば、式（Ｉ）で表される化合物を補助剤（例えば、
増量剤、溶媒及び／若しくは固体担体、並びに／又は、別の補助剤、例えば、界面活性剤
）と混合させることにより調製する。そのような製剤は、適切な設備で製造するか、又は
、施用前若しくは施用中に製造する。
【０１１５】
　使用する補助剤は、式（Ｉ）で表される化合物の製剤又はそのよう製剤から調製された
使用形態（例えば、即時使用可能な（ｒｅａｄｙ－ｔｏ－ｕｓｅ）有害生物防除剤、例え
ば、散布液又は種子粉衣製品）に、特別な特性、例えば、特定の物理的特性、技術的特性
及び／又生物学的特性などを付与するのに適している物質であり得る。
【０１１６】
　適切な増量剤は、例えば、水、並びに、極性及び非極性の有機化学的液体、例えば、以
下の類から選択されるものである：　芳香族及び非芳香族の炭化水素類（例えば、パラフ
ィン類、アルキルベンゼン類、アルキルナフタレン類、クロロベンゼン類）、アルコール
類及びポリオール類（これらは、適切な場合には、置換されていてもよく、エーテル化さ
れていてもよく、及び／又は、エステル化されていてもよい）、ケトン類（例えば、アセ
トン、シクロヘキサノン）、エステル類（これは、脂肪類及び油類を包含する）及び（ポ
リ）エーテル類、置換されていないアミン類及び置換されているアミン類、アミド類、ラ
クタム類（例えば、Ｎ－アルキルピロリドン類）、及び、ラクトン類、スルホン類及びス
ルホキシド類（例えば、ジメチルスルホキシド）。
【０１１７】
　使用する増量剤が水である場合、例えば有機溶媒を補助溶媒として使用することもでき
る。有用な液体溶媒は、本質的に以下のものである：　芳香族化合物、例えば、キシレン
、トルエン又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族化合物又は塩素化脂肪族炭化水素、
例えば、クロロベンゼン類、クロロエチレン類又は塩化メチレン、脂肪族炭化水素、例え
ば、シクロヘキサン又はパラフィン類、例えば、鉱油留分、鉱油及び植物油、アルコール
類、例えば、ブタノール又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケトン類、例
えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノン、
強極性溶媒、例えば、ジメチルホルムアミド及びジメチルスルホキシド、及び、水。
【０１１８】
　原則として、適切な全ての溶媒を使用することが可能である。適切な溶媒の例は、芳香
族炭化水素、例えば、キシレン、トルエン又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族炭化
水素又は塩素化脂肪族炭化水素、例えば、クロロベンゼン、クロロエチレン又は塩化メチ
レン、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン、パラフィン類、鉱油留分、鉱油及び植
物油、アルコール類、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール
又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケトン類、例えば、アセトン、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、ジ
メチルスルホキシド、及び、さらに、水である。
【０１１９】
　原則として、適切な全ての担体を使用することが可能である。有用な担体としては、特
に、以下のものを挙げることができる：　例えば、アンモニウム塩、及び、粉砕された天
然鉱物、例えば、カオリン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モン
モリロナイト又はケイ藻土、及び、粉砕された合成鉱物、例えば、微粉化シリカ、アルミ
ナ、及び、天然シリケート又は合成シリケート、樹脂、蝋、及び／又は、固形肥料。その
ような担体の混合物も同様に使用することができる。粒剤に関して有用な担体としては、
以下のものを挙げることができる：　例えば、粉砕して分別した天然岩石、例えば、方解
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石、大理石、軽石、海泡石、苦灰岩、並びに、無機及び有機の粉末からなる合成顆粒、並
びに、さらに、有機材料（例えば、おがくず、紙、ココナッツ殻、トウモロコシ及びタバ
コの葉柄など）からなる顆粒。
【０１２０】
　液化ガスの増量剤又は溶媒を使用することも可能である。特に適しているのは、標準温
度及び大気圧下では気体である増量剤又は担体、例えば、エーロゾル噴射剤、例えば、ハ
ロゲン化炭化水素類、及び、さらに、ブタン、プロパン、窒素及び二酸化炭素などである
。
【０１２１】
　イオン特性若しくは非イオン特性を有する乳化剤及び／若しくは泡形成剤、分散剤又は
湿潤剤の例、又は、これらの界面活性物質の混合物の例は、以下のものである：　ポリア
クリル酸の塩、リグノスルホン酸の塩、フェノールスルホン酸若しくはナフタレンスルホ
ン酸の塩、エチレンオキシドと脂肪アルコールの重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂
肪酸の重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂肪アミンの重縮合物、エチレンオキシドと
置換されているフェノール（好ましくは、アルキルフェノール又はアリールフェノール）
の重縮合物、スルホコハク酸エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくは、アルキルタウ
レート）、ポリエトキシ化アルコールのリン酸エステル若しくはポリエトキシ化フェノー
ルのリン酸エステル、ポリオールの脂肪酸エステル、並びに、硫酸アニオン、スルホン酸
アニオン及びリン酸アニオンを含んでいる該化合物の誘導体、例えば、アルキルアリール
ポリグリコールエーテル類、アルキルスルホネート類、アルキルスルフェート類、アリー
ルスルホネート類、タンパク質加水分解物、リグノスルファイト廃液、及び、メチルセル
ロース。式（Ｉ）で表される化合物のうちの１種類及び／又は該不活性担体のうちの１種
類が水不溶性であり且つ施用が水で行われる場合は、界面活性剤を存在させることが有利
である。
【０１２２】
　該製剤及びその製剤から誘導される使用形態の中に存在させ得るさらなる補助剤は、着
色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン及びプルシアンブルー（Ｐｒｕｓ
ｓｉａｎ　Ｂｌｕｅ）、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及び金属
フタロシアニン染料、並びに、栄養素及び微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩、ホウ
素塩、銅塩、コバルト塩、モリブデン塩及び亜鉛塩などである。
【０１２３】
　存在させ得るさらなる成分は、安定剤（例えば、低温安定剤）、防腐剤、酸化防止剤、
光安定剤、又は、化学的及び／若しくは物理的安定性を向上させる別の作用剤である。さ
らに、泡生成剤又は消泡剤も存在させることができる。
【０１２４】
　さらにまた、該製剤及びその製剤から誘導される使用形態には、付加的な補助剤として
、粘着剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、並びに、粉末又は顆粒又はラテックス
の形態にある天然ポリマー及び合成ポリマー、例えば、アラビアゴム、ポリビニルアルコ
ール及びポリ酢酸ビニル、又は、天然リン脂質、例えば、セファリン及びレシチン、及び
、合成リン脂質なども含有させることができる。さらなる補助剤は、鉱油及び植物油であ
り得る。
【０１２５】
　適切な場合には、該製剤及びその製剤から誘導される使用形態の中に、さらなる補助剤
も存在させることができる。そのような添加剤の例は、芳香物質、保護コロイド、結合剤
、接着剤、増粘剤、揺変剤、浸透剤、保持促進剤、安定化剤、金属イオン封鎖剤、錯化剤
、湿潤剤、展着剤である。一般的に、式（Ｉ）で表される化合物は、製剤を目的として通
常使用される固体又は液体の任意の添加剤と組み合わせることができる。
【０１２６】
　有用な保持促進剤には、動的表面張力を低減させる全ての物質（例えば、スルホコハク
酸ジオクチル）又は粘弾性を増大させる全ての物質（例えば、ヒドロキシプロピルグアー
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ポリマー）が包含される。
【０１２７】
　本発明に関連して適切な浸透剤は、植物体内への農薬活性化合物の浸透を向上させるた
めに一般的に使用される全ての物質である。これに関連して、浸透剤は、それらが、（一
般には、水性の）施用液から、及び／又は、散布による被膜から、植物のクチクラの中に
浸透し、それによって、活性化合物のクチクラ内での移動性を増強することができる能力
によって定義される。この特性を確認するために、文献（Ｂａｕｒ　ｅｔ　ａｌ．，　１
９９７，　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５１，　１３１－１５２）に記載され
ている方法を用いることができる。その例としては、アルコールアルコキシレート、例え
ば、ココナッツ脂肪エトキシレート（ｃｏｃｏｎｕｔ　ｆａｔｔｙ　ｅｔｈｏｘｙｌａｔ
ｅ）（１０）若しくはイソトリデシルエトキシレート（１２）、脂肪酸エステル、例えば
、ナタネ油メチルエステル若しくはダイズ油メチルエステル、脂肪アミンアルコキシレー
ト、例えば、獣脂アミンエトキシレート（１５）、又は、アンモニウム塩及び／若しくは
ホスホニウム塩、例えば、硫酸アンモニウム若しくはリン酸水素二アンモニウムなどを挙
げることができる。
【０１２８】
　該製剤は、その製剤の重量に基づいて、好ましくは、０．０００００００１重量％～９
８重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでおり、さらに好ましくは、０．０１重量％
～９５重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでおり、最も好ましくは、０．５重量％
～９０重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでいる。
【０１２９】
　該製剤（特に、有害生物防除剤）から調製された使用形態の中の式（Ｉ）で表される化
合物の含有量は、広い範囲内でさまざまであり得る。該使用形態中の式（Ｉ）で表される
化合物の濃度は、その使用形態の重量に基づいて、一般に、０．０００００００１重量％
～９５重量％の式（Ｉ）で表される化合物、好ましくは、０．００００１重量％～１重量
％の式（Ｉ）で表される化合物である。施用は、その使用形態に適した慣習的な方法で行
う。
【０１３０】
　混合物
　式（Ｉ）で表される化合物は、例えば、作用スペクトルを拡大するために、作用の期間
を長くするために、作用速度を増大させるために、忌避性を防止するために、又は、抵抗
性の発達を防止するために、１種類以上の適切な殺菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、軟体動物
駆除剤、殺線虫剤、殺虫剤、微生物剤（ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ａｇｅｎｔ）
、有益生物、除草剤、肥料、鳥忌避剤、植物強化剤（ｐｈｙｔｏｔｏｎｉｃ）、不妊剤、
薬害軽減剤、情報化学物質及び／又は植物成長調節剤との混合物において使用することも
できる。さらに、この種の活性化合物組合せは、植物の成長を向上させることが可能であ
り、及び／又は、非生物的要因（例えば、高温又は低温）に対する耐性、渇水に対する耐
性又は水中若しくは土壌中の塩分の含有量の上昇に対する耐性を向上させることが可能で
ある。さらにまた、開花性能及び結果性能を改善することも可能であり、発芽能力及び根
の発達を最適化することも可能であり、収穫を容易にすることも可能であり、収穫高を向
上させることも可能であり、成熟に影響を及ぼすことも可能であり、収穫された生産物の
品質及び／若しくは栄養価を向上させることも可能であり、収穫された生産物の貯蔵寿命
を長くすることも可能であり、並びに／又は、収穫された生産物の加工性を改善すること
も可能である。
【０１３１】
　さらに、式（Ｉ）で表される化合物は、別の活性化合物又は情報化学物質（例えば、誘
引剤、及び／又は、鳥忌避剤、及び／又は、植物活性化剤、及び／又は、成長調節剤、及
び／又は、肥料）との混合物の中に存在させることもできる。同様に、式（Ｉ）で表され
る化合物は、植物の特性（例えば、生長、収穫量及び収穫物の品質）を向上させるための
作用剤と混合して使用することも可能である。
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【０１３２】
　本発明による特定の実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、製剤の中に、又は、
そのような製剤から調製された使用形態の中に、さらなる化合物（好ましくは、以下に記
載されている化合物）と混合された状態で存在している。
【０１３３】
　以下に記載されている化合物のうちの１種類が種々の互変異性体形態で存在し得る場合
、それらの形態も、いずれの場合にも、たとえ明確に言及されていなくても、同様に包含
される。
【０１３４】
　殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤
　本明細書中において「一般名」によって特定されている活性化合物は、既知であり、そ
して、例えば、「“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ”，　１６ｔｈ　ｅｄ．
，　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２０１２」に
記載されているか、又は、インターネット上で検索することができる（例えば、「ｈｔｔ
ｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ」）。
【０１３５】
　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、例えば、
　カーバメート系、例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカ
ルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボス
ルファン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イ
ソプロカルブ、メチオカルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカーブ、プ
ロポクスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭ
Ｃ、及び、キシリルカルブ；又は、
　有機リン酸エステル系、例えば、アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、
アジンホス－メチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロル
メホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、ジメトン－
Ｓ－メチル、ダイアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジ
メチルビンホス、ダイスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フ
ェナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イミシ
アホス、イソフェンホス、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピ
ル、イソキサチオン、マラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホ
ス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシジメトン－メチル、パラチオン、パ
ラチオン－メチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン
、ホキシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピ
ラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホ
ス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン、
及び、バミドチオン。
【０１３６】
　（２）　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、
　シクロジエン－有機塩素系、例えば、クロルダン、及び、エンドスルファン；又は、
　フェニルピラゾール系（フィプロール系）、例えば、エチプロール、及び、フィプロニ
ル。
【０１３７】
　（３）　ナトリウムチャンネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断
薬、例えば、
　ピレスロイド系、例えば、アクリナトリン、アレスリン、ｄ－シス－トランスアレスリ
ン、ｄ－トランスアレスリン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリン　ｓ－
シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ
－シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペル
メトリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメトリ
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ン、ゼータ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメ
トリン、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］、エスフェンバレレート、エトフ
ェンプロックス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメト
リン、タウ－フルバリネート、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、モ
ンフルオロトリン、ペルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、プラレ
トリン、ピレトリン類（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフ
ェン、テフルトリン、テトラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体］、トラロメト
リン、及び、トランスフルトリン；又は、
　ＤＤＴ；又は、メトキシクロル。
【０１３８】
　（４）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）作動薬、例えば、
　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、及び、チアメトキサム；又は、
　ニコチン；又は、
　スルホキサフロル、又は、フルピラジフロン。
【０１３９】
　（５）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）のアロステリック活性化
薬、例えば、
　スピノシン系、例えば、スピネトラム、及び、スピノサド。
【０１４０】
　（６）　塩化物チャンネル活性化薬、例えば、
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、例えば、アバメクチン、エマメクチン安息香酸
塩、レピメクチン、及び、ミルベメクチン。
【０１４１】
　（７）　幼若ホルモン模倣物質、例えば、
　幼若ホルモン類似体、例えば、ハイドロプレン、キノプレン、及び、メトプレン；又は
、
　フェノキシカルブ；又は、ピリプロキシフェン。
【０１４２】
　（８）　作用機序が知られていないか又は特定されていない活性化合物、例えば、
　ハロゲン化アルキル系、例えば、臭化メチル、及び、別のハロゲン化アルキル；又は、
　クロロピクリン；又は、フッ化スルフリル；又は、ホウ砂；又は、吐酒石。
【０１４３】
　（９）　選択的摂食阻害薬、例えば、
　ピメトロジン；又は、フロニカミド。
【０１４４】
　（１０）　ダニ成長阻害薬、例えば、
　クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、及び、ジフロビダジン；又は、
　エトキサゾール。
【０１４５】
　（１１）　昆虫腸管膜の微生物ディスラプター、例えば、
　バシルス・ツリンギエンシス・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシルス・ス
ファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・ツリンギエンシ
ス・亜種・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅ
ｃｉｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）
、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、及び、ＢＴ植物
タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ
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、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１。
【０１４６】
　（１２）　酸化的リン酸化阻害薬、ＡＴＰディスラプター、例えば、
　ジアフェンチウロン；又は、
　有機スズ化合物、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、及び、酸化フェンブタスズ
；又は、
　プロパルギット；又は、テトラジホン。
【０１４７】
　（１３）　Ｈプロトン勾配を遮断する酸化的リン酸化デカップラー、例えば、
　クロルフェナピル、ＤＮＯＣ、及び、スルフルラミド。
【０１４８】
　（１４）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体拮抗薬、例えば、
　ベンスルタップ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、及び、チオスルタップ－ナトリウ
ム。
【０１４９】
　（１５）　キチン生合成阻害薬（タイプ０）、例えば、
　ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フ
ルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テ
フルベンズロン、及び、トリフルムロン。
【０１５０】
　（１６）　キチン生合成阻害薬（タイプ１）、例えば、
　ブプロフェジン。
【０１５１】
　（１７）　脱皮阻害薬（特に、双翅目（即ち、双翅類）に関する）、例えば、
　シロマジン。
【０１５２】
　（１８）　エクジソン受容体作動薬、例えば、
　クロマフェノジド、ハロフェノジド、メトキシフェノジド、及び、テブフェノジド。
【０１５３】
　（１９）　オクトパミン作動性作動薬、例えば、
　アミトラズ。
【０１５４】
　（２０）　複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　ヒドラメチルノン；又は、アセキノシル；又は、フルアクリピリム。
【０１５５】
　（２１）　複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、
　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、
ピリダベン、テブフェンピラド、及び、トルフェンピラド；又は、
　ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）。
【０１５６】
　（２２）　電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、
　インドキサカルブ；又は、メタフルミゾン。
【０１５７】
　（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン、スピロメシ
フェン、及び、スピロテトラマト。
【０１５８】
　（２４）　複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、
　ホスフィン系、例えば、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン、及び、
リン化亜鉛；又は、
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　シアン化物。
【０１５９】
　（２５）　複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　シエノピラフェン、及び、シフルメトフェン。
【０１６０】
　（２８）　リアノジン受容体エフェクター、例えば、
　ジアミド系、例えば、クロラントラニリプロール、シアントラニルプロール、及び、フ
ルベンジアミド。
【０１６１】
　作用機序が知られていないか又は不明瞭であるさらなる活性化合物、例えば、アフィド
ピロペン、アフォキソレイナー、アザジラクチン、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、
ビフェナゼート、ブロフラニリド（ｂｒｏｆｌａｎｉｌｉｄｅ）、ブロモプロピレート、
キノメチオナート、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）、シクラニリプロール、シクロキサプリ
ド（ｃｙｃｌｏｘａｐｒｉｄ）、シハロジアミド（ｃｙｈａｌｏｄｉａｍｉｄｅ）、ジク
ロロメゾチアズ（ｄｉｃｌｏｒｏｍｅｚｏｔｉａｚ）、ジコホル、ジフロビダジン、フロ
メトキン、フルアザインドリジン（ｆｌｕａｚａｉｎｄｏｌｉｚｉｎｅ）、フルエンスル
ホン、フルフェネリム、フルフェノキシストロビン、フルフィプロール、フルヘキサホン
（ｆｌｕｈｅｘａｆｏｎ）、フルオピラム、フルララネル、フルキサメタミド、フフェノ
ジド（ｆｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）、グアジピル（ｇｕａｄｉｐｙｒ）、ヘプタフルトリン、
イミダクロチズ、イプロジオン、ロチラネル（ｌｏｔｉｌａｎｅｒ）、メペルフルトリン
、パイコングディング（ｐａｉｃｈｏｎｇｄｉｎｇ）、ピフルブミド、ピリダリル、ピリ
フルキナゾン、ピリミノストロビン、サロラネル（ｓａｒｏｌａｎｅｒ）、テトラメチル
フルトリン、テトラニリプロール（ｔｅｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、テトラクロラント
ラニリプロール（ｔｅｔｒａｃｈｌｏｒａｎｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、チオキサザフ
ェン、トリフルメゾピリム、及び、ヨードメタン；並びに、さらに、バシルス・フィルム
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）に基づく調製物（Ｉ－１５８２，　ＢｉｏＮｅｅ
ｍ，　Ｖｏｔｉｖｏ）、及び、以下の活性化合物：　１－｛２－フルオロ－４－メチル－
５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィニル］フェニル｝－３－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－アミン（ＷＯ２００６／０４３６
３５から既知）、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－エン－
１－イル］－５－フルオロスピロ［インドール－３，４’－ピペリジン］－１（２Ｈ）－
イル｝（２－クロロピリジン－４－イル）メタノン（ＷＯ２００３／１０６４５７から既
知）、２－クロロ－Ｎ－［２－｛１－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロパ－
２－エン－１－イル］ピペリジン－４－イル｝－４－（トリフルオロメチル）フェニル］
イソニコチンアミド（ＷＯ２００６／００３４９４から既知）、３－（２，５－ジメチル
フェニル）－４－ヒドロキシ－８－メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３
－エン－２－オン（ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、３－（２，５－ジメチルフ
ェニル）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン
－４－イルエチルカルボネート（ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、４－（ブタ－
２－イン－１－イルオキシ）－６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フ
ルオロピリミジン（ＷＯ２００４／０９９１６０から既知）、４－（ブタ－２－イン－１
－イルオキシ）－６－（３－クロロフェニル）ピリミジン（ＷＯ２００３／０７６４１５
から既知）、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．１２０４７７６－６０－２）、２－
［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－
５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－クロロ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒ
ドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［２－（｛［
３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カ
ルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカル
ボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－
１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝ア
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ミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル
（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブ
ロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニ
ル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０
８５２１６から既知）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－イ
ル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２
－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＣＮ１０２０５７９２５から既知）
、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジ
ヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－（１－オキシドチエタン
－３－イル）ベンズアミド（ＷＯ２００９／０８０２５０から既知）、Ｎ－［（２Ｅ）－
１－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］ピリジン－２（１Ｈ）－イリデン］－
２，２，２－トリフルオロアセトアミド（ＷＯ２０１２／０２９６７２から既知）、１－
［（２－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］－４－オキソ－３－フェニル
－４Ｈ－ピリド［１，２－ａ］ピリミジン－１－イウム－２－オレート（ＷＯ２００９／
０９９９２９から既知）、１－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－４－オキ
ソ－３－フェニル－４Ｈ－ピリド［１，２－ａ］ピリミジン－１－イウム－２－オレート
（ＷＯ２００９／０９９９２９から既知）、４－（３－｛２，６－ジクロロ－４－［（３
，３－ジクロロプロパ－２－エン－１－イル）オキシ］フェノキシ｝プロポキシ）－２－
メトキシ－６－（トリフルオロメチル）ピリミジン（ＣＮ１０１３３７９４０から既知）
、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－
１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－（フルオロメトキシ）－１Ｈ－ピラゾール
－５－カルボキサミド（ＷＯ２００８／１３４９６９から既知）、［２－（２，４－ジク
ロロフェニル）－３－オキソ－４－オキサスピロ［４．５］デカ－１－エン－１－イル］
炭酸ブチル（ＣＮ１０２０６０８１８から既知）、（３Ｅ）－３－［１－［（６－クロロ
－３－ピリジル）メチル］－２－ピリジニリデン］－１，１，１－トリフルオロプロパン
－２－オン（ＷＯ２０１３／１４４２１３から既知）、Ｎ－（メチルスルホニル）－６－
［２－（ピリジン－３－イル）－１，３－チアゾール－５－イル］ピリジン－２－カルボ
キサミド（ＷＯ２０１２／０００８９６から既知）、Ｎ－［３－（ベンジルカルバモイル
）－４－クロロフェニル］－１－メチル－３－（ペンタフルオロエチル）－４－（トリフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／０５１９２６
から既知）。
【０１６２】
　殺菌剤
　本明細書中において「一般名」によって特定されている活性化合物は、既知であり、そ
して、例えば、「Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」に記載されているか、又は、イン
ターネット上に記載されている（例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．
ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ）」）。
【０１６３】
　クラス（１）～（１５）に記載されている全ての殺菌剤混合成分は、適切な官能基が存
在している場合には、対応する塩基又は酸と塩を形成し得る。さらに、クラス（１）～（
１５）に記載されている殺菌剤混合成分は、互変異性が可能である場合には、互変異性体
形態も包含する。
【０１６４】
　（１）　エルゴステロール生合成阻害薬、例えば、（１．０１）アルジモルフ、（１．
０２）アザコナゾール、（１．０３）ビテルタノール、（１．０４）ブロムコナゾール、
（１．０５）シプロコナゾール、（１．０６）ジクロブトラゾール、（１．０７）ジフェ
ノコナゾール、（１．０８）ジニコナゾール、（１．０９）ジニコナゾール－Ｍ、（１．
１０）ドデモルフ、（１．１１）酢酸ドデモルフ、（１．１２）エポキシコナゾール、（
１．１３）エタコナゾール、（１．１４）フェナリモール、（１．１５）フェンブコナゾ
ール、（１．１６）フェンヘキサミド、（１．１７）フェンプロピジン、（１．１８）フ
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ェンプロピモルフ、（１．１９）フルキンコナゾール、（１．２０）フルルプリミドール
、（１．２１）フルシラゾール、（１．２２）フルトリアホール、（１．２３）フルコナ
ゾール、（１．２４）フルコナゾール－シス、（１．２５）ヘキサコナゾール、（１．２
６）イマザリル、（１．２７）硫酸イマザリル、（１．２８）イミベンコナゾール、（１
．２９）イプコナゾール、（１．３０）メトコナゾール、（１．３１）ミクロブタニル、
（１．３２）ナフチフィン、（１．３３）ヌアリモール、（１．３４）オキシポコナゾー
ル、（１．３５）パクロブトラゾール、（１．３６）ペフラゾエート、（１．３７）ペン
コナゾール、（１．３８）ピペラリン、（１．３９）プロクロラズ、（１．４０）プロピ
コナゾール、（１．４１）プロチオコナゾール、（１．４２）ピリブチカルブ、（１．４
３）ピリフェノックス、（１．４４）キンコナゾール、（１．４５）シメコナゾール、（
１．４６）スピロキサミン、（１．４７）テブコナゾール、（１．４８）テルビナフィン
、（１．４９）テトラコナゾール、（１．５０）トリアジメホン、（１．５１）トリアジ
メノール、（１．５２）トリデモルフ、（１．５３）トリフルミゾール、（１．５４）ト
リホリン、（１．５５）トリチコナゾール、（１．５６）ウニコナゾール、（１．５７）
ウニコナゾール－Ｐ、（１．５８）ビニコナゾール、（１．５９）ボリコナゾール、（１
．６０）１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イ
ル）シクロヘプタノール、（１．６１）１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸メチル、（１．６２）
Ｎ’－｛５－（ジフルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロ
ポキシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エ
チル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（ト
リメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝イミドホルムアミド、（１．６４）Ｏ－［１－
（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］－１Ｈ－イミダゾー
ル　１－カルボチオエート、（１．６５）ピリソキサゾール、（１．６６）２－｛［３－
（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］
メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．６
７）１－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシ
ラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イル　チオシアネー
ト、（１．６８）５－（アリルスルファニル）－１－｛［３－（２－クロロフェニル）－
２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，
４－トリアゾール、（１．６９）２－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロ
キシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－３－チオン、（１．７０）２－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（
２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メ
チル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．７１
）２－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフル
オロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１．７２）１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－
クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル
｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イル　チオシアネート、（１．７３）１－｛
［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェ
ニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イル　
チオシアネート、（１．７４）５－（アリルスルファニル）－１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３
Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－
２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、（１．７５）５－（アリルスル
ファニル）－１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，
４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール、（１．７６）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）
－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－
３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．７７）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｓ
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）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプ
タン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、
（１．７８）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒ
ドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．７９）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－
（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４
－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．８
０）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１．８１）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，４
－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］
－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．８２）２－
［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６
，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－３－チオン、（１．８３）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロ
ロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４
－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．８４）２－［４－（
４－クロロフェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オール、（１．８５）２－［４－（４－
クロロフェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール、（１．８６）２－［４－（４－クロロ
フェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリ
アゾール－１－イル）ペンタン－２－オール、（１．８７）２－［２－クロロ－４－（４
－クロロフェノキシ）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）
ブタン－２－オール、（１．８８）２－［２－クロロ－４－（２，４－ジクロロフェノキ
シ）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オ
ール、（１．８９）（２Ｒ）－２－（１－クロロシクロプロピル）－４－［（１Ｒ）－２
，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）
ブタン－２－オール、（１．９０）（２Ｒ）－２－（１－クロロシクロプロピル）－４－
［（１Ｓ）－２，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－１－イル）ブタン－２－オール、（１．９１）（２Ｓ）－２－（１－クロロシクロプ
ロピル）－４－［（１Ｓ）－２，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，
４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール、（１．９２）（２Ｓ）－２－（１－
クロロシクロプロピル）－４－［（１Ｒ）－２，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（
１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール、（１．９３）（１Ｓ
，２Ｒ，５Ｒ）－５－（４－クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２－メチル－１
－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イルメチル）シクロペンタノール、（１．９
４）（１Ｒ，２Ｓ，５Ｓ）－５－（４－クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２－
メチル－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イルメチル）シクロペンタノール
、（１．９５）５－（４－クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２－メチル－１－
（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イルメチル）シクロペンタノール。
【０１６５】
　（２）　複合体Ｉ又は複合体ＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（２．０１）ビキ
サフェン、（２．０２）ボスカリド、（２．０３）カルボキシン、（２．０４）ジフルメ
トリム、（２．０５）フェンフラム、（２．０６）フルオピラム、（２．０７）フルトラ
ニル、（２．０８）フルキサピロキサド、（２．０９）フラメトピル、（２．１０）フル
メシクロックス、（２．１１）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，
４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合
物）、（２．１２）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ、４ＳＲ、
９ＳＲ）、（２．１３）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ
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，９Ｓ）、（２．１４）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ
，９Ｒ）、（２．１５）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４ＳＲ
，９ＲＳ）、（２．１６）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ
，９Ｒ）、（２．１７）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，
９Ｓ）、（２．１８）メプロニル、（２．１９）オキシカルボキシン、（２．２０）ペン
フルフェン、（２．２１）ペンチオピラド、（２．２２）セダキサン、（２．２３）チフ
ルザミド、（２．２４）１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエト
キシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、（２．２５）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２
－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２
．２６）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３，
３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（２．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロ
パン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（２．２８）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［
４－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリ
ン－４－アミン、（２．２９）ベンゾビンジフルピル、（２．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ
）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタ
レン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（２．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２
，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメ
チル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３２）３－（ジフ
ルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ
－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３３）１，３
，５－トリメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン
－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３４）１－メチル－３－
（トリフルオロメチル）－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イ
ンデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３５）１－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジ
ヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．
３６）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメ
チル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（２．３７）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，
１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（２．３８）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［
（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３９）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［
（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４０）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［
（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４１）ベノダニル、（２．４２）２－ク
ロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）
ピリジン－３－カルボキサミド、（２．４３）イソフェタミド、（２．４４）１－メチル
－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－
イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４５）Ｎ－（４’－クロロビフ
ェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、（２．４６）Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル－２－イル）－３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．
４７）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビ
フェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４８）Ｎ－（２
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’，５’－ジフルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４９）３－（ジフルオロメチル）－
１－メチル－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．５０）５－フルオロ－１，３－ジメチル－
Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（２．５１）２－クロロ－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－
１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（２．５２）３－（ジフルオロメチ
ル）－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イ
ル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．５３）Ｎ－［４’－
（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ
－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．５４）３－（ジフ
ルオロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、（２．５５）Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イ
ル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２
．５６）２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）ニコチンアミド、（
２．５７）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビ
フェニル－２－イル］ニコチンアミド、（２．５８）４－（ジフルオロメチル）－２－メ
チル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾー
ル－５－カルボキサミド、（２．５９）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－
３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．６０）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒ
ドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミ
ド、（２．６１）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メチル
ブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（２．６２）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３－メ
チルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、（２．６３）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－メトキシ
－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（２
．６４）１，３－ジメチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－
インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．６５）１，３－
ジメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデ
ン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．６６）１，３－ジメチ
ル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４
－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．６７）３－（ジフルオロメチ
ル）－Ｎ－メトキシ－１－メチル－Ｎ－［１－（２，４，６－トリクロロフェニル）プロ
パン－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．６８）３－（ジフル
オロメチル）－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ
－インデン－４－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．
６９）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｒ）－７－フルオロ－１，１，３－トリメ
チル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（２．７０）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｓ）－７－
フルオロ－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド。
【０１６６】
　（３）　複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（３．０１）アメトクトラジ
ン、（３．０２）アミスルブロム、（３．０３）アゾキシストロビン、（３．０４）シア
ゾファミド、（３．０５）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ
）、（３．０６）クモキシストロビン、（３．０７）ジモキシストロビン、（３．０８）
エノキサストロビン、（３．０９）ファモキサドン、（３．１０）フェンアミドン、（３
．１１）フルフェノキシストロビン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．１２
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）フルオキサストロビン、（３．１３）クレソキシム－メチル、（３．１４）メトミノス
トロビン、（３．１５）オリサストロビン、（３．１６）ピコキシストロビン、（３．１
７）ピラクロストロビン、（３．１８）ピラメトストロビン、（３．１９）ピラオキシス
トロビン、（３．２０）ピリベンカルブ、（３．２１）トリクロピリカルブ、（３．２２
）トリフロキシストロビン、（３．２３）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－
２－メチルフェノキシ）－５－フルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２
－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メトキ
シイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチ
ル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）アセトアミド、（３．
２５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－
［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝アセト
アミド、（３．２６）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－
１－フルオロ－２－フェニルビニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）
メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．２７）
フェナミノストロビン（ｆｅｎａｍｉｎｏｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．２８）５－メトキシ
－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニ
ル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，
２，４－トリアゾール－３－オン、（３．２９）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロ
ピル［（４－メトキシフェニル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－
３－メトキシアクリル酸メチル、（３．３０）Ｎ－（３－エチル－３，５，５－トリメチ
ルシクロヘキシル）－３－ホルムアミド－２－ヒドロキシベンズアミド、（３．３１）２
－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メ
チルアセトアミド、（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］
フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．３３）（２Ｅ，３Ｚ）－５
－｛［１－（４－クロロフェニル）－１Ｈ－ピラゾール－３－イル］オキシ｝－２－（メ
トキシイミノ）－Ｎ，３－ジメチルペンタ－３－エンアミド。
【０１６７】
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（４．０１）ベノミル、（４．０２
）カルベンダジム、（４．０３）クロルフェナゾール、（４．０４）ジエトフェンカルブ
、（４．０５）エタボキサム、（４．０６）フルオピコリド、（４．０７）フベリダゾー
ル、（４．０８）ペンシクロン、（４．０９）チアベンダゾール、（４．１０）チオファ
ネート－メチル、（４．１１）チオファネート、（４．１２）ゾキサミド、（４．１３）
５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－６－（２，４，６－トリフルオ
ロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、（４．１４）３－ク
ロロ－５－（６－クロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフ
ルオロフェニル）ピリダジン。
【０１６８】
　（５）　多部位に作用し得る化合物、例えば、（５．０１）ボルドー液、（５．０２）
カプタホール、（５．０３）キャプタン、（５．０４）クロロタロニル、（５．０５）水
酸化銅、（５．０６）ナフテン酸銅、（５．０７）酸化銅、（５．０８）塩基性塩化銅、
（５．０９）硫酸銅（２＋）、（５．１０）ジクロフルアニド、（５．１１）ジチアノン
、（５．１２）ドジン、（５．１３）ドジン遊離塩基、（５．１４）ファーバム、（５．
１５）フルオロホルペット、（５．１６）ホルペット、（５．１７）グアザチン、（５．
１８）酢酸グアザチン、（５．１９）イミノクタジン、（５．２０）イミノクタジンアル
ベシル酸塩、（５．２１）イミノクタジン三酢酸塩、（５．２２）マンカッパー、（５．
２３）マンゼブ、（５．２４）マンネブ、（５．２５）メチラム、（５．２６）メチラム
亜鉛（ｍｅｔｉｒａｍ　ｚｉｎｃ）、（５．２７）オキシン銅、（５．２８）プロパミジ
ン（ｐｒｏｐａｍｉｄｉｎｅ）、（５．２９）プロピネブ、（５．３０）硫黄及び硫黄剤
、例えば、多硫化カルシウム、（５．３１）チウラム、（５．３２）トリルフルアニド、
（５．３３）ジネブ、（５．３４）ジラム、（５．３５）アニラジン。
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【０１６９】
　（６）　宿主の防御を誘発し得る化合物、例えば、（６．０１）アシベンゾラル－Ｓ－
メチル、（６．０２）イソチアニル、（６．０３）プロベナゾール、（６．０４）チアジ
ニル、（６．０５）ラミナリン（ｌａｍｉｎａｒｉｎ）。
【０１７０】
　（７）　アミノ酸及び／又はタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（７．０１）アン
ドプリム（ａｎｄｏｐｒｉｍ）、（７．０２）ブラストサイジン－Ｓ、（７．０３）シプ
ロジニル、（７．０４）カスガマイシン、（７．０５）カスガマイシン塩酸塩水和物、（
７．０６）メパニピリム、（７．０７）ピリメタニル、（７．０８）３－（５－フルオロ
－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン
、（７．０９）オキシテトラサイクリン、（７．１０）ストレプトマイシン。
【０１７１】
　（８）　ＡＴＰ産生の阻害薬、例えば、（８．０１）酢酸トリフェニルスズ、（８．０
２）塩化トリフェニルスズ、（８．０３）水酸化トリフェニルスズ、（８．０４）シルチ
オファム。
【０１７２】
　（９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、（９．０１）ベンチアバリカルブ、（９．０２
）ジメトモルフ、（９．０３）フルモルフ、（９．０４）イプロバリカルブ、（９．０５
）マンジプロパミド、（９．０６）ポリオキシン、（９．０７）ポリオキソリム、（９．
０８）バリダマイシン、（９．０９）バリフェナレート、（９．１０）ポリオキシンＢ、
（９．１１）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリ
ジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン、（９．
１２）（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－
４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン。
【０１７３】
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（１０．０１）ビフェニル、（１０．
０２）クロロネブ、（１０．０３）ジクロラン、（１０．０４）エジフェンホス、（１０
．０５）エトリジアゾール、（１０．０６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒｂ）、（１０
．０７）イプロベンホス、（１０．０８）イソプロチオラン、（１０．０９）プロパモカ
ルブ、（１０．１０）プロパモカルブ塩酸塩、（１０．１１）プロチオカルブ、（１０．
１２）ピラゾホス、（１０．１３）キントゼン、（１０．１４）テクナゼン、（１０．１
５）トルクロホス－メチル。
【０１７４】
　（１１）　メラニン生合成の阻害薬、例えば、（１１．０１）カルプロパミド、（１１
．０２）ジクロシメット、（１１．０３）フェノキサニル、（１１．０４）フタリド、（
１１．０５）ピロキロン、（１１．０６）トリシクラゾール、（１１．０７）｛３－メチ
ル－１－［（４－メチルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバミン酸２，２，
２－トリフルオロエチル。
【０１７５】
　（１２）　核酸合成の阻害薬、例えば、（１２．０１）ベナラキシル、（１２．０２）
ベナラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））、（１２．０３）ブピリメー
ト、（１２．０４）クロジラコン、（１２．０５）ジメチリモール、（１２．０６）エチ
リモール、（１２．０７）フララキシル、（１２．０８）ヒメキサゾール、（１２．０９
）メタラキシル、（１２．１０）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、（１２．１１）
オフラセ、（１２．１２）オキサジキシル、（１２．１３）オキソリン酸，（１２．１４
）オクチリノン。
【０１７６】
　（１３）　シグナル伝達の阻害薬、例えば、（１３．０１）クロゾリネート、（１３．
０２）フェンピクロニル、（１３．０３）フルジオキソニル、（１３．０４）イプロジオ
ン、（１３．０５）プロシミドン、（１３．０６）キノキシフェン、（１３．０７）ビン
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クロゾリン、（１３．０８）プロキナジド。
【０１７７】
　（１４）　脱共役剤として作用し得る化合物、例えば、（１４．０１）ビナパクリル、
（１４．０２）ジノカップ、（１４．０３）フェリムゾン、（１４．０４）フルアジナム
、（１４．０５）メプチルジノカップ。
【０１７８】
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（１５．００１）ベンチアゾール、（１５．００
２）ベトキサジン、（１５．００３）カプシマイシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）、（１５
．００４）カルボン、（１５．００５）キノメチオネート、（１５．００６）ピリオフェ
ノン（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））、（１５．００７）クフラネブ、
（１５．００８）シフルフェナミド、（１５．００９）シモキサニル、（１５．０１０）
シプロスルファミド、（１５．０１１）ダゾメット、（１５．０１２）デバカルブ、（１
５．０１３）ジクロロフェン、（１５．０１４）ジクロメジン、（１５．０１５）ジフェ
ンゾコート、（１５．０１６）ジフェンゾコートメチル硫酸塩、（１５．０１７）ジフェ
ニルアミン、（１５．０１８）エコメイト、（１５．０１９）フェンピラザミン、（１５
．０２０）フルメトベル、（１５．０２１）フルオルイミド、（１５．０２２）フルスル
ファミド、（１５．０２３）フルチアニル、（１５．０２４）ホセチル－アルミニウム、
（１５．０２５）ホセチル－カルシウム、（１５．０２６）ホセチル－ナトリウム、（１
５．０２７）ヘキサクロロベンゼン、（１５．０２８）イルママイシン、（１５．０２９
）メタスルホカルブ、（１５．０３０）イソチオシアン酸メチル、（１５．０３１）メト
ラフェノン、（１５．０３２）ミルディオマイシン、（１５．０３３）ナタマイシン、（
１５．０３４）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル、（１５．０３５）ニトロタル－イ
ソプロピル、（１５．０３６）オキサモカルブ（ｏｘａｍｏｃａｒｂ）、（１５．０３７
）オキシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）、（１５．０３８）ペンタクロロフェ
ノール及び塩、（１５．０３９）フェノトリン、（１５．０４０）亜リン酸及びその塩、
（１５．０４１）プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅｔ
ｙｌａｔｅ）、（１５．０４２）プロパノシン－ナトリウム（ｐｒｏｐａｎｏｓｉｎ－ｓ
ｏｄｉｕｍ）、（１５．０４３）ピリモルフ、（１５．０４４）ピロールニトリン、（１
５．０４５）テブフロキン、（１５．０４６）テクロフタラム、（１５．０４７）トルニ
ファニド、（１５．０４８）トリアゾキシド、（１５．０４９）トリクラミド、（１５．
０５０）ザリラミド、（１５．０５１）（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３
－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝
カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イ
ル　２－メチルプロパノエート、（１５．０５２）１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（
２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］
－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（
トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．０５３）１－
（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１
，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イ
ル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
エタノン、（１５．０５４）オキサチアピプロリン、（１５．０５５）１－（４－メトキ
シフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボ
キシレート、（１５．０５６）２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル
）ピリジン、（１５．０５７）２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリ
ミジン－４（３Ｈ）－オン、（１５．０５８）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４
］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－
テトロン、（１５．０５９）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ
－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１
－イル）エタノン、（１５．０６０）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－
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１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－
ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリ
ジン－１－イル）エタノン、（１５．０６１）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェニル－４，５－ジ
ヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジ
ン－１－イル｝エタノン、（１５．０６２）２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピル－
４Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．０６３）２－クロロ－５－［２－クロロ－１－（２
，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチル－１Ｈ－イミダゾール－５－イ
ル］ピリジン、（１５．０６４）２－フェニルフェノール及び塩、（１５．０６５）３－
（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－
イル）キノリン、（１５．０６６）３，４，５－トリクロロピリジン－２，６－ジカルボ
ニトリル、（１５．０６７）３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－４－（２，６－
ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、（１５．０６８）４－（４－クロロフェ
ニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジン、（１５．
０６９）５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、（１５．０７０）５
－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン－１－イル）チオフェン－２－ス
ルホノヒドラジド、（１５．０７１）５－フルオロ－２－［（４－フルオロベンジル）オ
キシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．０７２）５－フルオロ－２－［（４－メチルベ
ンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．０７３）５－メチル－６－オクチル
［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（１５．０７４）（
２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルアクリル酸エチル、（１５．０７５）Ｎ
’－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イル］
オキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、
（１５．０７６）Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２
－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．０７７）Ｎ－［（４－ク
ロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１
－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．０７８）Ｎ－［（５－ブロモ－３－
クロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（１５．０７
９）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジク
ロロニコチンアミド、（１５．０８０）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－
２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードニコチンアミド、（１５．０８１）Ｎ－
｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，
３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、（１５．０８２）Ｎ－
｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，
３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド、（１５．０８３）Ｎ’
－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキ
シ］－２－クロロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド
、（１５．０８４）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，
３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミ
ド、（１５．０８５）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ
）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－
カルボキサミド、（１５．０８６）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリ
フルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－
Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チア
ゾール－４－カルボキサミド、（１５．０８７）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テ
トラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２
－イル｝カルバミン酸ペンチル、（１５．０８８）フェナジン－１－カルボン酸、（１５
．０８９）キノリン－８－オール、（１５．０９０）キノリン－８－オールスルフェート



(89) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

（２：１）、（１５．０９１）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－
イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミ
ン酸ｔｅｒｔ－ブチル、（１５．０９２）（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピリ
ジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン、（１５
．０９３）Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－イン－１－イ
ル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンア
ミド、（１５．０９４）４－オキソ－４－［（２－フェニルエチル）アミノ］ブタン酸、
（１５．０９５）｛６－［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル
）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸
ブタ－３－イン－１－イル、（１５．０９６）４－アミノ－５－フルオロピリミジン－２
－オール（互変異性体形態：４－アミノ－５－フルオロピリミジン－２（１Ｈ）－オン）
、（１５．０９７）３，４，５－トリヒドロキシ安息香酸プロピル、（１５．０９８）［
３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１
，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール、（１５．０９９）
（Ｓ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェ
ニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール、（１５
．１００）（Ｒ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフ
ルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）メタノー
ル、（１５．１０１）２－フルオロ－６－（トリフルオロメチル）－Ｎ－（１，１，３－
トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ベンズアミド、（１５．１
０２）２－（６－ベンジルピリジン－２－イル）キナゾリン、（１５．１０３）２－［６
－（３－フルオロ－４－メトキシフェニル）－５－メチルピリジン－２－イル］キナゾリ
ン、（１５．１０４）３－（４，４－ジフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロ
イソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．１０５）アブシジン酸、（１５．１０６）
Ｎ’－［５－ブロモ－６－（２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－２－イルオキシ）－２
－メチルピリジン－３－イル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（１５．
１０７）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［１－（３，５－ジフルオロフェニル）エトキシ］－
２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（１５
．１０８）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（１Ｒ）－１－（３，５－ジフルオロフェニル）
エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミア
ミド、（１５．１０９）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（１Ｓ）－１－（３，５－ジフルオ
ロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイ
ミドホルミアミド、（１５．１１０）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（シス－４－イソプロ
ピルシクロヘキシル）オキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メ
チ
ルイミドホルミアミド、（１５．１１１）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（トランス－４－
イソプロピルシクロヘキシル）オキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（１５．１１２）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフル
オロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１３）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シ
クロプロピルベンジル）－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１４）Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチルベン
ジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１５）Ｎ－（５－クロロ－２－エチ
ルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１６）Ｎ－（５－クロロ－２
－イソプロピルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フル
オロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１７）Ｎ－シク
ロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－フルオロベンジル）－
５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１８）
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Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（５－フルオロ－
２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
１５．１１９）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－フルオロベンジル
）－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（１５．１２０）Ｎ－（２－シクロペンチル－５－フルオロベンジル）－
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２１）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオ
ロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－フルオロ－６－イソプロピルベンジル）－１－メ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２２）Ｎ－シクロプロピル－
３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－メチルベンジル）－５－フルオロ－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２３）Ｎ－シクロプロ
ピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピル－５－メチル
ベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２４）Ｎ
－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－メチルベンジル）－３－（ジフルオ
ロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１
５．１２５）Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル
－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（１５．１２６）Ｎ－［５－クロロ－２－（トリフルオロメチル）ベンジル
］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２７）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフ
ルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［５－メチル－２－（トリフルオロメ
チル）ベンジル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２８）Ｎ－［２
－クロロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフル
オロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
１５．１２９）Ｎ－［３－クロロ－２－フルオロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル
］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１３０）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフ
ルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－４，５－ジメチルベンジル）－５－フルオロ－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１３１）Ｎ－シクロプロピル
－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピルベンジル）－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボチオアミド、（１５．１３２）Ｎ’－（２，５－
ジメチル－４－フェノキシフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（
１５．１３３）Ｎ’－｛４－［（４，５－ジクロロ－１，３－チアゾール－２－イル）オ
キシ］－２，５－ジメチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（
１５．１３４）Ｎ－（４－クロロ－２，６－ジフルオロフェニル）－４－（２－クロロ－
４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．
１３５）９－フルオロ－２，２－ジメチル－５－（キノリン－３－イル）－２，３－ジヒ
ドロ－１，４－ベンゾオキサアゼピン、（１５．１３６）２－｛２－フルオロ－６－［（
８－フルオロ－２－メチルキノリン－３－イル）オキシ］フェニル｝プロパン－２－オー
ル、（１５．１３７）２－｛２－［（７，８－ジフルオロ－２－メチルキノリン－３－イ
ル）オキシ］－６－フルオロフェニル｝プロパン－２－オール、（１５．１３８）４－（
２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－フルオロフェニル）－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１３９）４－（２－クロロ－４－フルオロ
フェニル）－Ｎ－（２，６－ジフルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－５－アミン、（１５．１４０）４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（
２－クロロ－６－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミ
ン、（１５．１４１）４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－
６－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．
１４２）Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロ
フェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４３）４－
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（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－ブロモフェニル）－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４４）４－（２－ブロモ－４－フルオロ
フェニル）－Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－アミン、（１５．１４５）４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－
Ｎ－（２－クロロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１
５．１４６）Ｎ－（２－ブロモフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）
－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４７）４－（２－クロ
ロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－
ピラゾール－５－アミン、（１５．１４８）４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）
－Ｎ－（２，６－ジフルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－ア
ミン、（１５．１４９）４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－フルオ
ロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１５０）Ｎ
’－（４－｛３－［（ジフルオロメチル）スルファニル］フェノキシ｝－２，５－ジメチ
ルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（１５．１５１）Ｎ’－（
２，５－ジメチル－４－｛３－［（１，１，２，２－テトラフルオロエチル）スルファニ
ル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（１５．１
５２）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛３－［（２，２，２－トリフルオロエチル）ス
ルファニル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（
１５．１５３）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛３－［（２，２，３，３－テトラフル
オロプロピル）スルファニル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミド
ホルミアミド、（１５．１５４）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛３－［（ペンタフル
オロエチル）スルファニル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホ
ルミアミド、（１５．１５５）Ｎ’－（４－｛［３－（ジフルオロメトキシ）フェニル］
スルファニル｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミア
ミド、（１５．１５６）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛［３－（１，１，２，２－テ
トラフルオロエトキシ）フェニル］スルファニル｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
イミドホルミアミド、（１５．１５７）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛［３－（２，
２，２－トリフルオロエトキシ）フェニル］スルファニル｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチルイミドホルミアミド、（１５．１５８）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛［３
－（２，２，３，３－テトラフルオロプロポキシ）フェニル］スルファニル｝フェニル）
－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（１５．１５９）Ｎ’－（２，５－ジメ
チル－４－｛［３－（ペンタフルオロエトキシ）フェニル］スルファニル｝フェニル）－
Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルミアミド、（１５．１６０）２－［３，５－ビス（ジ
フルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛５－［２－（プ
ロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾー
ル－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（
１５．１６１）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
］－１－［４－（４－｛５－［２－フルオロ－６－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ
）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾ
ール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．１６２）２－［３，５－ビ
ス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛５－［２
－クロロ－６－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－
イル］エタノン、（１５．１６３）２－｛３－［２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－１，３
－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－イル｝フェ
ニル　メタンスルホネート、（１５．１６４）２－｛３－［２－（１－｛［３，５－ビス
（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル
）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－
イル｝－３－クロロフェニル　メタンスルホネート、（１５．１６５）２－［３，５－ビ
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ス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛（５Ｓ）
－５－［２－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１
，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イ
ル］エタノン、（１５．１６６）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛（５Ｒ）－５－［２－（プロパ－２－イン－１
－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１
，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．１６７）２－
［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４
－｛（５Ｓ）－５－［２－フルオロ－６－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニ
ル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２
－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．１６８）２－［３，５－ビス（ジフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛（５Ｒ）－５－［
２－フルオロ－６－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒド
ロ
－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１
－イル］エタノン、（１５．１６９）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－
ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛（５Ｓ）－５－［２－クロロ－６－（プロ
パ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール
－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１
５．１７０）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛（５Ｒ）－５－［２－クロロ－６－（プロパ－２－イン－１－イル
オキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－
チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．１７１）２－｛（５
Ｓ）－３－［２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５
－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－イル｝フェニル　メタンスルホネート、（１５
．１７２）２－｛（５Ｒ）－３－［２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－
１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－１，３－チアゾール
－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－イル｝フェニル　メタン
スルホネート、（１５．１７３）２－｛（５Ｓ）－３－［２－（１－｛［３，５－ビス（
ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）
－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－イ
ル｝－３－クロロフェニル　メタンスルホネート、（１５．１７４）２－｛（５Ｒ）－３
－［２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
アセチル｝ピペリジン－４－イル）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒド
ロ－１，２－オキサゾール－５－イル｝－３－クロロフェニル　メタンスルホネート。
【０１７９】
　混合成分としての生物学的有害生物防除剤
　式（Ｉ）で表される化合物は、生物学的有害生物防除剤と組み合わせることができる。
【０１８０】
　生物学的有害生物防除剤としては、特に、細菌類、菌類、酵母類、植物抽出物及び微生
物によって形成される生成物（例えば、タンパク質又は二次代謝産物）などがある。
【０１８１】
　生物学的有害生物防除剤としては、細菌類、例えば、芽胞形成性細菌、根にコロニーを
形成する細菌及び生物学的殺虫剤、殺菌剤又は殺線虫剤として作用する細菌などがある。
【０１８２】
　生物学的有害生物防除剤として使用されているか又は使用することが可能な上記細菌類
の例は、以下のものである：
バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃ
ｉｅｎｓ）株ＦＺＢ４２（ＤＳＭ　２３１１７９）、又は、バシルス・セレウス（Ｂａｃ
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ｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）、特に、バシルス・セレウス（Ｂ．　ｃｅｒｅｕｓ）株ＣＮ
ＣＭ　Ｉ－１５６２、又は、バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）
株Ｉ－１５８２（受託番号　ＣＮＣＭ　Ｉ－１５８２）、又は、バシルス・プミルス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＧＢ３４（受託番号　ＡＴＣＣ　７００８
１４）及び株ＱＳＴ２８０８（受託番号　ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７）、又は、バシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（受託番号　
ＡＴＣＣ　ＳＤ－１３９７）、又は、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂ
ｔｉｌｉｓ）株ＱＳＴ７１３（受託番号　ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６１）、又は、バシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）株ＯＳＴ　３０００２（受託番号
　ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４２１）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、特に、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　イスラエレンシ
ス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉ
ｓ）（抗原型　Ｈ－１４）株ＡＭ６５－５２（受託番号　ＡＴＣＣ　１２７６）、又は、
バシルス・ツリンギエンシス　亜種　アイザワイ（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　
ｓｕｂｓｐ．　ａｉｚａｗａｉ）、特に、株ＡＢＴＳ－１８５７（ＳＤ－１３７２）、又
は、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　クルスタキ（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＨＤ－１、又は、バシルス・ツリンギエンシス
　亜種　テネブリオニス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅ
ｂｒｉｏｎｉｓ）株ＮＢ　１７６（ＳＤ－５４２８）、パステウリア・ペネトランス（Ｐ
ａｓｔｅｕｒｉａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、パステウリア属種（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）（ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏ
ｒｍｉｓ）線虫）－ＰＲ３（受託番号　ＡＴＣＣ　ＳＤ－５８３４）、ストレプトミセス
・ミクロフラブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｍｉｃｒｏｆｌａｖｕｓ）株ＡＱ６１２
１（＝　ＱＲＤ　３１．０１３、ＮＲＲＬ　Ｂ－５０５５０）、ストレプトミセス・ガル
ブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）株ＡＱ　６０４７（受託番号　ＮＲＲ
Ｌ　３０２３２）。
【０１８３】
　生物学的有害生物防除剤として使用されているか又は使用することが可能な菌類及び酵
母類の例は、以下のものである：
ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株ＡＴＣＣ
　７４０４０、コニオチリウム・ミニタンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａ
ｎｓ）、特に、株ＣＯＮ／Ｍ／９１－８（受託番号　ＤＳＭ－９６６０）、レカニシリウ
ム属種（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、特に、株ＨＲＯ　ＬＥＣ　１２、レ
カニシリウム・レカニイ（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）（以前は、ベ
ルチシリウム・レカニイ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ））として知られ
ていた）、特に、株ＫＶ０１、メタリジウム・アニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ
　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）、特に、株Ｆ５２（ＤＳＭ３８８４／　ＡＴＣＣ　９０４４８
）、メトスクニコウィア・フルクチコラ（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｗｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃ
ｏｌａ）、特に、株ＮＲＲＬ　Ｙ－３０７５２、パエシロミセス・フモソロセウス（Ｐａ
ｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）（新：イサリア・フモソロセア（Ｉ
ｓａｒｉａ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅａ））、特に、株ＩＦＰＣ　２００６１３又は株Ａｐ
ｏｐｋａ　９７（受託番号　ＡＴＣＣ　２０８７４）、パエシロミセス・リラシヌス（Ｐ
ａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）、特に、パエシロミセス・リラシヌス（
Ｐ．　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）株２５１（ＡＧＡＬ　８９／０３０５５０）、タラロミセス
・フラブス（Ｔａｌａｒｏｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ）、特に、株Ｖ１１７ｂ、トリコデ
ルマ・アトロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）、特に、株ＳＣ
１（受託番号　ＣＢＳ　１２２０８９）、トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄ
ｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、特に、トリコデルマ・ハルジアヌム・リファイ（Ｔ．
　ｈａｒｚｉａｎｕｍ　ｒｉｆａｉ）Ｔ３９（受託番号　ＣＮＣＭ　Ｉ－９５２）。
【０１８４】
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　生物学的有害生物防除剤として使用されているか又は使用することが可能なウイルス類
の例は、以下のものである：
リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）
、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）、オオタバコ
ガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）核多角体病ウイルス（ＮＰＶ）、シロ
イチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）ｍＮＰＶ、ツマジロクサヨトウ
（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）ｍＮＰＶ、エジプトヨトウ（Ａｆｒｉ
ｃａｎ　ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌ
ｉｓ）ＮＰＶ。
【０１８５】
　植物又は植物の部分又は植物の器官に対して「接種源」として加えられて、それらの特
定の特性によって植物の成長及び植物の健康を増進する細菌類及び菌類も、同様に包含さ
れる。挙げることができる例は、以下のものである：
アグロバクテリウム属種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、アゾリゾビウム・
カウリノダンス（Ａｚｏｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｃａｕｌｉｎｏｄａｎｓ）、アゾスピリル
ム属種（Ａｚｏｓｐｉｒｉｌｌｕｍ　ｓｐｐ．）、アゾトバクテル属種（Ａｚｏｔｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ブラジリゾビウム属種（Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、ブルクホルデリア属種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、特に、ブルクホ
ルデリア・セパシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃｉａ）（以前は、プセウド
モナス・セパシア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）として知られていた）、
ギガスポラ属種（Ｇｉｇａｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）又はギガスポラ・モノスポルム（Ｇｉ
ｇａｓｐｏｒａ　ｍｏｎｏｓｐｏｒｕｍ）、グロムス属種（Ｇｌｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
ラッカリア属種（Ｌａｃｃａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ラクトバシルス・ブクネリ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｕｃｈｎｅｒｉ）、パラグロムス属種（Ｐａｒａｇｌｏｍｕｓ　
ｓｐｐ．）、ピソリツス・チンクトルス（Ｐｉｓｏｌｉｔｈｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｕｓ）
、プセウドモナス属種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウム属種（Ｒｈｉ
ｚｏｂｉｕｍ　ｓｐｐ．）、特に、リゾビウム・トリホリイ（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｔｒ
ｉｆｏｌｉｉ）、リゾポゴン属種（Ｒｈｉｚｏｐｏｇｏｎ　ｓｐｐ．）、スクレロデルマ
属種（Ｓｃｌｅｒｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、スイルス属種（Ｓｕｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ストレプトミセス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０１８６】
　生物学的有害生物防除剤として使用されているか又は使用することが可能な、植物抽出
物及び微生物によって形成される生成物（これは、タンパク質及び二次代謝産物を包含す
る）の例は、以下のものである：
ニンニク（Ａｌｌｉｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）、ニガヨモギ（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ａｂｓ
ｉｎｔｈｉｕｍ）、アザジラクチン（ａｚａｄｉｒａｃｈｔｉｎ）、Ｂｉｏｋｅｅｐｅｒ
　ＷＰ、カッシア・ニグリカンス（Ｃａｓｓｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎｓ）、セラストルス
・アングラツス（Ｃｅｌａｓｔｒｕｓ　ａｎｇｕｌａｔｕｓ）、アメリカアリタソウ（Ｃ
ｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｎｔｈｅｌｍｉｎｔｉｃｕｍ）、キチン、Ａｒｍｏｕｒ－Ｚｅ
ｎ、セイヨウオシダ（Ｄｒｙｏｐｔｅｒｉｓ　ｆｉｌｉｘ－ｍａｓ）、スギナ（Ｅｑｕｉ
ｓｅｔｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ）、Ｆｏｒｔｕｎｅ　Ａｚａ、Ｆｕｎｇａｓｔｏｐ、Ｈｅａ
ｄｓ　Ｕｐ（キノア（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ｑｕｉｎｏａ）サポニン抽出物）、除虫
菊（Ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ／Ｐｙｒｅｔｈｒｉｎｓ）、スリナムニガキ（Ｑｕａｓｓｉａ　
ａｍａｒａ）、コナラ属（Ｑｕｅｒｃｕｓ）、キラヤ属（Ｑｕｉｌｌａｊａ）、Ｒｅｇａ
ｌｉａ、（「ＲｅｑｕｉｅｍＴＭ　Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ」）、ロテノン、リアニア／
リアノジン、ヒレハリソウ（Ｓｙｍｐｈｙｔｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ）、ヨモギギク
（Ｔａｎａｃｅｔｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、チモール、Ｔｒｉａｃｔ　７０、ＴｒｉＣｏ
ｎ、キンレンカ（Ｔｒｏｐａｅｕｌｕｍ　ｍａｊｕｓ）、セイヨウイラクサ（Ｕｒｔｉｃ
ａ　ｄｉｏｉｃａ）、Ｖｅｒａｔｒｉｎ、セイヨウヤドリギ（Ｖｉｓｃｕｍ　ａｌｂｕｍ
）、アブラナ科（Ｂｒａｓｓｉｃａｃｅａｅ）抽出物、特に、ナタネ粉末又はカラシナ粉
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末。
【０１８７】
　混合成分としての薬害軽減剤
　式（Ｉ）で表される化合物は、薬害軽減剤、例えば、ベノキサコール、クロキントセッ
ト（－メキシル）、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジクロルミド、フェンクロラ
ゾール（－エチル）、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール
、イソキサジフェン（－エチル）、メフェンピル（－ジエチル）、ナフタル酸無水物、オ
キサベトリニル、２－メトキシ－Ｎ－（｛４－［（メチルカルバモイル）アミノ］フェニ
ル｝スルホニル）ベンズアミド（ＣＡＳ　１２９５３１－１２－０）、４－（ジクロロア
セチル）－１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］デカン（ＣＡＳ　７１５２６－０７－
３）、２，２，５－トリメチル－３－（ジクロロアセチル）－１，３－オキサゾリジン（
ＣＡＳ　５２８３６－３１－４）。
【０１８８】
　植物及び植物の部分
　本発明に従って、全ての植物及び植物の全ての部分を処理することができる。ここで、
植物は、望ましい及び望ましくない野生植物又は作物植物（天然に発生している作物植物
を包含する）のような全ての植物及び植物個体群、例えば、穀類（コムギ、イネ、ライコ
ムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、テンサイ
、サトウキビ、トマト、エンドウマメ及び他の野菜種、ワタ、タバコ、ナタネ、並びに、
さらに、果実植物（果実のリンゴ、ナシ、柑橘類果実及びブドウを有するもの）などを意
味するものと理解される。作物植物は、慣習的な育種法と最適化法によって得ることがで
きる植物であり得るか、又は、生物工学的方法と遺伝子工学的方法によって得ることがで
きる植物であり得るか、又は、前記方法の組合せによって得ることができる植物であるこ
とができる。そのような作物植物には、トランスジェニック植物も包含され、また、植物
育種家の権利によって保護され得る植物品種又は保護され得ない植物品種も包含される。
植物の部分は、苗条、葉、花及び根などの、植物の地上部及び地下部の全ての部分及び器
官を意味するものと理解されるべきであり、挙げられる例は、葉、針状葉、茎、幹、花、
子実体、果実及び種子、並びに、さらに、根、塊茎及び根茎などである。収穫物、並びに
、栄養繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）
及び生殖繁殖器官（ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ
）、例えば、挿穂（ｃｕｔｔｉｎｇ）、塊茎、根茎、かき苗（ｓｌｉｐ）及び種子なども
、植物の部分に包含される。
【０１８９】
　式（Ｉ）で表される化合物を用いた植物及び植物の部分の本発明による処理は、慣習的
な処理方法によって、例えば、浸漬、散布、気化、煙霧（ｆｏｇｇｉｎｇ）、ばらまき、
塗布、注入などによって、直接的に行うか、又は、該化合物を植物及び植物の部分の周囲
、生息環境若しくは貯蔵空間に作用させることにより行い、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａ
ｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、１以上のコーテ
ィングを施すことによっても行う。
【０１９０】
　上記で既に述べたように、本発明に従って、全ての植物及びそれらの部分を処理するこ
とができる。好ましい実施形態では、野生の植物種及び植物品種、又は、交雑若しくはプ
ロトプラスト融合のような慣習的な生物学的育種法により得られた植物種及び植物品種、
並びに、それらの部分を処理する。好ましいさらに別の実施形態では、適切な場合には慣
習的な方法と組み合わせた遺伝子工学的方法により得られたトランスジェニック植物及び
植物品種（遺伝子組換え生物）及びそれらの部分を処理する。用語「部分（ｐａｒｔｓ）
」又は「植物の部分（ｐａｒｔｓ　ｏｆ　ｐｌａｎｔｓ）」又は「植物の部分（ｐｌａｎ
ｔ　ｐａｒｔｓ）」については、既に上記で説明した。本発明に従って、特に好ましくは
、それぞれ市販されている慣習的な植物品種又は使用されている慣習的な植物品種の植物
を処理する。植物品種は、慣習的な育種又は突然変異誘発又は組換えＤＮＡ技術によって
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栽培された、新しい特性（「形質」）を有する植物を意味するものと理解される。それら
は、品種、変種、生物型又は遺伝子型であることができる。
【０１９１】
　トランスジェニック植物、種子処理、及び、統合イベント（ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ　
ｅｖｅｎｔｓ）
　特に有利で有益な特性（「形質」）を植物に付与する遺伝物質を遺伝子修飾を介して受
け取った全ての植物は、本発明に従って処理される好ましいトランスジェニック植物又は
植物品種（遺伝子工学により得られたもの）に包含される。そのような特性の例は、植物
の向上した生育、高温又は低温に対する向上した耐性、渇水又は水中若しくは土壌中に含
まれる塩分のレベルに対する向上した耐性、高められた開可能力、向上した収穫の容易性
、促進された成熟、増加した収穫量、収穫された生産物の向上した品質及び／又は向上し
た栄養価、収穫された生産物の改善された貯蔵寿命及び／又は改善された加工性などであ
る。そのような特性のさらに別の特に重要な例は、動物有害生物及び有害微生物（例えば
、昆虫類、クモ形類動物、線虫類、ダニ類、ナメクジ類及びカタツムリ類）に対する植物
の向上した抵抗性、例えば、植物体内で形成された毒素による、特に、バシルス・ツリン
ギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する遺伝物質〔例
えば、遺伝子ＣｒｙＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＩＡ、
ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ及びＣｒ
ｙＩＦ並びにそれらの組合せ〕によって植物体内で産生された毒素による、害虫及び有害
微生物（例えば、昆虫類、クモ形類動物、線虫類、ダニ類、ナメクジ類及びカタツムリ類
）に対する植物の向上した抵抗性、さらに、植物病原性の菌類、細菌類及び／又はウイル
ス類に対する植物の向上した抵抗性、例えば、全身獲得抵抗性（ＳＡＲ）、システミン（
ｓｙｓｔｅｍｉｎ）、フィトアレキシン、誘導因子並びに抵抗性遺伝子とそれにより発現
されるタンパク質及び毒素による、植物病原性の菌類、細菌類及び／又はウイルス類に対
する植物の向上した抵抗性、及び、さらに、特定の除草活性化合物（例えば、イミダゾリ
ノン系、スルホニル尿素系、グリホセート類又はホスフィノトリシン）に対する植物の向
上した耐性である（例えば、「ＰＡＴ」遺伝子）。望まれる当該特性（「形質」）を付与
する遺伝子は、トランスジェニック植物体内で、互いに組み合わせて存在させることも可
能である。トランスジェニック植物の例としては、重要な作物植物、例えば、穀類（コム
ギ、イネ、ライコムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ジャ
ガイモ、テンサイ、サトウキビ、トマト、エンドウマメ及び他種類の野菜、ワタ、タバコ
、ナタネ、並びに、さらに、果実植物（果実のリンゴ、ナシ、柑橘類果実及びブドウを有
するもの）などを挙げることができ、トウモロコシ、ダイズ、コムギ、イネ、ジャガイモ
、ワタ、サトウキビ、タバコ及びナタネは特に重要である。特に重要な特性（「形質」）
は、昆虫類、クモ形類動物、線虫類並びにナメクジ類及びカタツムリ類に対する植物の向
上した抵抗性である。
【０１９２】
　作物保護－処理の種類
　植物及び植物の部分は、慣習的な処理方法を用いて、例えば、浸漬、散布、噴霧、潅漑
、気化、散粉、煙霧、ばらまき、泡状化、塗布、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、注
入、潅水（潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ））、点滴潅漑などによって、式（Ｉ）で表される
化合物で直接的に処理するか、又は、該化合物を植物及び植物の部分の周囲、生息環境若
しくは貯蔵空間に作用させることによって処理し、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａｔｉ
ｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、乾式種子処理、液体種子
処理、スラリー処理によっても処理し、被覆、１以上の被膜によるコーティングなどによ
っても処理する。さらに、式（Ｉ）で表される化合物を微量散布法（ｕｌｔｒａ－ｌｏｗ
　ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅｔｈｏｄ）によって施用することも可能であり、又は、該施用形態
若しくは式（Ｉ）で表される化合物自体を土壌中に注入することも可能である。
【０１９３】
　植物の好ましい直接的な処理は、茎葉施用である。即ち、式（Ｉ）で表される化合物を
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茎葉部に施用し、その際、処理頻度及び施用量は、当該有害生物の発生のレベルに従って
適合させるべきである。
【０１９４】
　浸透移行性活性化合物の場合、式（Ｉ）で表される化合物は、さらにまた、根系を介し
ても植物に達する。従って、植物は、その植物の生息環境に対して式（Ｉ）で表される化
合物を作用させることによって処理する。これは、例えば、潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ）
によって、又は、土壌若しくは栄養溶液に混合させる〔即ち、植物の成育場所（例えば、
土壌、又は、水耕系）に式（Ｉ）で表される化合物の液体形態を含浸させる〕ことによっ
て、又は、土壌施用〔即ち、式（Ｉ）で表される化合物を固体形態で（例えば、顆粒形態
で）植物の成育場所に導入する〕ことによって、達成することができる。水稲作物の場合
には、これは、固体施用形態にある式（Ｉ）で表される化合物（例えば、粒剤として）を
計量して湛水された水田に供給することによっても、達成することができる。
【０１９５】
　種子の処理
　植物の種子を処理することによる動物有害生物の防除は、長い間知られており、継続的
に改良が加えられている。しかしながら、種子の処理には、必ずしも満足のいくように解
決することができるわけではない一連の問題が伴っている。かくして、植物の貯蔵中、播
種後又は出芽後に有害生物防除剤を追加で施用することを不要とするか又は少なくとも著
しく低減させるような、種子及び発芽中の植物を保護する方法を開発することは望ましい
。さらに、使用する活性化合物によって植物自体に損傷を引き起こすことなく、動物有害
生物による攻撃から種子及び発芽中の植物が最適に保護されるように、使用する活性化合
物の量を最適化することも望ましい。特に、種子を処理する方法では、最少量の有害生物
防除剤を使用して種子及び発芽中の植物の最適な保護を達成するために、有害生物抵抗性
トランスジェニック植物又は有害生物耐性トランスジェニック植物の内因性の殺虫特性又
は殺線虫特性も考慮に入れるべきである。
【０１９６】
　従って、本発明は、特に、有害生物による攻撃から種子及び発芽中の植物を保護する方
法にも関し、ここで、該方法は、当該種子を式（Ｉ）で表される化合物のうちの１種類で
処理することによる。種子及び発芽中の植物を有害生物による攻撃から保護するための本
発明の方法は、さらに、該種子を、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分によって、１回
の操作で同時に又は順次に処理するような方法も包含する。それは、さらにまた、該種子
を、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分によって、異なった時点で処理するような方法
も包含する。
【０１９７】
　本発明は、さらに、種子及びその種子から生じた植物を動物有害生物に対して保護する
ために種子を処理するための、式（Ｉ）で表される化合物の使用にも関する。
【０１９８】
　本発明は、さらに、動物有害生物に対して保護されるように、式（Ｉ）で表される化合
物で処理された種子にも関する。本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される化合物と混合成
分によって同時に処理された種子にも関する。本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される化
合物と混合成分によって異なった時点で処理された種子にも関する。式（Ｉ）で表される
化合物と混合成分によって異なった時点で処理された種子の場合、個々の物質は、その種
子の表面上の異なった層の中に存在し得る。この場合、式（Ｉ）で表される化合物と混合
成分を含んでいる層は、場合により、中間層によって分離させることができる。本発明は
、さらにまた、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分が被膜の一部分として又は被膜に加
えられたさらなる１つの層若しくは複数の層として施用されている種子にも関する。
【０１９９】
　本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される化合物で処理された後で、埃による種子の摩耗
を防止するために、フィルムコーティングプロセスに付される種子にも関する。
【０２００】
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　式（Ｉ）で表される浸透移行的に作用する化合物における有利な点の１つは、種子を処
理することによって、動物有害生物に対して、その種子自体が保護されるのみではなく、
その種子から生じる植物も出芽後に保護されるということである。このようにして、播種
時又は播種後間もなくに作物を直接処理する手間を省くことができる。
【０２０１】
　別の有利な点は、式（Ｉ）で表される化合物で種子を処理することによって、処理され
た種子の発芽及び出芽が増進され得るということである。
【０２０２】
　式（Ｉ）で表される化合物を、特に、トランスジェニック種子に対しても使用すること
が可能であるということも、有利であると考えられる。
【０２０３】
　さらに、式（Ｉ）で表される化合物は、シグナル伝達技術の組成物と組合せて使用する
ことが可能であり、その結果として、共生生物（例えば、根粒菌、菌根菌及び／又は内部
寄生性の細菌若しくは菌類）によるコロニー形成が良好になり、及び／又は、窒素固定が
最適化される。
【０２０４】
　式（Ｉ）で表される化合物は、農業において、温室内で、森林で又は園芸において使用
される全ての植物品種の種子を保護するのに適している。特に、これは、穀類（例えば、
コムギ、オオムギ、ライムギ、アワ及びエンバク）、トウモロコシ、ワタ、ダイズ、イネ
、ジャガイモ、ヒマワリ、コーヒー、タバコ、カノラ、ナタネ、ビート（例えば、テンサ
イ及び飼料用ビート）、ラッカセイ、野菜（例えば、トマト、キュウリ、インゲンマメ、
アブラナ科野菜、タマネギ及びレタス）、果実植物、芝生及び観賞植物の種子を包含する
。穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ及びエンバク）、トウモロコシ、ダイズ、
ワタ、カノラ、ナタネ及びイネの種子を処理することは、特に重要である。
【０２０５】
　既に上記で記載したように、式（Ｉ）で表される化合物によるトランスジェニック種子
の処理も、特に重要である。これは、ポリペプチド（特に、殺虫特性及び／又は殺線虫特
性を有するポリペプチド）の発現を制御する少なくとも１種類の異種遺伝子を概して含ん
でいる植物の種子を包含する。トランスジェニック種子内のこれらの異種遺伝子は、この
場合、バシルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）種、リゾビウム（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）種、プセウ
ドモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）種、セラチア（Ｓｅｒｒａｔｉａ）種、トリコデル
マ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ）種、クラビバクテル（Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）種、グロ
ムス（Ｇｌｏｍｕｓ）種又はグリオクラジウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）種などの微生
物に由来し得る。本発明は、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）に由来する少な
くとも１種類の異種遺伝子を含んでいるトランスジェニック種子を処理するのに特に適し
ている。該異種遺伝子は、さらに好ましくは、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する。
【０２０６】
　本発明に関連して、式（Ｉ）で表される化合物は、種子に対して施用する。該種子は、
好ましくは、処理の過程で損傷が起こらないように充分に安定な状態で処理する。一般に
、該種子は、収穫と播種の間の任意の時点で処理することができる。慣習的には、植物か
ら分離されていて、穂軸、殻、葉柄、外皮、被毛又は果肉が除かれている種子を使用する
。例えば、収穫され、不純物が取り除かれ、及び、貯蔵を可能とする含水量となるまで乾
燥された種子を使用することができる。あるいは、乾燥後に例えば水で処理され、その後
再度乾燥された種子（例えば、プライミング）を使用することもできる。イネの種子の場
合、例えば、特定の段階（鳩胸段階）に達するまで水中で予め吸水させた種子を使用する
ことも可能であり、それによって、発芽が改善され、及び、出芽がより均一になる。
【０２０７】
　種子を処理する場合、種子の発芽が悪影響を受けないように、又は、種子から生じた植
物が損傷を受けないように、種子に施用する式（Ｉ）で表される化合物の量及び／又はさ
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らなる添加剤の量を選択することに、概して注意しなければならない。このことは、とり
わけ、特定の施用量で薬害作用を示し得る活性化合物の場合に、確実に実施しなければな
らない。
【０２０８】
　一般に、式（Ｉ）で表される化合物は、適切な製剤の形態で種子に施用する。種子を処
理するための適切な製剤及びプロセスは、当業者には知られている。
【０２０９】
　式（Ｉ）で表される化合物は、慣習的な種子粉衣製剤、例えば、溶液剤、エマルション
剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤、スラリー剤又は種子用の別のコーティング組成物などに変
換することが可能であり、及び、さらに、ＵＬＶ製剤に変換することも可能である。
【０２１０】
　これらの製剤は、既知方法で、式（Ｉ）で表される化合物を、慣習的な添加剤、例えば
、慣習的な増量剤、及び、さらに、溶媒又は希釈剤、着色剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、
消泡剤、防腐剤、第２の増粘剤、粘着剤、ジベレリン類などと混合させ、及び、さらに、
水と混合させることによって、調製する。
【０２１１】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる着色
剤は、そのような目的に関して慣習的な全ての着色剤である。水中であまり溶解しない顔
料又は水中で溶解する染料を使用することができる。その例としては、「Ｒｈｏｄａｍｉ
ｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２」及び「Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ
　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤などを挙げることができる。
【０２１２】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な湿潤剤は、農薬活性化合物の製剤に関して慣習的な、湿潤を促進する全ての物質である
。好ましくは、アルキルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピルナフタレン
スルホネート又はジイソブチルナフタレンスルホネートなどを使用する。
【０２１３】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる適切
な分散剤及び／又は乳化剤は、農薬活性化合物の製剤に関して慣習的な非イオン性、アニ
オン性及びカチオン性の全ての分散剤である。好ましくは、非イオン性若しくはアニオン
性の分散剤又は非イオン性若しくはアニオン性の分散剤の混合物を使用する。適している
非イオン性分散剤としては、特に、エチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックポリ
マー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類及びトリスチリルフェノールポリ
グリコールエーテル類、並びに、それらのリン酸化誘導体又は硫酸化誘導体などがある。
適しているアニオン性分散剤は、特に、リグノスルホネート類、ポリアクリル酸塩類及び
アリールスルホネート－ホルムアルデヒド縮合物である。
【０２１４】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる消泡
剤は、農薬活性化合物の製剤に関して慣習的な全ての泡抑制物質である。好ましくは、シ
リコーン消泡剤及びステアリン酸マグネシウムを使用することができる。
【０２１５】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる防腐
剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。例とし
て、ジクロロフェン及びベンジルアルコールヘミホルマールなどを挙げることができる。
【０２１６】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる第２
の増粘剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。
好ましい例としては、セルロース誘導体、アクリル酸誘導体、キサンタン、変性クレー及
び微粉化シリカなどを挙げることができる。
【０２１７】
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　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な粘着剤は、種子粉衣製品中で使用可能な全ての慣習的な結合剤である。好ましい例とし
ては、ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びチロースなど
を挙げることができる。
【０２１８】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができるジベ
レリン類は、好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレ
リンＡ４及びジベレリンＡ７である。特に好ましくは、ジベレリン酸を使用する。ジベレ
リン類は知られている（ｃｆ．　Ｒ．　Ｗｅｇｌｅｒ　“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆｌ
ａｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ａｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍｉ
ｔｔｅｌ”　ｖｏｌ．　２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，　１９７０，　ｐｐ．
　４０１－４１２）。
【０２１９】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤は、広い範囲のさまざまな種類の種
子を処理するために、直接的に使用することができるか、又は、予め水で希釈したあとで
使用することができる。例えば、濃厚製剤（ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）又は水で希釈する
ことによって濃厚製剤から得ることができる調製物は、穀類、例えば、コムギ、オオムギ
、ライムギ、エンバク及びライコムギなどの種子を粉衣するのに使用することが可能であ
り、並びに、さらに、トウモロコシ、イネ、ナタネ、エンドウマメ、インゲンマメ、ワタ
、ヒマワリ、ダイズ及びビートの種子を粉衣するのに使用することも可能であり、又は、
広い範囲のさまざまな野菜の種子を粉衣するのに使用することが可能である。本発明に従
って使用することが可能な種子粉衣製剤又はそれらの希釈された使用形態は、トランスジ
ェニック植物の種子を粉衣するのにも使用することが可能である。
【０２２０】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤又はその種子粉衣製剤から調製され
た使用形態を用いて種子を処理する場合、種子粉衣のために慣習的に使用可能な全ての混
合装置が有用である。具体的には、種子粉衣における手順は、種子を混合機（これは、バ
ッチ式又は連続的に作動される）の中に入れること、所望される特定量の種子粉衣製剤を
、そのままで添加するか又は予め水で希釈したあとで添加すること、及び、該製剤が当該
種子の表面に均質に分配されるまで混合させることである。適切な場合には、続いて乾燥
工程を行う。
【０２２１】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の施用量は、比較的広い範囲内で変
えることができる。それは、当該製剤中の式（Ｉ）で表される化合物の特定の含有量及び
当該種子に左右される。式（Ｉ）で表される化合物の施用量は、一般に、種子１ｋｇ当た
り０．００１～５０ｇであり、好ましくは、種子１ｋｇ当たり０．０１～１５ｇである。
【０２２２】
　動物衛生
　動物衛生の分野、即ち、獣医学の分野においては、式（Ｉ）で表される化合物は、動物
寄生生物に対して、特に、外部寄生生物又は内部寄生生物に対して、活性を示す。用語「
内部寄生生物」は、特に、蠕虫類及び原生動物（例えば、コクシジウム）を包含する。外
部寄生生物は、典型的には、及び、好ましくは、節足動物、特に、昆虫類及びダニ類であ
る。
【０２２３】
　獣医学の分野において、恒温動物に対する毒性が好ましい程度である式（Ｉ）で表され
る化合物は、動物育種及び畜産業において、家畜動物、育種用動物、動物園の動物、研究
室の動物、実験動物及び家庭内動物（ｄｏｍｅｓｔｉｃ　ａｎｉｍａｌ）において発生す
る寄生生物を防除するのに適している。
【０２２４】
　農業用家畜としては、例えば、以下のものを挙げることができる：哺乳動物、例えば、
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ヒツジ、ヤギ、ウマ、ロバ、ラクダ、スイギュウ、ウサギ、トナカイ、ダマジカ、並びに
、特に、ウシ及びブタ；家禽類、例えば、シチメンチョウ、アヒル、ガチョウ、及び、特
に、ニワトリ；魚類及び甲殻類の動物、例えば、水産養殖における魚類及び甲殻類の動物
；及び、さらに、昆虫類、例えば、ミツバチ類。
【０２２５】
　家庭内動物としては、例えば、以下のものを挙げることができる：哺乳動物、例えば、
ハムスター、テンジクネズミ、ラット、マウス、チンチラ、フェレット、及び、特に、イ
ヌ、ネコ、籠の鳥、爬虫類、両生類、又は、水槽の魚。
【０２２６】
　好ましい実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、哺乳動物に対して投与される。
【０２２７】
　好ましい別の実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、鳥類に対して、即ち、籠の
鳥、及び、特に、家禽類に対して、投与される。
【０２２８】
　動物寄生生物を防除するために式（Ｉ）で表される化合物を使用することは、上記動物
の病気、死亡事例を低減又は予防すること、及び、生産性（ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ）（
肉、ミルク、羊毛、皮革、卵、蜂蜜などの場合）の低下を低減又は予防することが意図さ
れ、その結果、より経済で且つより容易な畜産業が可能となり、及び、より良好な動物の
健康状態が達成され得る。
【０２２９】
　動物衛生の分野に関連して、用語「防除する（ｃｏｎｔｒｏｌ）」又は「防除する（ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ）」は、式（Ｉ）で表される化合物が、寄生生物に感染している動
物におけるその個々の寄生生物の発生を害がない程度にまで低減させることにおいて有効
であることを意味する。さらに具体的には、「防除する」は、本発明に関連して、式（Ｉ
）で表される化合物が、個々の寄生生物を殺すことが可能であること、その成長を阻害す
ることが可能であること、又は、その増殖を阻害することが可能であることを意味する。
【０２３０】
　節足動物としては、以下のものを挙げることができる：
　アノプルリダ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）の、例えば、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍ
ａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノグナツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プチルス属種（Ｐｈｔｉｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、ソレノポテス属種（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）；　マロファギ
ダ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）並びにアムブリセリナ亜目（Ａｍｂｌｙｃｅｒｉｎａ
）及びイスクノセリナ亜目（Ｉｓｃｈｎｏｃｅｒｉｎａ）の、例えば、トリメノポン属種
（Ｔｒｉｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、メノポン属種（Ｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、ト
リノトン属種（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ボビコラ属種（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｓｐ
ｐ．）、ウェルネキエラ属種（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、レピケントロン
属種（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ダマリナ属種（Ｄａｍａｌｉｎａ　ｓｐｐ
．）、トリコデクテス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、フェリコラ属種（
Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）；　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）並びにネマトセリナ亜目（
Ｎｅｍａｔｏｃｅｒｉｎａ）及びブラキセリナ亜目（Ｂｒａｃｈｙｃｅｒｉｎａ）の、例
えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アノフェレス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ
　ｓｐｐ．）、クレキス属種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍｕｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ．）、エウシムリウム属種（Ｅｕｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、フレボト
ムス属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ルトゾミイヤ属種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉ
ａ　ｓｐｐ．）、クリコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリソプス属
種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、オダグミア属種（Ｏｄａｇｍｉａ　ｓｐｐ．）、ウ
ィルヘルミア属種（Ｗｉｌｈｅｌｍｉａ　ｓｐｐ．）、ヒボミトラ属種（Ｈｙｂｏｍｉｔ
ｒａ　ｓｐｐ．）、アチロツス属種（Ａｔｙｌｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属種（Ｔ
ａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．）、



(102) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

フィリポミイア属種（Ｐｈｉｌｉｐｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ブラウラ属種（Ｂｒａｕｌ
ａ　ｓｐｐ．）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒドロタエア属種（Ｈｙｄｒｏ
ｔａｅａ　ｓｐｐ．）、ストモキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、ハエマトビア
属種（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、モレリア属種（Ｍｏｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．
）、ファンニア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、グロシナ属種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓ
ｐｐ．）、カリホラ属種（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ルシリア属種（Ｌｕｃｉ
ｌｉａ　ｓｐｐ．）、クリソミイア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ウォール
ファールチア属種（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、サルコファガ属種（Ｓａｒｃ
ｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデル
マ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈ
ｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポボスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、リポプテ
ナ属種（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｓｐｐ．）、メロファグス属種（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　
ｓｐｐ．）、リノエストルス属種（Ｒｈｉｎｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チプラ属種（
Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）の、例えば、プ
レキス属種（Ｐｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａ
ｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ツンガ属種（Ｔｕｎｇａ　ｓｐｐ．）、キセノプシラ属種（Ｘ
ｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　
ｓｐｐ．）；
　ヘテロプテリダ目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ）の、例えば、シメキス属種（Ｃｉｍ
ｅｘ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属種（
Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パンストロンギルス属種（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ
　ｓｐｐ．）；並びに、さらに、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉｄａ）の有害害虫及び衛
生有害生物。
【０２３１】
　節足動物としては、さらに、以下のものを挙げることができる：
　ダニ亜綱（Ａｃａｒｉ（Ａｃａｒｉｎａ））及びメタスチグマタ目（Ｍｅｔａｓｔｉｇ
ｍａｔａ）の、例えば、ヒメダニ科（Ａｒｇａｓｉｄａｅ）の、例えば、アルガス属種（
Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、オルニトドルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、オトビウス属種（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、マダニ科（Ｉｘｏｄｉｄａｅ）の、例
えば、イキソデス属種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アンブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏ
ｍｍａ　ｓｐｐ．）、リピセファルス（ボオフィルス）属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕ
ｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）　ｓｐｐ．）、デルマセントル属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ
　ｓｐｐ．）、ハエマフィサリス属種（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒア
ロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈ
ａｌｕｓ　ｓｐｐ．）（多宿主ダニの原属）；　メソスチグマタ目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍ
ａｔａ）の、例えば、デルマニスス属種（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニ
トニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、プネウモニスス属種（Ｐｎｅ
ｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ライリエチア属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ　ｓｐｐ．
）、プネウモニスス属種（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ステルノストマ属種
（Ｓｔｅｒｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、バロア属種（Ｖａｒｒｏａ　ｓｐｐ．）、アカ
ラピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）；　アクチネジダ目（Ａｃｔｉｎｅｄｉｄａ
（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ））の、例えば、アカラピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ
．）、ケイレチエラ属種（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、オルニトケイレチア
属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、ミオビア属種（Ｍｙｏｂｉａ　
ｓｐｐ．）、プソレルガテス属種（Ｐｓｏｒｅｒｇａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デモデキス属
種（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．）、トロムビクラ属種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．
）、ネオトロムビクラ属種（Ｎｅｏｔｒｏｍｂｉｃｕｌｌａ　ｓｐｐ．）、リストロホル
ス属種（Ｌｉｓｔｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）；及び、アカリジダ目（Ａｃａｒｉｄｉ
ｄａ（Ａｓｔｉｇｍａｔａ））の、例えば、アカルス属種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
チロファグス属種（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、カログリフス属種（Ｃａｌｏｇ



(103) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

ｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデクテス属種（Ｈｙｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、プ
テロリクス属種（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プソロプテス属種（Ｐｓｏｒｏ
ｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コリオプテス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、オトデ
クテス属種（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、ノトエドレス属種（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｓｐｐ．）、クネミドコプテス
属種（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、シトジテス属種（Ｃｙｔｏｄｉｔｅｓ
　ｓｐｐ．）、ラミノシオプテス属種（Ｌａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０２３２】
　寄生性原生動物としては、以下のものを挙げることができる：
　鞭毛虫亜門（Ｍａｓｔｉｇｏｐｈｏｒａ）（鞭毛虫類（Ｆｌａｇｅｌｌａｔａ））、例
えば、トリパノソーマ科（Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａｔｉｄａｅ）、例えば、トリパノソー
マ．ｂ．・ブルセイ（Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａ　ｂ．　ｂｒｕｃｅｉ）、トリパノソーマ
．ｂ．・ガムビエンセ（Ｔ．ｂ．　ｇａｍｂｉｅｎｓｅ）、トリパノソーマ．ｂ．・ロデ
シエンセ（Ｔ．ｂ．　ｒｈｏｄｅｓｉｅｎｓｅ）、トリパノソーマ・コンゴレンセ（Ｔ．
　ｃｏｎｇｏｌｅｎｓｅ）、トリパノソーマ・クルジ（Ｔ．　ｃｒｕｚｉ）、トリパノソ
ーマ・エバンシ（Ｔ．　ｅｖａｎｓｉ）、トリパノソーマ・エクイヌム（Ｔ．　ｅｑｕｉ
ｎｕｍ）、トリパノソーマ・レウィシ（Ｔ．　ｌｅｗｉｓｉ）、トリパノソーマ・ペルカ
エ（Ｔ．　ｐｅｒｃａｅ）、トリパノソーマ・シミアエ（Ｔ．　ｓｉｍｉａｅ）、トリパ
ノソーマ・ビバキス（Ｔ．　ｖｉｖａｘ）、レイスマニア・ブラシリエンシス（Ｌｅｉｓ
ｈｍａｎｉａ　ｂｒａｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、レイスマニア・ドノバニ（Ｌ．　ｄｏｎｏ
ｖａｎｉ）、レイスマニア・トロピカ（Ｌ．　ｔｒｏｐｉｃａ）；例えば、トリコモナス
科（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｄｉｄａｅ）、例えば、ギアルジア・ラムブリア（Ｇｉａｒｄ
ｉａ　ｌａｍｂｌｉａ）、ギアルジア・カニス（Ｇ．　ｃａｎｉｓ）；
　有毛根足虫亜門（Ｓａｒｃｏｍａｓｔｉｇｏｐｈｏｒａ）（根足虫類（Ｒｈｉｚｏｐｏ
ｄａ））；例えば、エントアメーバ科（Ｅｎｔａｍｏｅｂｉｄａｅ）、例えば、エンタモ
エバ・ヒストリチカ（Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ）；　ハルトマネリ
ダエ科（Ｈａｒｔｍａｎｅｌｌｉｄａｅ）、例えば、アカンタモエバ属種（Ａｃａｎｔｈ
ａｍｏｅｂａ　ｓｐ．）、ハルマレラ属種（Ｈａｒｍａｎｅｌｌａ　ｓｐ．）；
　アピコンプレックス門（Ａｐｉｃｏｍｐｌｅｘａ）（胞子虫類（Ｓｐｏｒｏｚｏａ））
、例えば、エイメリア科（Ｅｉｍｅｒｉｄａｅ）、例えば、エイメリア・アセルブリナ（
Ｅｉｍｅｒｉａ　ａｃｅｒｖｕｌｉｎａ）、エイメリア・アデノイデス（Ｅ．　ａｄｅｎ
ｏｉｄｅｓ）、エイメリア・アラバメンシス（Ｅ．　ａｌａｂａｍｅｎｓｉｓ）、エイメ
リア・アナチス（Ｅ．　ａｎａｔｉｓ）、エイメリア・アンセリナ（Ｅ．　ａｎｓｅｒｉ
ｎａ）、エイメリア・アルロインギ（Ｅ．　ａｒｌｏｉｎｇｉ）、エイメリア・アシャタ
（Ｅ．　ａｓｈａｔａ）、エイメリア・アウブルネンシス（Ｅ．　ａｕｂｕｒｎｅｎｓｉ
ｓ）、エイメリア・ボビス（Ｅ．　ｂｏｖｉｓ）、エイメリア・ブルネッチ（Ｅ．　ｂｒ
ｕｎｅｔｔｉ）、エイメリア・カニス（Ｅ．　ｃａｎｉｓ）、エイメリア・キンキラエ（
Ｅ．　ｃｈｉｎｃｈｉｌｌａｅ）、エイメリア・クルペアルム（Ｅ．　ｃｌｕｐｅａｒｕ
ｍ）、エイメリア・コルムバエ（Ｅ．　ｃｏｌｕｍｂａｅ）、エイメリア・コントルタ（
Ｅ．　ｃｏｎｔｏｒｔａ）、エイメリア・クランダリス（Ｅ．　ｃｒａｎｄａｌｉｓ）、
エイメリア・デブリエクキ（Ｅ．　ｄｅｂｌｉｅｃｋｉ）、エイメリア・ジスペルサ（Ｅ
．　ｄｉｓｐｅｒｓａ）、エイメリア・エリプソイダレス（Ｅ．　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄａ
ｌｅｓ）、エイメリア・ファルシホルミス（Ｅ．　ｆａｌｃｉｆｏｒｍｉｓ）、エイメリ
ア・ファウレイ（Ｅ．　ｆａｕｒｅｉ）、エイメリア・フラベセンス（Ｅ．　ｆｌａｖｅ
ｓｃｅｎｓ）、エイメリア・ガロパボニス（Ｅ．　ｇａｌｌｏｐａｖｏｎｉｓ）、エイメ
リア・ハガニ（Ｅ．　ｈａｇａｎｉ）、エイメリア・インテスチナリス（Ｅ．　ｉｎｔｅ
ｓｔｉｎａｌｉｓ）、エイメリア・イロクオイナ（Ｅ．　ｉｒｏｑｕｏｉｎａ）、エイメ
リア・イレシズア（Ｅ．　ｉｒｒｅｓｉｄｕａ）、エイメリア・ラベアナ（Ｅ．　ｌａｂ
ｂｅａｎａ）、エイメリア・レウカルチ（Ｅ．　ｌｅｕｃａｒｔｉ）、エイメリア・マグ
ナ（Ｅ．　ｍａｇｎａ）、エイメリア・マキシマ（Ｅ．　ｍａｘｉｍａ）、エイメリア・
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メジア（Ｅ．　ｍｅｄｉａ）、エイメリア・メレアグリジス（Ｅ．　ｍｅｌｅａｇｒｉｄ
ｉｓ）、エイメリア・メレアグリミチス（Ｅ．　ｍｅｌｅａｇｒｉｍｉｔｉｓ）、エイメ
リア・ミチス（Ｅ．　ｍｉｔｉｓ）、エイメリア・ネカトリキス（Ｅ．　ｎｅｃａｔｒｉ
ｘ）、エイメリア・ニナコーリアキモバエ（Ｅ．　ｎｉｎａｋｏｈｌｙａｋｉｍｏｖａｅ
）、エイメリア・オビス（Ｅ．　ｏｖｉｓ）、エイメリア・パルバ（Ｅ．　ｐａｒｖａ）
、エイメリア・パボニス（Ｅ．　ｐａｖｏｎｉｓ）、エイメリア・ペルホランス（Ｅ．　
ｐｅｒｆｏｒａｎｓ）、エイメリア・ファサニ（Ｅ．　ｐｈａｓａｎｉ）、エイメリア・
ピリホルミス（Ｅ．　ｐｉｒｉｆｏｒｍｉｓ）、エイメリア・プラエコキス（Ｅ．　ｐｒ
ａｅｃｏｘ）、エイメリア・レシズア（Ｅ．　ｒｅｓｉｄｕａ）、エイメリア・スカブラ
（Ｅ．　ｓｃａｂｒａ）、エイメリア属種（Ｅ．　ｓｐｅｃ．）、エイメリア・スチエダ
イ（Ｅ．　ｓｔｉｅｄａｉ）、エイメリア・スイス（Ｅ．　ｓｕｉｓ）、エイメリア・テ
ネラ（Ｅ．　ｔｅｎｅｌｌａ）、エイメリア・ツルンカタ（Ｅ．　ｔｒｕｎｃａｔａ）、
エイメリア・ツルッタエ（Ｅ．　ｔｒｕｔｔａｅ）、エイメリア・ズエルニイ（Ｅ．　ｚ
ｕｅｒｎｉｉ）、グロビジウム属種（Ｇｌｏｂｉｄｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、イソスポラ・
ベリ（Ｉｓｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｌｉ）、イソスポラ・カニス（Ｉ．　ｃａｎｉｓ）、イ
ソスポラ・フェリス（Ｉ．　ｆｅｌｉｓ）、イソスポラ・オヒオエンシス（Ｉ．　ｏｈｉ
ｏｅｎｓｉｓ）、イソスポラ・リボルタ（Ｉ．　ｒｉｖｏｌｔａ）、イソスポラ属種（Ｉ
．　ｓｐｅｃ．）、イソスポラ・スイス（Ｉ．　ｓｕｉｓ）、シスチソスポラ属種（Ｃｙ
ｓｔｉｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃ．）、クリプトスポリジウム属種（Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏ
ｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、特に、クリプトスポリジウム・パルブム（Ｃ．　ｐａｒｖ
ｕｍ）；例えば、トキソプラズマ科（Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａｄｉｄａｅ）、例えば、トキ
ソプラズマ・ゴンジイ（Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａ　ｇｏｎｄｉｉ）、ハモンジア・ヘイドル
ニイ（Ｈａｍｍｏｎｄｉａ　ｈｅｙｄｏｒｎｉｉ）、ネオスポラ・カニヌム（Ｎｅｏｓｐ
ｏｒａ　ｃａｎｉｎｕｍ）、ベスノイチア・ベスノイチイ（Ｂｅｓｎｏｉｔｉａ　ｂｅｓ
ｎｏｉｔｉｉ）；例えば、肉胞子虫科（Ｓａｒｃｏｃｙｓｔｉｄａｅ）、例えば、サルコ
シスチス・ボビカニス（Ｓａｒｃｏｃｙｓｔｉｓ　ｂｏｖｉｃａｎｉｓ）、サルコシスチ
ス・ボビホルミス（Ｓ．　ｂｏｖｉｈｏｍｉｎｉｓ）、サルコシスチス・オビカニス（Ｓ
．　ｏｖｉｃａｎｉｓ）、サルコシスチス・オビフェリス（Ｓ．　ｏｖｉｆｅｌｉｓ）、
サルコシスチス・ネウロナ（Ｓ．　ｎｅｕｒｏｎａ）、サルコシスチス属種（Ｓ．　ｓｐ
ｅｃ．）、サルコシスチス・スイホミニス（Ｓ．　ｓｕｉｈｏｍｉｎｉｓ）；例えば、レ
ウコゾイダエ科（Ｌｅｕｃｏｚｏｉｄａｅ）、例えば、レウコジトゾオン・シモンジ（Ｌ
ｅｕｃｏｚｙｔｏｚｏｏｎ　ｓｉｍｏｎｄｉ）；例えば、プラスモディウム科（Ｐｌａｓ
ｍｏｄｉｉｄａｅ）、例えば、プラスモジウム・ベルゲイ（Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｂｅ
ｒｇｈｅｉ）、プラスモジウム・ファルシパルム（Ｐ．　ｆａｌｃｉｐａｒｕｍ）、プラ
スモジウム・マラリアエ（Ｐ．　ｍａｌａｒｉａｅ）、プラスモジウム・オバレ（Ｐ．　
ｏｖａｌｅ）、プラスモジウム・ビバキス（Ｐ．　ｖｉｖａｘ）、プラスモジウム属種（
Ｐ．　ｓｐｅｃ．）；例えば、ピロプラズマ亜目（Ｐｉｒｏｐｌａｓｍｅａ）、例えば、
バベシア・アルゲンチナ（Ｂａｂｅｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｉｎａ）、バベシア・ボビス（
Ｂ．　ｂｏｖｉｓ）、バベシア・カニス（Ｂ．　ｃａｎｉｓ）、バベシア属種（Ｂ．　ｓ
ｐｅｃ．）、テイレリア・パルバ（Ｔｈｅｉｌｅｒｉａ　ｐａｒｖａ）、テイレリア属種
（Ｔｈｅｉｌｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）；例えば、アデレア亜目（Ａｄｅｌｅｉｎａ）、例
えば、ヘパトゾオン・カニス（Ｈｅｐａｔｏｚｏｏｎ　ｃａｎｉｓ）、ヘパトゾオン属種
（Ｈ．　ｓｐｅｃ．）。
【０２３３】
　病原性内部寄生生物（これは、蠕虫類である）としては、扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈｅ
ｌｍｉｎｔｈａ）〔例えば、単生類（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）、条虫類（ｃｅｓｔｏｄｅｓ
）及び吸虫類（ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）〕、線形動物（ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）、鉤頭動物
門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ）及び舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）などがあ
る。これらのものとしては、以下のものを挙げることができる：
　単生綱（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）：例えば：ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌ
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ｕｓ　ｓｐｐ．）、ダクチロギルス属種（Ｄａｃｔｙｌｏｇｙｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリ
ストマ属種（Ｐｏｌｙｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）；
　条虫類（Ｃｅｓｔｏｄｅｓ）：ギョウジョウチュウ目（Ｐｓｅｕｄｏｐｈｙｌｌｉｄｅ
ａ）の、例えば：ジフィロボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、スピロメトラ属種（Ｓｐｉｒｏｍｅｔｒａ　ｓｐｐ．）、シストセファルス属種（
Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リグラ属種（Ｌｉｇｕｌａ　ｓｐｐ．）
、ボトリジウム属種（Ｂｏｔｈｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジフロゴノポルス属種（Ｄｉ
ｐｈｌｏｇｏｎｏｐｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）；
　エンヨウジョウチュウ目（Ｃｙｃｌｏｐｈｙｌｌｉｄｅ）の、例えば：メソセストイデ
ス属種（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌ
ｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏｃｅｐｈ
ａｌａ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　ｓｐｐ．）、チサノソマ属種
（Ｔｈｙｓａｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、チサニエジア属種（Ｔｈｙｓａｎｉｅｚｉａ　
ｓｐｐ．）、アビテリナ属種（Ａｖｉｔｅｌｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、スチレシア属種（Ｓ
ｔｉｌｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、シトタエニア属種（Ｃｉｔｔｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）
、アンジラ属種（Ａｎｄｙｒａ　ｓｐｐ．）、ベルチエラ属種（Ｂｅｒｔｉｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、タエニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒダチゲラ属種（Ｈｙｄａｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）、ダ
バイネア属種（Ｄａｖａｉｎｅａ　ｓｐｐ．）、ライリエチナ属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉ
ｎａ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノレ
ピス属種（Ｅｃｈｉｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノコチレ属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏ
ｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、ジオルキス属種（Ｄｉｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ジピリジウム
属種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジョイエウキシエラ属種（Ｊｏｙｅｕｘｉｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、ジプロピリジウム属種（Ｄｉｐｌｏｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）
；
　吸虫類（Ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）：二生亜綱（Ｄｉｇｅｎｅａ）の、例えば：ジプロス
トムム属種（Ｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ポストジプロストムム属種（Ｐｏｓ
ｔｈｏｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、シストソマ属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ
　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔｒｉｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）
、オルニトビルハルジア属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、アウス
トロビルハルジア属種（Ａｕｓｔｒｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、ギガントビルハ
ルジア属種（Ｇｉｇａｎｔｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、レウコクロリジウム属種
（Ｌｅｕｃｏｃｈｌｏｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ブラキライマ属種（Ｂｒａｃｈｙｌａ
ｉｍａ　ｓｐｐ．）、エキノストマ属種（Ｅｃｈｉｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エキノ
パリフィウム属種（Ｅｃｈｉｎｏｐａｒｙｐｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エキノカスムス属種
（Ｅｃｈｉｎｏｃｈａｓｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポラエウム属種（Ｈｙｐｏｒａｅｕｍ　
ｓｐｐ．）、ファシオラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオリデス属種（Ｆ
ａｓｃｉｏｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓ
　ｓｐｐ．）、シクロコエルム属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、チフロコエ
ルム属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（Ｐａｒａ
ｍｐｈｉｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カリコホロン属種（Ｃａｌｉｃｏｐｈｏｒｏｎ　ｓ
ｐｐ．）、コチロホロン属種（Ｃｏｔｙｌｏｐｈｏｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ギガントコチレ
属種（Ｇｉｇａｎｔｏｃｏｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、フィスコエデリウス属種（Ｆｉｓｃｈ
ｏｅｄｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ガストロチラクス属種（Ｇａｓｔｒｏｔｈｙｌａｃｕｓ
　ｓｐｐ．）、ノトコチルス属種（Ｎｏｔｏｃｏｔｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、カタトロピス
属種（Ｃａｔａｔｒｏｐｉｓ　ｓｐｐ．）、プラギオルキス属種（Ｐｌａｇｉｏｒｃｈｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、プロストゴニムス属種（Ｐｒｏｓｔｈｏｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
ジクロコエリウム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エウリトレマ属種（Ｅ
ｕｒｙｔｒｅｍａ　ｓｐｐ．）、トログロトレマ属種（Ｔｒｏｇｌｏｔｒｅｍａ　ｓｐｐ
．）、パラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、コリリクルム属種（Ｃ
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ｏｌｌｙｒｉｃｌｕｍ　ｓｐｐ．）、ナノフィエツス属種（Ｎａｎｏｐｈｙｅｔｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、クロノルキス
属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ヘテロフィエス属種（Ｈｅｔｅｒｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、メタゴニムス属種
（Ｍｅｔａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）；
　線虫類：ベンチュウ目（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ）の、例えば：トリクリス属種（
Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）
、パラカピラリア属種（Ｐａｒａｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、エウコレウス属種
（Ｅｕｃｏｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコモソイデス属種（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｓｏｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、トリキネラ属種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）；
　クキセンチュウ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ）の、例えば：ミクロネマ属種（Ｍｉｃｒｏ
ｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ
．）；
　カンセンチュウ目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｄａ）の、例えば：ストロンギルス属種（Ｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリオドントホルス属種（Ｔｒｉｏｄｏｎｔｏｐｈｏｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴドンツス属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｄｏｎｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、トリコネマ属種（Ｔｒｉｃｈｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ギアロセファルス属種（Ｇ
ｙａｌｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロファリンキス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒ
ｏｐｈａｒｙｎｘ　ｓｐｐ．）、ポテリオストムム属種（Ｐｏｔｅｒｉｏｓｔｏｍｕｍ　
ｓｐｐ．）、シクロコセルクス属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｃｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、シリコ
ステファヌス属種（Ｃｙｌｉｃｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴストム
ム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒ
ｔｉａ　ｓｐｐ．）、ステファヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アン
シロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウンシナリア属種（Ｕｎｃｉｎ
ａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎｅｃａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種
（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、グロボセファルス属種（Ｇｌｏｂｏｃｅｐｈａｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、シアトストマ属種
（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、メタストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎ
ｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ムエレリウス属種（Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種
（Ｐｒｏｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオストロンギルス属種（Ｎｅｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シストカウルス属種（Ｃｙｓｔｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、プネウモストロンギルス属種（Ｐｎｅｕｍｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
スピコカウルス属種（Ｓｐｉｃｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エラホストロンギルス属種
（Ｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、パレラホストロンギルス属種（Ｐａ
ｒｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）、パラクレノソマ属種（Ｐａｒａｃｒｅｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、オス
レルス属種（Ｏｓｌｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アンギオストロンギルス属種（Ａｎｇｉｏｓ
ｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アエルロストロンギルス属種（Ａｅｌｕｒｏｓｔｒｏ
ｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、フィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
パラフィラロイデス属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、トリコストロン
ギルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａ
ｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．
）、テラドルサギア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇｉａ　ｓｐｐ．）、マルシャラギア属種
（Ｍａｒｓｈａｌｌａｇｉａ　ｓｐｐ．）、クーペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、ニッポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリ
グモソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇｍｏｓｏｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属種
（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オベリスコイデス属種（Ｏｂｅｌｉｓｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（Ｏｌｌ
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ｕｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）；
　センビセンチュウ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）の、例えば：オキシウリス属種（Ｏｘｙｕ
ｒｉｓ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パサル
ルス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シファシア属種（Ｓｙｐｈａｃｉａ　ｓ
ｐｐ．）、アスピクルリス属種（Ａｓｐｉｃｕｌｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種
（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリス属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ト
キサスカリス属種（Ｔｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａ
ｒａ　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、
パラスカリス属種（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓａｋ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリジア属種、（Ａｓｃａｒｉｄｉａ　ｓｐｐ．）、グナトスト
マ属種（Ｇｎａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、フィサロプテラ属種（Ｐｈｙｓａｌｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、ゴンギロネマ属
種（Ｇｏｎｇｙｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハブロネマ属種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐ
ｐ．）、パラブロネマ属種（Ｐａｒａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ドラスキア属種（Ｄ
ｒａｓｃｈｉａ　ｓｐｐ．）、ドラクンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラフ
ィラリア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　
ｓｐｐ．）、ロア属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ．）、ジロフィラリア属種（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、リトモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブル
ギア属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐ
ｉｒｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）；
　鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ）：ダイコウトウチュウ目（Ｏｌｉｇａｃ
ａｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：マクラカントリンクス属種（Ｍａｃｒａｃ
ａｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プロステノルキス属種（Ｐｒｏｓｔｈｅｎｏ
ｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）；　ポリモルフス目（Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｄａ）の、例えば：
フィリコリス属種（Ｆｉｌｉｃｏｌｌｉｓ　ｓｐｐ．）；　サジョウコウトウチュウ目（
Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｉｄａ）の、例えば：モニリホルミス属種（Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍ
ｉｓ　ｓｐｐ．）；
　コウトウチュウ目（Ｅｃｈｉｎｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：アカントセファル
ス属種（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノリンクス属種（Ｅｃｈｉ
ｎｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、レプトリンコイデス属種（Ｌｅｐｔｏｒｈｙｎｃｈ
ｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）；
　舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）：ポロケファルス目（Ｐｏｒｏｃｅｐｈａｌｉｄ
ａ）の、例えば：リングアツラ属種（Ｌｉｎｇｕａｔｕｌａ　ｓｐｐ．）。
【０２３４】
　獣医学の分野において、及び、畜産業において、式（Ｉ）で表される化合物は、当技術
分野において一般的に知られている方法によって、例えば、適切な調製物の形態で、経腸
経路、非経口的経路、経皮的経路又は経鼻的経路を介して投与する。投与は、予防的又は
治療的であり得る。
【０２３５】
　かくして、本発明の一実施形態は、薬物としての式（Ｉ）で表される化合物の使用であ
る。
【０２３６】
　さらなる態様は、抗内部寄生生物剤としての、特に、殺蠕虫剤（ｈｅｌｍｉｎｔｈｉｃ
ｉｄａｌ　ａｇｅｎｔ）又は抗原生動物剤（ａｎｔｉｐｒｏｔｏｚｏｉｃ　ａｇｅｎｔ）
としての、式（Ｉ）で表される化合物の使用である。式（Ｉ）で表される化合物は、例え
ば、動物育種において、畜産業において、動物小屋の中で、及び、衛生学の分野において
、抗内部寄生生物剤として使用するのに、特に、殺蠕虫剤又は抗原生動物剤として使用す
るのに、適している。



(108) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

【０２３７】
　さらなる態様は、抗外部寄生生物剤としての、特に、殺虫剤又は殺ダニ剤などの殺節足
動物剤としての、式（Ｉ）で表される化合物の使用に関する。さらなる態様は、例えば、
畜産業における、動物育種における、動物小屋の中で、又は、衛生学の分野における、抗
外部寄生生物剤としての、特に、殺虫剤又は殺ダニ剤などの殺節足動物剤としての、式（
Ｉ）で表される化合物の使用に関する。
【０２３８】
　駆虫性混合成分
　以下の駆虫性混合成分を例として挙げることができる：
　殺吸虫活性化合物（ｔｒｅｍａｔｉｃｉｄａｌｌｙ　ａｃｔｉｖｅ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ
）及び殺条虫活性化合物（ｃｅｓｔｏｃｉｄａｌｌｙ　ａｃｔｉｖｅ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ
）を包含する駆虫活性化合物：
　大環状ラクトン系の、例えば、アバメクチン、ドラメクチン、エマメクチン、エプリノ
メクチン、イベルメクチン、ミルベマイシン、モキシデクチン、ネマデクチン、セラメク
チン；
　ベンゾイミダゾール系及びプロベンゾイミダゾール系の、例えば、アルベンダゾール、
アルベンダゾール－スルホキシド、カムベンダゾール、シクロベンダゾール、フェバンテ
ル、フェンベンダゾール、フルベンダゾール、メベンダゾール、ネトビミン（ｎｅｔｏｂ
ｉｍｉｎ）、オキシフェンダゾール（ｏｘｆｅｎｄａｚｏｌｅ）、オキシベンダゾール（
ｏｘｉｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、パルベンダゾール（ｐａｒｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、チアベ
ンダゾール（ｔｈｉａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、チオファネート（ｔｈｉｏｐｈａｎａｔｅ
）、トリクラベンダゾール（ｔｒｉｃｌａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）；
　シクロオクタデプシペプチド系（ｃｙｃｌｏｏｃｔａｄｅｐｓｉｐｅｐｔｉｄｅｓ）の
、例えば、エモデプシド（ｅｍｏｄｅｐｓｉｄｅ）、ＰＦ１０２２；
　アミノアセトニトリル誘導体系の、例えば、モネパンテル（ｍｏｎｅｐａｎｔｅｌ）；
　テトラヒドロピリミジン系の、例えば、モランテル、ピランテル、オキサンテル；
　イミダゾチアゾール系の、例えば、ブタミソール、レバミソール、テトラミソール；
　サリチルアニリド系の、例えば、ブロモキサニド、ブロチアニド、クリオキサニド、ク
ロサンテル、ニクロサミド、オキシクロザニド、ラフォキサニド、トリブロムサラン；
　パラヘルクアミド系の、例えば、デルクアンテル、パラヘルクアミド；
　アミノフェニルアミジン系の、例えば、アミダンテル、デアシル化アミダンテル（ｄＡ
ＭＤ）、トリベンジミジン；
　有機リン酸エステル系の、例えば、クマホス、クルホメート、ジクロルボス、ハロキソ
ン、ナフタロホス（ｎａｐｈｔｈａｌｏｆｏｓ）、トリクロルホン；
　置換フェノール系の、例えば、ビチオノール、ジソフェノール、ヘキサクロロフェン、
ニクロホラン、メニクロホラン（ｍｅｎｉｃｌｏｐｈｏｌａｎ）、ニトロキシニル；
　ピペラジノン系の、例えば、プラジクアンテル（ｐｒａｚｉｑｕａｎｔｅｌ）、エプシ
プランテル；
　さまざまな別の系の、例えば、アモスカネート（ａｍｏｓｃａｎａｔｅ）、ベフェニウ
ム、ブナミジン、クロナゼパム、クロルスロン、ジアンフェネチド、ジクロロフェン、ジ
エチルカルバマジン、エメチン、へトリン（ｈｅｔｏｌｉｎ）、ヒカントン、ルカントン
、ミラシル（Ｍｉｒａｃｉｌ）、ミラサン（ｍｉｒａｓａｎ）、ニクロサミド、ニリダゾ
ール、ニトロキシニル（ｎｉｔｒｏｘｙｎｉｌ）、ニトロスカネート、オルチプラズ、オ
ムファロチン、オキサムニキン、パロモマイシン、ピペラジン、レソランテル。
【０２３９】
　媒介動物の防除
　式（Ｉ）で表される化合物は、媒介動物（ｖｅｃｔｏｒ）の防除において使用すること
も可能である。本発明に関連して、媒介動物は、病原体（例えば、ウイルス類、蠕虫類（
ｗｏｒｍｓ）、単細胞生物及び細菌類）を病原体保有宿主（植物、動物、ヒトなど）から
宿主まで運ぶことが可能な節足動物（特に、昆虫又はクモ形類動物）である。該病原体は
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、宿主に機械的に運ばれ得る（例えば、非刺咬性ハエによるトラコーマ）、又は、宿主体
内への注入後に運ばれ得る（例えば、蚊によるマラリア原虫）。
【０２４０】
　媒介動物の例及び媒介動物によって運ばれる疾患又は病原体は、以下のとおりである：
（１）蚊類
　・　ハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）：　マラリア、フィラリア症；
　・　アカイエカ（Ｃｕｌｅｘ）：　日本脳炎、フィラリア症、別のウイルス性疾患、蠕
虫類の運搬；
　・　ヤブカ（Ａｅｄｅｓ）：　黄熱病、デング熱、フィラリア症、別のウイルス性疾患
；
　・　ブユ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）：　蠕虫類（特に、回旋糸状虫（Ｏｎｃｈｏｃｅｒ
ｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ））の運搬；
（２）シラミ類：　皮膚感染、流行性発疹チフス；
（３）ノミ類：　伝染病、発疹熱；
（４）ハエ類：　睡眠病（トリパノソーマ病）；コレラ、別の細菌性疾患；
（５）ダニ類：　ダニ症（ａｃａｒｉｏｓｉｓ）、流行性発疹チフス、リケッチア痘瘡、
野兎病、セントルイス脳炎、ダニ媒介脳炎（ＴＢＥ）、クリミア・コンゴ出血熱、ボレリ
ア症（ｂｏｒｒｅｌｉｏｓｉｓ）；
（６）マダニ類：　ボレリア症（ｂｏｒｅｌｌｉｏｓｅｓ）、例えば、ダットン回帰熱ボ
レリア（Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｄｕｔｔｏｎｉ）、ダニ媒介脳炎、Ｑ熱（Ｃｏｘｉｅｌｌａ
　ｂｕｒｎｅｔｉｉ）、バベシア症（Ｂａｂｅｓｉａ　ｃａｎｉｓ　ｃａｎｉｓ）。
【０２４１】
　本発明に関連して、媒介動物の例は、植物ウイルスを植物に運ぶことが可能な昆虫類、
例えば、アブラムシ類、ハエ類、ヨコバイ類又はアザミウマ類などである。植物ウイルス
を運ぶことが可能な別の媒介動物は、ハダニ類、シラミ類、甲虫類及び線虫類である。
【０２４２】
　本発明に関連して、媒介動物のさらなる例は、病原体を動物及び／又はヒトに運ぶこと
が可能な昆虫類及びクモ形類動物、例えば、蚊類〔特に、ヤブカ属（Ａｅｄｅｓ）の蚊、
ハマダラカ属（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）の蚊、例えば、ガンビエハマダラカ（Ａ．ｇａｍｂ
ｉａｅ）、アノフェレス・アラビエンシス（Ａ．ａｒａｂｉｅｎｓｉｓ）、アノフェレス
・フネスツス（Ａ．ｆｕｎｅｓｔｕｓ）、アノフェレス・ジルス（Ａ．ｄｉｒｕｓ）（マ
ラリア）、及び、アカイエカ属（Ｃｕｌｅｘ）の蚊〕、シラミ類、ノミ類、ハエ類、ダニ
類及びマダニ類である。
【０２４３】
　式（Ｉ）で表される化合物が抵抗性を打破する（ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ－ｂｒｅａｋｉ
ｎｇ）場合、媒介動物の防除は、同様に可能である。
【０２４４】
　式（Ｉ）で表される化合物は、疾患の予防及び／又は媒介動物によって運ばれる病原体
の予防において使用するのに適している。かくして、本発明のさらなる態様は、例えば、
農業において、園芸において、林業において、庭園やレジャー施設において、及び、さら
に、材料物質や貯蔵生産物の保護において、媒介動物を防除するための式（Ｉ）で表され
る化合物の使用である。
【０２４５】
　工業材料の保護
　式（Ｉ）で表される化合物は、昆虫類〔例えば、コウチュウ目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ
）、ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）、シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、チョウ目（
Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）及びシミ目（Ｚｙ
ｇｅｎｔｏｍａ）の昆虫類〕による攻撃又は破壊に対して工業材料を保護するのに適して
いる。
【０２４６】
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　本発明に関連して、工業材料は、非生物材料、例えば、好ましくは、プラスチック、接
着剤、サイズ、紙及び厚紙、皮革、木材、加工木材製品及び塗料などを意味するものと理
解される。本発明は、木材を保護するために使用するのが特に好ましい。
【０２４７】
　さらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、少なくとも１種類のさらなる殺
虫剤及び／又は少なくとも１種類の殺菌剤と一緒に使用する。
【０２４８】
　さらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、即時使用可能な（ｒｅａｄｙ－
ｔｏ－ｕｓｅ）有害生物防除剤として存在している。即ち、それは、さらなる変更を加え
ることなく、当該材料物質に施用することが可能である。適切なさらなる殺虫剤又は殺菌
剤は、特に、上記で挙げたものである。
【０２４９】
　驚くべきことに、式（Ｉ）で表される化合物は、海水又は淡海水と接触するもの、特に
、船体、スクリーン、網、建造物、係船設備及び信号システムなどを、付着物から保護す
るために使用することができるということも分かった。同様に、式（Ｉ）で表される化合
物は、単独で、又は、別の活性化合物と組合せて、防汚剤として使用することができる。
【０２５０】
　衛生分野における動物有害生物の防除
　式（Ｉ）で表される化合物は、衛生分野において動物有害生物を防除するのに適してい
る。より特定的には、本発明は、家庭内保護分野において、衛生保護分野において、及び
、貯蔵生産物の保護において、特に、密閉空間（例えば、住居、工場の通路、オフィス及
び車両の客室）において遭遇する昆虫類、クモ形類動物及びダニ類を防除する為に、使用
することができる。動物有害生物を防除するために、式（Ｉ）で表される化合物は、単独
で使用するか、又は、別の活性化合物及び／又は補助剤と組み合わせて使用する。それら
は、好ましくは、家庭用殺虫剤製品に含ませて使用する。式（Ｉ）で表される化合物は、
感受性種及び抵抗性種に対して有効であり、さらに、全ての成育段階に対して有効である
。
【０２５１】
　これらの有害生物としては、例えば、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）のサソリ目（Ｓｃ
ｏｒｐｉｏｎｅｓ）、クモ目（Ａｒａｎｅａｅ）及びザトウムシ目（Ｏｐｉｌｉｏｎｅｓ
）の有害生物、ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）及びヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の
有害生物、昆虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）のゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）、コウチュウ
目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）、ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）、ハエ目（Ｄｉｐ
ｔｅｒａ）、カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）、ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒ
ａ）、シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、チョウ目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、シラミ
目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）、チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）、バッタ目
（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ　又は　Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）、ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔ
ｅｒａ）及びシミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）の有害生物、並びに、軟甲綱（Ｍａｌａｃｏ
ｓｔｒａｃａ）のワラジムシ目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の有害生物などをあげることができる
。
【０２５２】
　施用は、例えば、エーロゾル、非加圧スプレー製品、例えば、ポンプスプレー及び噴霧
スプレー、自動霧化システム（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｆｏｇｇｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）、
噴霧器（ｆｏｇｇｅｒ）、泡、ゲル、セルロース製又はプラスチック製のエバポレーター
錠剤を有するエバポレーター製品、液体エバポレーター、ゲル及び膜エバポレーター、プ
ロペラ駆動エバポレーター、エネルギーフリー型蒸発システム又は受動型蒸発システム、
防虫紙（ｍｏｔｈ　ｐａｐｅｒｓ）、防虫バッグ（ｍｏｔｈ　ｂａｇｓ）及び防虫ゲル（
ｍｏｔｈ　ｇｅｌｓ）において実施するか、又は、粒剤若しくは粉剤として、ばらまき用
の餌に入れて実施するか、又は、ベイトステーションで実施する。
【０２５３】
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　調製方法及び中間体の説明
　以下の調製実施例及び使用実施例によって本発明について例証するが、それらの実施例
は、本発明を限定するものではない。生成物は、１Ｈ　ＮＭＲ分光法及び／又はＬＣ－Ｍ
Ｓ（液体クロマトグラフィー－質量分析法）によって特徴付けを行った。
【０２５４】
　ｌｏｇＰ値は、「ＯＥＣＤ　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ　１１７（ＥＣ　Ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ
　９２／６９／ＥＥＣ」）に従い、下記方法によって、逆相（ＲＰ）カラム（Ｃ１８）を
用いるＨＰＬＣ（高性能液体クロマトグラフィー）によって求めた：
［ａ］　酸性範囲内におけるＬＣ－ＭＳの測定は、移動相として０．１％水性ギ酸及びア
セトニトリル（０．１％ギ酸含有）を使用し、１０％アセトニトリルから９５％アセトニ
トリルまでの直線勾配で、ｐＨ２．７で実施した。
【０２５５】
［ｂ］　中性範囲内におけるＬＣ－ＭＳの測定は、移動相として０．００１モル炭酸水素
アンモニウム水溶液及びアセトニトリルを使用し、１０％アセトニトリルから９５％アセ
トニトリルまでの直線勾配で、ｐＨ７．８で実施した。
【０２５６】
　較正は、ｌｏｇＰ値が知られている非分枝鎖アルカン－２－オン（３個～１６個の炭素
原子を有している）を用いて実施した（ｌｏｇＰ値は、連続する２種類のアルカノンの間
の線形補間によって、保持時間に基づいて測定する）。
【０２５７】
　ＮＭＲスペクトルは、フロープローブヘッドを備えた「Ｂｒｕｋｅｒ　ＩＩ　Ａｖａｎ
ｃｅ　４００」（体積６０μＬ）を用いて測定した。個々の場合において、ＮＭＲスペク
トルは、「Ｂｒｕｋｅｒ　Ａｖａｎｃｅ　ＩＩ　６００」を用いて測定した。
【０２５８】
　選択された実施例に関するＮＭＲデータは、古典的な形態（δ値、多重項分裂、水素原
子の数）で記載されている。シグナルの分離は、以下のように記載した：ｓ（一重線）、
ｄ（二重線）、ｔ（三重線）、ｑ（四重線）、ｑｕｉｎｔ（五重線）、ｍ（多重線）、ｂ
ｒ（広幅のシグナルの場合）。使用した溶媒は、ＣＤ３ＣＮ、ＣＤＣｌ３又はＤ６－ＤＭ
ＳＯであり、テトラメチルシラン（０．００ｐｐｍ）を対照標準とし使用した。
【０２５９】
［実施例］
　調製実施例
　調製方法Ａ及び調製方法Ｂ
　実施例（Ｉ－Ａ－１）
【化１７】

【０２６０】
　化合物（ＩＶ－１）の調製
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　１．４６ｇ（１０ｍｍｏｌ）の２－クロロ－４，６－ジメチルピリミジン、０．６２ｇ
（１１ｍｍｏｌ）の粉末状水酸化カリウム及び１．７２ｇ（１０ｍｍｏｌ）の１－メチル
－２－スルファニルイミダゾール－５－カルボン酸メチルを３０ｍＬのジメチルアセトア
ミド（ＤＭＡ）の中で合し、１２０℃の温度で一晩撹拌した。溶媒をロータリーエバポレ
ーターで減圧下で除去し、その残渣を取って水と塩化メチレンの中に入れ、抽出した。そ
の水相を２Ｎ塩酸で酸性化し、その沈澱物を吸引濾過し、そして、乾燥させた。収量：４
４３ｍｇ（理論値の１５．８％）。
【０２６１】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．８１；
１Ｈ－ＮＭＲ（ｄ６－ＤＭＳＯ，４００ＭＨｚ）；δ＝２．３０（ｓ，６Ｈ），３．３４
（ｓ，３Ｈ），７．０７（ｓ，１Ｈ），７．７５（ｓ，１Ｈ），１３．１９（ｓ，ｂｒ，
１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２６２】
　調製実施例（Ｉ－Ａ－１）
　１５ｍＬの無水テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）の中に、室温で、０．３３９ｇ（１．１
８ｍｍｏｌ）の化合物（ＩＶ－１）を最初に装入し、０．１７ｍＬ（１．１８ｍｍｏｌ）
のトリエチルアミンを添加した。その混合物を５分間撹拌し、次いで、０．１４ｇ（１．
３ｍｍｏｌ）の３－メチルアミノピリジンを添加し、その混合物をさらに１５分間撹拌し
た。次いで、０．４６ｍＬ（３．３１ｍｍｏｌ）のトリエチルアミンを添加し、その後、
直ぐに、０．１１ｇ（０．７１ｍｍｏｌ）のオキシ塩化リンを滴下して加え、次いで、そ
の混合物を環流しながら３０分間沸騰させた。その混合物を減圧下で濃縮し、その残渣を
水／アセトニトリルの移動相勾配を使用するＲＰ中圧カラムクロマトグラフィーで精製し
た。収量：７７ｍｇ（理論値の１７．７％）。
【０２６３】
ｌｏｇＰ［ａ］：１．３１；ｌｏｇＰ［ｎ］：１．４１；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝２．３２（ｓ，６Ｈ），３．４３（ｓ
，３Ｈ），３．７９（ｓ，３Ｈ），６．４３（ｓ，１Ｈ），６．９０（ｓ，１Ｈ），７．
３６－７．３９（ｍ，１Ｈ），７．７０－７．７３（ｍ，１Ｈ），８．４１－８．４２（
ｄ，１Ｈ），８．４５－８．４７（ｍ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２６４】
　実施例（Ｉ－Ａ－２）
【化１８】

【０２６５】
　化合物（ＶＩＩＩ－２）の調製
０．８１ｇ（６ｍｍｏｌ）のシクロプロピルメチルブロミド、０．８３ｇ（６ｍｍｏｌ）
の粉末状炭酸カリウム及び０．８６１ｇ（５ｍｍｏｌ）の１－メチル－２－スルファニル
イミダゾール－５－カルボン酸メチルを２０ｍＬのアセトニトリルの中で合し、その混合
物を撹拌しながら５時間加熱環流した。酸性ＭｅＯＨ中で溶解させることによって白色の
粉末が沈澱し、その白色の粉末を吸引濾過し、次いで、移動相としてシクロヘキサン／酢
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酸エチル（１：１）を使用するシリカゲルＭＰＬＣで精製した。収量：２１０ｍｇ（理論
値の１８．６％）。
【０２６６】
ｌｏｇＰ［ａ］：２．０６；ｌｏｇＰ［ｎ］：２．２６；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝０．２６－０．３０（ｍ，２Ｈ），０
．５６－０．６１（ｍ，２Ｈ），１．１０（ｃｍ，１Ｈ），３．３７－３．４７（ｍ，２
Ｈ），３．８８（ｓ，３Ｈ），３．９６（ｓ，３Ｈ），７．９７（ｓ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２６７】
　化合物（ＩＶ－２）の調製
　５ｍＬのエタノールの中の０．２１０ｇ（０．９２８ｍｍｏｌ）の化合物（ＶＩＩＩ－
２）と０．１８６ｇ（０．９２８ｍｍｏｌ）の２０％強度水酸化ナトリウム水溶液を４０
℃で１時間撹拌した。溶媒を減圧下で蒸発させ、その残渣を１ｍＬの水に溶解させ、１Ｎ
　ＨＣｌを用いてｐＨ２に調節した。その溶液を減圧下で濃縮し、その残渣を水／アセト
ニトリルの勾配を使用するＲＰ－ＭＰＬＣで精製した。収量：１５５ｍｇ（理論値の７８
．７％）。
【０２６８】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．６２；ｌｏｇＰ［ｎ］：－０．１８；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝０．２３－０．２６（ｍ，２Ｈ），０
．５２－０．５６（ｍ，２Ｈ），１．１２（ｃｍ，１Ｈ），３．０８－３．１０（ｄ，２
Ｈ），３．７７（ｓ，３Ｈ），７．６６（ｓ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２６９】
　実施例（Ｉ－Ａ－２）の調製
　１０ｍＬの無水テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）の中に、室温で、０．１４ｇ（０．６６
ｍｍｏｌ）の化合物（ＩＶ－２）を最初に装入し、０．１ｍＬ（０．６６ｍｍｏｌ）のト
リエチルアミンを添加した。その混合物を５分間撹拌し、次いで、０．０７８ｇ（０．７
３ｍｍｏｌ）の３－メチルアミノピリジンを添加し、その混合物をさらに１５分間撹拌し
た。次いで、０．２６ｍＬ（１．８５ｍｍｏｌ）のトリエチルアミンを添加し、その後、
直ぐに、０．０６１ｇ（０．４ｍｍｏｌ）のオキシ塩化リンを滴下して加え、次いで、そ
の混合物を環流しながら３０分間沸騰させた。その混合物を減圧下で濃縮し、その残渣を
移動相としてシクロヘキサン／酢酸エチル（１：１）を使用するシリカゲルＭＰＬＣで精
製した。収量：３５ｍｇ（理論値の１４％）。
【０２７０】
ｌｏｇＰ［ａ］：１．２８；ｌｏｇＰ［ｎ］：１．８１；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝０．１２－０．１６（ｍ，２Ｈ），０
．４７－０．５１（ｍ，２Ｈ），１．０３（ｃｍ，１Ｈ），２．９４－２．９６（ｄ，２
Ｈ），３．３８（ｓ，３Ｈ），３．７４（ｓ，３Ｈ），６，２５（ｓ，１Ｈ），７．３４
－７．３８（ｍ，１Ｈ），７．６６－７．６９（ｍ，１Ｈ），８．４１０－８．４１５（
ｄ，１Ｈ），８．４５－８．４６（ｍ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２７１】
　調製方法Ｂに関する中間体の調製



(114) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

40

【化１９】

【０２７２】
　化合物（ＶＩＩＩ－１）の調製
　アルゴン下、６０ｍＬの乾燥ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）の中で、０．７ｇ（５ｍ
ｍｏｌ）の２－メルカプト－４，６－ジメチルピリミジンと０．７５ｇ（５．２５ｍｍｏ
ｌ）の酸化銅（Ｉ）と１．１ｇ（５ｍｍｏｌ）の１－メチル－２－ブロモイミダゾール－
５－カルボン酸メチルを合し、その混合物を環流しながら一晩加熱した。室温まで冷却し
た後、その反応混合物をセライトを通して吸引濾過し、酢酸エチル及び高温メタノールで
洗浄した。その濾液をＥＤＴＡ溶液で抽出し、その有機相を分離し、溶媒を減圧下で蒸発
させ、その残渣を移動相としてシクロヘキサン／酢酸エチル（１：１）を使用するシリカ
ゲルＭＰＬＣで精製した。収量：２４７ｍｇ（理論値の１７．３％）。
【０２７３】
ｌｏｇＰ［ａ］：１．７８；ｌｏｇＰ［ｎ］：１．８０；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝２．２３（ｓ，６Ｈ），３．８５（ｓ
，３Ｈ），３．８７（ｓ，３Ｈ），６．９２（ｓ，１Ｈ），７．７７（ｓ，１Ｈ）ｐｐｍ
。
【０２７４】
　化合物（ＩＶ－１）の調製
　１０ｍＬのエタノールの中の０．３９６ｇ（１．４２ｍｍｏｌ）の化合物（ＶＩＩＩ－
１）と０．２８ｇ（１．４２ｍｍｏｌ）の２０％強度水酸化ナトリウム水溶液を４０℃で
１時間撹拌した。溶媒を減圧下で蒸発させ、その残渣を２ｍＬの水に溶解させ、１Ｎ　Ｈ
Ｃｌを用いてｐＨ２に調節した。その沈澱物を吸引濾過し、そして、乾燥させた。収量：
３３９ｍｇ（理論値の８３％）。
【０２７５】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．８１；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝２．２３（ｓ，６Ｈ），３．８６（ｓ
，３Ｈ），６．９２（ｓ，１Ｈ），７．７７（ｓ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２７６】
　調製方法Ｃ－１
　実施例（Ｉ－Ａ－３）
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【化２０】

【０２７７】
　化合物（ＩＸ－１）の調製
　１ｇ（４．５６５ｍｍｏｌ）の１－メチル－２－ブロモイミダゾール－５－カルボン酸
メチル（ＶＩＩ－１）を１０ｍＬのエタノールに溶解させ、５．４８ｍＬの１Ｎ　ＮａＯ
Ｈ（ａｑ．）を添加し、その混合物を室温で６０分間撹拌した。５．５ｍＬの１Ｎ　ＨＣ
ｌ（ａｑ．）を添加した（ｐＨを約３に調節）後、白色の沈澱物が形成された。その混合
物を濃縮乾燥させ、そして、超音波浴の中で、６ｍＬの水に懸濁させた。その白色の結晶
を濾過し、２ｍＬの水で洗浄した。その母液を殆ど乾燥するまで濃縮した。その結晶を吸
引濾過し、少量の水で洗浄した。それらの結晶を合してオイルポンプによる減圧下で乾燥
させた。収量：８９０ｍｇ（理論値の９５％）。
【０２７８】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．３１；
１Ｈ－ＮＭＲ（ｄ６－ＤＭＳＯ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．８２（ｓ，３Ｈ），７．６０
（ｓ，１Ｈ），１３．１５（ｓ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２７９】
　化合物（Ｘ－１）の調製
　８９０ｍｇ（４．３４１ｍｍｏｌ）の１－メチル－２－ブロモイミダゾール－５－カル
ボン酸（ＩＸ－１）を１５ｍＬのジクロロメタンに懸濁させた懸濁液に、シリンジカニュ
ーレを用いて、約６０ｍｇのＤＭＦを添加した。室温で、９４０ｍｇ（４．３４１ｍｍｏ
ｌ）の臭化オキサリルを添加し、それによって、ガスが激しく発生した。その翌日、追加
の１０ｍＬのジクロロメタン及び１４０ｍｇの臭化オキサリルを添加した。室温で１時間
撹拌した後、追加の１１０ｍｇの臭化オキサリル及び３０ｍｇのＤＭＦを添加し、その混
合物を室温でさらに１時間撹拌した。ＬＣ／ＭＳによって、９６％変換したことが示され
た。その懸濁液は、それ以上後処理に付すことなく、化合物（ＸＩ－１）を合成するため
に使用した。
【０２８０】
　化合物（ＸＩ－１）の調製
　１４．０２ｇ（４０．１９ｍｍｏｌ）の１－メチル－２－ブロモイミダゾール－５－カ
ルボニルブロミド（Ｘ－１）を８０ｍＬのジクロロメタンに懸濁させ、その懸濁液を０℃
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まで冷却した。４．３５ｇ（４０．１９ｍｍｏｌ）の３－メチルアミノピリジン（Ｖ－１
）と４１ｍＬ（２４１．２ｍｍｏｌ）のヒューニッヒ塩基を４０ｍＬのジクロロメタンに
溶解させた溶液を０℃で添加した。その混合物を室温で１時間撹拌し、次いで、環流しな
がら４時間沸騰させ、そして、室温で一晩放置した。その混合物を減圧下で濃縮した。そ
の残渣を取って５００ｍＬのジクロロメタンの中に入れ、合計で４００ｍＬの水を用いて
３回洗浄した（約２００ｍＬで２回、及び、約１００ｍＬで１回）。その水相を合して約
５０ｍＬのジクロロメタンで抽出し、その有機相を合した。その合した有機相をＮａＨＣ
Ｏ３水溶液（３．５ｇのＮａＨＣＯ３を１５０ｍＬの水に溶解させた溶液）で２回洗浄し
た。その水相を合して約５０ｍＬのジクロロメタンで抽出し、そして、その有機相を合し
、乾燥させ、減圧下で濃縮した。収量：１０．４５ｇ（理論値の８１．９％）の褐色の粘
性油状物（ＬＣ／ＭＳによる純度　９３％）。
【０２８１】
ｌｏｇＰ［ａ］０．６５；ｌｏｇＰ［ｎ］：０．９３；
１Ｈ－ＮＭＲ（ｄ６－ＤＭＳＯ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．３７（ｓ，３Ｈ），３．７５
（ｓ，３Ｈ），６．２５（ｓ，１Ｈ），７．４３－７．４７（ｍ，１Ｈ），７．８４－７
．８７（ｍ，１Ｈ），８．４８－８．４９（ｍ，１Ｈ），８．５２（ｍ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２８２】
　化合物（Ｉ－Ａ－３）
　０．５４ｇ（１．８３ｍｍｏｌ）の化合物（ＸＩ－１）を５ｍＬのＴＨＦに溶解させ、
その溶液を－７０℃未満まで冷却した。その温度で、ヘキサン中のｎ－ＢｕＬｉの２．５
モル溶液０．７５ｍＬ（１．８３ｍｍｏｌ）を１０分間かけて滴下して加え、その混合物
をさらに１５分間撹拌した。次いで、５ｍＬのＴＨＦに溶解させた０．４０７ｇの化合物
（ＸＩＩ－１）を滴下して加えた。その混合物を－７０℃未満でさらに４５分間撹拌した
。－７０℃で、その混合物を塩化アンモニウム溶液でクエンチし、生成物をジクロロメタ
ンで抽出し、その溶液を乾燥させ、減圧下で濃縮した。その残渣を、移動相として塩化メ
チレン／エタノールの勾配を使用するシリカゲルＭＰＬＣで単離した。収量：１１３ｍｇ
（理論値の１７％）。
【０２８３】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．６９；ｌｏｇＰ［ｎ］：０．９８；
１Ｈ－ＮＭＲ（ｄ６－ＤＭＳＯ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．４１（ｓ，３Ｈ），３．７５
（ｓ，３Ｈ），６．４９（ｓ，１Ｈ），６．９０（ｓ，１Ｈ），７．３２－７．３４（ｔ
，１Ｈ），７．４５－７．４８（ｍ，１Ｈ），７．８４－７．８６（ｍ，１Ｈ），８．４
８－８．５０（ｍ，１Ｈ），８．５１－８．５３（ｍ，１Ｈ），８．６３－８．６４（ｄ
，２Ｈ）ｐｐｍ。
【０２８４】
　調製方法Ｃ－２
　化合物（Ｉ－Ａ－３）
【化２１】

【０２８５】
　１２ｍＬの乾燥ジメチルホルムアミド（ＤＭＦ）の中で０．４５６ｇ（４．０６６ｍｍ
ｏｌ）の２－メルカプトピリミジンと０．６４ｇ（４．４７３ｍｍｏｌ）の酸化銅（Ｉ）
と１．２ｇ（４．０６６ｍｍｏｌ）の化合物（ＸＩ－１）を合し、環流しながら３時間加
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熱した。室温まで冷却した後、その反応混合物をセライトで濾過し、溶媒を減圧下で蒸発
させ、その残渣を移動相としてジクロロメタン／メタノールの勾配を使用するシリカゲル
ＭＰＬＣで精製した。収量：４０８ｍｇ（理論値の３０％）。
【０２８６】
ｌｏｇＰ［ｎ］：０．９８；
１Ｈ－ＮＭＲ（ｄ６－ＤＭＳＯ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．４１（ｓ，３Ｈ），３．７５
（ｓ，３Ｈ），６．４９（ｓ，１Ｈ），６．９０（ｓ，１Ｈ），７．３２－７．３４（ｔ
，１Ｈ），７．４５－７．４８（ｍ，１Ｈ），７．８４－７．８６（ｍ，１Ｈ），８．４
８－８．５０（ｍ，１Ｈ），８．５１－８．５３（ｍ，１Ｈ），８．６３－８．６４（ｄ
，２Ｈ）ｐｐｍ。
【０２８７】
　調製方法Ｄ
　化合物（Ｉ－Ａ－１）
【化２２】

【０２８８】
　化合物（ＸＶ－１）の調製
　１２ｇ（９５．２ｍｍｏｌ）の１－メチルイミダゾール－５－カルボン酸（ＸＩＩＩ－
１）を７２ｍＬのトルエンに懸濁させた懸濁液に１２．７１ｇ（１０４．７ｍｍｏｌ）の
塩化チオニルを添加し、その混合物を１３０℃で一晩撹拌した。その反応混合物を減圧下
で濃縮した。その残渣に、１０．３ｇ（９５．２ｍｍｏｌ）の３－メチルアミノピリジン
（Ｖ－１）を７２ｍＬのピリジンに溶解させた溶液を添加し、得られた反応混合物を１１
５℃で４時間加熱した。次いで、その混合物を減圧下で再度濃縮し、その残渣を移動相と
してアセトニトリル／メタノール（３：１）を使用するシリカゲルカラムクロマトグラフ
ィーで精製した。これによって、８．１ｇ（理論値の３９．３％）の標題化合物（ＸＶ－
１）及び９．５ｇ（理論値の３７．１％）の標題化合物のＨＣｌ塩が得られた。
【０２８９】
ｌｏｇＰ［ｎ］：０．４２；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．３９（ｓ，３Ｈ），３．８１（ｓ
，３Ｈ），６．１７（ｓ，１Ｈ），７．３６－７．４０（ｍ，２Ｈ），７．６７－７．７
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０（ｍ，１Ｈ），８．４１（ｍ，１　Ｈ）８．４７（ｍ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２９０】
　実施例（Ｉ－Ａ－１）
　０．５００ｇ（２．３１ｍｍｏｌ）の化合物（ＸＶ－１）を１０ｍＬのＴＨＦに溶解さ
せ、その混合物を－８５℃まで冷却した。反応中は、その温度を－８２℃と－９０℃の間
に維持した。その温度で、ｎ－ヘキサン中のｎ－ＢｕＬｉの２．５モル溶液０．９１ｍＬ
（２．４ｍｍｏｌ）を５分間かけて滴下して加え、その混合物をさらに１０分間撹拌した
。次いで、５ｍＬのＴＨＦに懸濁させた０．４０７ｇの化合物（ＸＩＩ－２）を３分間か
けて滴下して加えた。その混合物を－８５℃未満でさらに３０分間撹拌した。１．５時間
かけて、その混合物を０℃まで昇温させ、次いで、室温で一晩放置した。固体を吸引濾過
し、ジクロロメタンで洗浄した。その濾液を減圧下で濃縮し、その残渣を移動相として酢
酸エチル／メタノール（９５：５）を使用するシリカゲルＭＰＬＣで精製した。これによ
って、２００ｍｇの生成物（純度７０％）が得られ、その生成物をＲＰ－ＨＰＬＣ（アセ
トニトリル／水＋０．１％ギ酸）によってさらに精製した。精製することによって、１０
５ｍｇ（理論値の１２．８％）が得られた。
【０２９１】
ｌｏｇＰ［ａ］：１．２６；ｌｏｇＰ［ｎ］：１．４６；
１Ｈ－ＮＭＲ（ｄ６－ＤＭＳＯ，４００ＭＨｚ）；δ＝２．３１（ｓ，６Ｈ），３．４１
（ｓ，３Ｈ），３．７４（ｓ，３Ｈ），６．４６（ｓ，１Ｈ），７．０６（ｓ，１Ｈ），
７．４３－７．４６（ｍ，１Ｈ），７．８５－７．８７（ｍ，１Ｈ），８．４６－８．４
９（ｍ，２Ｈ）ｐｐｍ。
【０２９２】
　１－ベンジル－Ｎ－メチル－Ｎ－（ピリジン－３－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－
カルボキサミド（化合物ＸＶ－２）の調製
【化２３】

【０２９３】
　［１－ベンジル－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸塩酸塩（ＸＩＩＩ－２）は、「
Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　２００４，　６０，　６０７９－６０８３」の手順に従って調
製した］　１．００ｇ（４．９４ｍｍｏｌ）の１－ベンジル－１Ｈ－イミダゾール－５－
カルボン酸塩酸塩（ＸＩＩＩ－２）を１滴のジメチルホルムアミドを含んでいる１０ｍＬ
のジクロロメタンに溶解させた。０．４７５ｍＬ（５．４４ｍｍｏｌ）の塩化オキサリル
を滴下して加えた。その混合物を室温で３時間撹拌した。溶媒を減圧下で蒸発させた。そ
の残渣に、０．５３５ｇ（４．９４ｍｍｏｌ）のＮ－メチルピリジン－３－アミン（Ｖ－
１）を７．２ｍＬのピリジンに溶解させた溶液を滴下して加え、その混合物を１００℃で
一晩撹拌した。溶媒を減圧下で蒸発させた。その残渣を８．３ｍＬのジクロロメタンに溶
解させ、１．５７ｇ（１４．８ｍｍｏｌ）の炭酸ナトリウムを添加した。その混合物を室
温で３時間撹拌し、次いで、濾過し、濃縮した。その残渣を、移動相として酢酸エチル／
メタノールを使用するＭＰＬＣによって、シリカゲルで精製した。精製することによって
、０．３２６ｇ（理論値の２１．９％）が得られた。
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【０２９４】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．８５；ｌｏｇＰ［ｎ］：１．４０；
１Ｈ－ＮＭＲ（ｄ６－ＤＭＳＯ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．２６（ｓ，３Ｈ），５．４５
（ｓ，２Ｈ），６．２７（ｓ，１Ｈ），７．１９－７．２１（ｍ，２Ｈ），７．３０－７
．４２（ｍ，５Ｈ），７．８５８－７．８６３（ｍ，１Ｈ），７．９０（ｓ，１Ｈ），８
．４０－８．４１（ｍ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０２９５】
　実施例（Ｉ－Ａ－１１１）：　１－ベンジル－Ｎ－メチル－Ｎ－（ピリジン－３－イル
）－２－（ピリミジン－２－イルスルファニル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボキサ
ミド
【化２４】

【０２９６】
　０．２７２ｇ（０．９３０ｍｍｏｌ）の１－ベンジル－Ｎ－メチル－Ｎ－（ピリジン－
３－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボキサミド（ＸＶ－２）を１１ｍＬのＴＨＦ
に溶解させ、－９０℃まで冷却した。反応中は、その温度を－８５℃と－９０℃の間に維
持した。ｎ－ヘキサン中のｎ－ＢｕＬｉの２．５モル溶液０．３９ｍＬ（０．９７７ｍｍ
ｏｌ）を－９０℃で５分間かけて滴下して加え、その混合物をさらに５分間撹拌した。次
いで、１ｍＬのＴＨＦに溶解させた０．６２０ｇの２，２’－ジスルファンジイルジピリ
ミジン（２．７９ｍｍｏｌ）（ＸＩＩ－１）を、５分間かけて、滴下して加えた。その混
合物を－８０℃でさらに３０分間撹拌し、次いで、３０分間かけて、室温まで昇温させた
。その混合物を半濃重炭酸ナトリウム溶液／ジクロロメタンで抽出した。その水相をジク
ロロメタンでさらに３回抽出した。その有機相を合し、少量の水で洗浄し、硫酸ナトリウ
ムで脱水し、濾過し、濃縮した。その残渣を移動相として酢酸エチル／メタノールを使用
するＭＰＬＣによってシリカゲルで精製した。その所望のフラクションを移動相としてア
セトニトリル／水を使用するＨＰＬＣによってＲＰ１８で精製した。精製することによっ
て、１４０ｍｇ（理論値の３５．１％）が得られた。
【０２９７】
　分析に関しては、表２を参照されたい。
【０２９８】
　調製方法Ｅ
　実施例（Ｉ－Ｂ－１）
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【化２５】

【０２９９】
　化合物（ＸＶＩＩ－１）の調製
　３６．５ｇ（０．２０１ｍｏｌ）の１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４－カルボニル
クロリド塩酸塩を４００ｍＬのテトラヒドロフランに懸濁させた懸濁液に、アルゴン下、
－４０℃で、撹拌しながら、３３．９ｇ（０．４９３ｍｏｌ）のリチウムｔｅｒｔ－ブト
キシドを添加した。それ以上冷却することなく、次いで、その混合物を１２時間撹拌した
。１７０ｇの重炭酸ナトリウムを添加した後、その混合物を少量のシリカゲルで濾過し、
酢酸エチルで洗浄した。その有機相を合して蒸発させ、得られた残渣をジクロロメタンで
抽出した。そのジクロロメタン相の蒸発残渣を飽和重炭酸ナトリウム溶液と酢酸エチルの
間で分配させ、その有機相を硫酸マグネシウムで脱水し、濾過し、蒸発させて、２２．７
ｇの１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル（収率　理論値
の７３％）が得られた。
【０３００】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．７４；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝１．５２（ｓ，９Ｈ），３．６６（ｓ
，３Ｈ），７．４３（ｓ，１Ｈ），７．５４（ｓ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０３０１】
　化合物（ＸＶＩＩＩ－１）の調製
　１０ｍＬのテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）の中に０．５ｇ（２．７４４ｍｍｏｌ）の１
－メチルイミダゾール－４－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチル（ＸＶＩＩ－１）を最初に装入
し、０．８９４ｇ（２．７４４ｍｍｏｌ）の１，２－ジブロモ－１，１，２，２－テトラ
クロロエタンを添加し、及び、０．８８ｇ（１１ｍｍｏｌ）のリチウムｔｅｒｔ－ブトキ
シドを室温で添加した。その混合物を室温で一晩撹拌し、その反応生成物を減圧下で濃縮
し、その残渣を移動相としてアセトニトリル／水＋０．１％ギ酸を使用するＲＰ１８上で
のＭＰＬＣで精製した。収量：２５０ｍｇ（理論値の３４．８％）。
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【０３０２】
ｌｏｇＰ［ａ］：１．２７；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝１．５１（ｓ，９Ｈ），３．６０（ｓ
，３Ｈ），７．６５（ｓ，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０３０３】
　化合物（ＸＩＸ－１）の調製
　室温で、６４５ｍｇ（２．４７ｍｍｏｌ）の２－ブロモ－１－メチル－１Ｈ－イミダゾ
ール－４－カルボン酸ｔｅｒｔ－ブチルを、１．７ｇのトリフルオロ酢酸と７ｍＬのジク
ロロメタンの混合物の中で１２時間撹拌した。溶媒を除去した。得られた蒸発残渣は、９
５％の目標生成物２－ブロモ－１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４－カルボン酸で構成
されていた。これは、実質的に定量的な収率に相当する。
【０３０４】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．０；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．６５（ｓ，３Ｈ），７．７８（ｓ
，１Ｈ）ｐｐｍ。
【０３０５】
　化合物（ＸＸＩ－１）の調製
　６８１ｍｇ（３．３２ｍｍｏｌ）の２－ブロモ－１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４
－カルボン酸を７ｍＬのジクロロメタンと３滴のジメチルホルムアミドに溶解させた溶液
に、０．３２ｍＬの塩化オキサリル（１．２ｅｑ．）を滴下して加えた。４時間経過した
後、その混合物を蒸発乾燥させた。その残渣に、１０ｍＬのジクロロメタン、３５９ｍｇ
（１ｅｑ．）のＮ－メチルピリジン－３－アミン及び６ｅｑ．のＮ，Ｎ－ジイソプロピル
エチルアミンを添加し、次いで、その混合物を１時間撹拌した。次いで、その混合物を蒸
発乾燥させ、その残渣を移動相として酢酸エチル／メタノールを使用するシリカゲルＭＰ
ＬＣによるクロマトグラフィーに付した。収量：４１１ｍｇ（理論値の４３％）。
【０３０６】
ｌｏｇＰ［ｎ］：０．７６；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．４１（ｓ，３Ｈ）；３．５１（ｓ
，３Ｈ），７．２８－７．３５（ｍ，２Ｈ），７．５９－７．６１（ｍ，１Ｈ），８．３
７－８．４３（ｍ，２Ｈ）ｐｐｍ。
【０３０７】
　化合物（Ｉ－Ｂ－１）の調製
　２５０ｍｇ（０．６１８ｍｍｏｌ）の化合物（ＸＸＩ－１）と６９ｍｇ（０．６１８ｍ
ｍｏｌ）の２－メルカプトピリミジンを圧延フランジベッセルの中で合し、１５０℃で２
時間撹拌した。その混合物を飽和ＥＤＴＡ溶液で洗浄し、酢酸エチルで３回抽出した。そ
の有機溶液を硫酸マグネシウムで脱水し、濾過し、減圧下で濃縮した。その残渣を移動相
として酢酸エチル／メタノールの勾配を使用するシリカゲルＭＰＬＣで精製した。収量：
６５ｍｇ（理論値の３０．６％）。
【０３０８】
ｌｏｇＰ［ａ］：０．４２；ｌｏｇＰ［ｎ］：０．８３；
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤ３ＣＮ，４００ＭＨｚ）；δ＝３．４７（ｓ，３Ｈ），３．５８（ｓ
，３Ｈ），７．１５（ｍ，１Ｈ），７．３０（ｂｒ．ｓ，１Ｈ），７．５４（ｂｒ．ｓ，
１Ｈ），７．６０（ｂｒ．ｄ，１Ｈ），８．３９（ｂｒ．ｓ，２Ｈ），８．４８－８．４
９（ｍ，２Ｈ）ｐｐｍ。
【０３０９】
　調製方法Ｆ
　実施例（Ｉ－Ａ－４５）
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【化２６】

【０３１０】
　アルゴン下、１０ｍＬのアセトニトリルの中の０．４９６ｇ（２ｍｍｏｌ）の化合物（
ＸＸＩＩ－１）と０．３３２ｇ（２．４ｍｍｏｌ）の炭酸カリウムと０．１２５ｍＬ（２
ｍｍｏｌ）のヨウ化メチルを環流しながら１時間沸騰させた。その反応混合物を減圧下で
濃縮し、重炭酸ナトリウム溶液を添加し、その混合物を再度濃縮した。その残渣をエタノ
ールと一緒に撹拌し、塩を濾過し、溶媒を蒸発させた。逆相クロマトグラフィーに付した
後、その残渣によって２３７ｍｇの目標化合物（Ｉ－Ａ－４５）が得られた。
【０３１１】
　分析に関しては、表２を参照されたい。
【０３１２】
　実施例（Ｉ－Ａ－３７）
【化２７】

【０３１３】
　アルゴン下、０．４２０ｇ（１．４７ｍｍｏｌ）の化合物（ＸＸＩＩ－１）塩酸塩を５
ｍＬのメタノールに溶解させ、その混合物を－７８℃まで冷却した。アルキル化剤（ＩＩ
－３）（２ｅｑ．）を添加した後、その混合物を１時間撹拌し、次いで、室温まで昇温さ
せ、１ｍＬの飽和塩化アンモニウム溶液を添加し、その混合物を完全に濃縮した。その残
渣をシリカゲルクロマトグラフィーに付した後、２２０ｍｇの目標化合物（Ｉ－Ａ－３７
）が得られた。
【０３１４】
　分析に関しては、表２を参照されたい。
【０３１５】
　実施例（Ｉ－Ａ－３８）

【化２８】

【０３１６】
　０．２００ｇ（０．７０ｍｍｏｌ）の化合物（ＸＸＩＩ－１）塩酸塩を１０ｍＬのジメ
チルホルムアミドに溶解させ、そして、撹拌しながら、３ｅｑ．の炭酸カリウム及び２ｅ
ｑ．のクロロジフルオロ酢酸ナトリウムを添加した。９５℃で３時間加熱した後、その混
合物を室温まで冷却し、完全に濃縮した。その残渣を取って１０ｍＬのメタノールの中に
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入れ、その混合物をセライトで濾過した。その濾液を完全に濃縮し、シリカゲルクロマト
グラフィーに付して、５６ｍｇの目標化合物（Ｉ－Ａ－３８）が得られた。
【０３１７】
　分析に関しては、表２を参照されたい。
【０３１８】
　化合物（ＸＸＩＩ－１）へと至る合成経路
　化合物（ＸＸＩＶ）
【化２９】

【０３１９】
　４２８ｇ（２．４９ｍｏｌ）の市販されている化合物（ＸＸＩＩＩ）を、２．８Ｌの３
Ｍ水酸化ナトリウム水溶液の中で、１５℃で３０分間撹拌した。次いで、６Ｍ塩酸を使用
して、ｐＨを１－２に調節し、そして、沈澱物を吸引濾過した。乾燥させることによって
、３６３ｇの化合物（ＸＸＩＶ）が得られた。
【０３２０】
１Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤ３ＯＤ）：δ＝３．８２（ｓ，３Ｈ），７．５８（ｓ
，１Ｈ）。
【０３２１】
　化合物（ＸＸＶ）
【化３０】

【０３２２】
　３．２Ｌのジクロロメタンと３０ｍＬのジメチルホルムアミドの中に４００ｇ（２．５
３ｍｏｌ）の化合物（ＸＸＩＶ）を最初に装入した。１．２Ｌの塩化チオニルを滴下して
加え、次いで、その混合物を５０℃で２時間撹拌した。その反応混合物を減圧下で濃縮し
た。これによって、５８０ｇの粗製生成物が固体として得られた。この粗製生成物は、次
の反応に直接使用した。
【０３２３】
　化合物（ＸＸＩＩ－１）
【化３１】

【０３２４】
　１０６ｇ（６０１ｍｍｏｌ）の化合物（ＸＸＶ）（１．３ｅｑ．）と５０ｇ（４６２ｍ
ｍｏｌ）の３－メチルアミノピリジン（１ｅｑ．）を７５０ｍＬのピリジンの中で９０℃
で１時間撹拌した。次いで、その反応混合物を減圧下で濃縮し、その残渣を、１００：１
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。これによって、６７．３ｇの化合物（ＸＸＩＩ－１）が得られた。
【０３２５】
１Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ－ｄ６，４００ＭＨｚ）；δ＝３．４３（ｓ，３Ｈ），３．６１
（ｓ，３Ｈ），６．７６（ｓ，１Ｈ），７．８１－７．８４（ｍ，１Ｈ），８．３３（ｄ
，１Ｈ），８．６７（ｄ，１Ｈ），８．９１（ｄ，１Ｈ）。
【０３２６】
　調製方法Ｇ
　実施例（Ｉ－Ａ－４３）
【化３２】

【０３２７】
　０．１８ｇ（０．５６４ｍｍｏｌ）の化合物（Ｉ－Ａ－３３）を３０ｍＬのジクロロメ
タンに溶解させ、そして、０℃で撹拌しながら、順次、３２１ｍｇ（２．８２ｍｍｏｌ）
のトリフルオロ酢酸及び２４３ｍｇ（１．４１ｍｍｏｌ）の３－クロロペルオキシ安息香
酸を添加した。その反応混合物を濃縮した。酢酸エチル／メタノールの勾配を使用するシ
リカゲルクロマトグラフィーに付して、６２ｍｇの目標化合物（Ｉ－Ａ－４３）が得られ
た。
【０３２８】
　分析に関しては、表２を参照されたい。
【０３２９】
　実施例（Ｉ－Ａ－８３）

【化３３】

【０３３０】
　０．１００ｇ（０．２９ｍｍｏｌ）の化合物（Ｉ－Ａ－６２）を１５ｍＬのジクロロメ
タンに溶解させ、そして、撹拌しながら、順次、５ｅｑ．のトリフルオロ酢酸及び２ｅｑ
．の３－クロロペルオキシ安息香酸を添加した。室温で２４時間撹拌した後、追加の１ｅ
ｑ．のトリフルオロ酢酸を添加し、その混合物をさらに１時間撹拌し、殆ど完全に濃縮し
、そして、ＲＰクロマトグラフィーに付した後、５９ｍｇの目標化合物（Ｉ－Ａ－８３）
が得られた。
【０３３１】
　分析に関しては、表２を参照されたい。
【０３３２】
　調製方法Ａ～調製方法Ｄ、調製方法Ｆ及び調製方法Ｇによる方法と類似した方法で調製
した式（Ｉ）で表されるさらなる化合物が、下記表に記載されている。
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【０３３３】
　表２
　表１に記載されている化合物に関する分析データ
　実施例１－Ａ－１７以降は、そのＮＭＲデータは、ＮＭＲピークリスト法を用いて編集
した。
【０３３４】
　選択された実施例の１Ｈ　ＮＭＲデータは、１Ｈ　ＮＭＲピークリストの形態で示され
ている。各シグナルピークに対して、最初にδ値（ｐｐｍ）が記載され、次に、丸括弧内
に、シグナル強度が記載されている。種々のシグナルピークに関するδ値－シグナル強度
数の対が、セミコロンで互いに区切られて記載されている。
【０３３５】
　従って、１つの例に対するピークリストは、以下の形態をとる：
δ１（強度１）；δ２（強度２）；．．．；δｉ（強度ｉ）；．．．；δｎ（強度ｎ）。
【０３３６】
　先鋭なシグナルの強度は、ＮＭＲスペクトルの印刷された例におけるシグナルの高さ（
ｃｍ）と相関し、シグナル強度の真の比率を示している。幅が広いシグナルの場合、数種



(132) JP 6725522 B2 2020.7.22

10

20

30

類のピーク又は該シグナルの中央及びそれらの相対的強度が、当該スペクトルの中の最も
強いシグナルとの比較で示され得る。
【０３３７】
　１Ｈ　ＮＭＲスペクトルの化学シフトの較正は、テトラメチルシランを用いて実施する
か、及び／又は、特にスペクトルがＤＭＳＯ中で測定される場合には、その溶媒の化学シ
フトを用いて実施する。従って、ＮＭＲピークリストの中には、テトラメチルシランのピ
ークは存在し得るが、必ずしも存在する必要はない。
【０３３８】
　１Ｈ　ＮＭＲピークのリストは、従来の１Ｈ　ＮＭＲのプリントアウトと類似しており
、従って、通常、ＮＭＲの慣習的な解釈で記載される全てのピークを含んでいる。
【０３３９】
　さらに、それらは、従来の１Ｈ　ＮＭＲのプリントアウトのように、溶媒のシグナル、
目標化合物の立体異性体（これも、同様に、本発明の対象の一部分を形成する）のシグナ
ル及び／又は不純物のピークのシグナルも示し得る。
【０３４０】
　溶媒及び／又は水のデルタ範囲内における化合物シグナルの記録において、１Ｈ　ＮＭ
Ｒピークの本発明者らによるリストは、標準的な溶媒のピーク、例えば、ＤＭＳＯ－Ｄ６
中のＤＭＳＯのピーク及び水のピーク（これらは、通常、平均して高い強度を有している
）を示している。
【０３４１】
　目標化合物の立体異性体のピーク及び／又は不純物のピークは、通常、平均して、目標
化合物（例えば、９０％を超える純度を有する目標化合物）のピークよりも低い強度を有
している。
【０３４２】
　そのような立体異性体及び／又は不純物は、特定の調製方法に対して特有であり得る。
従って、それらのピークは、この場合、「副産物の指紋（ｂｙ－ｐｒｏｄｕｃｔ　ｆｉｎ
ｇｅｒｐｒｉｎｔｓ）」に関して、本発明者らの調製方法の再現性を確認するのに役立ち
得る。
【０３４３】
　目標化合物のピークを既知方法（ＭｅｓｔｒｅＣ、ＡＣＤシミュレーション、さらに、
経験的に評価された期待値の使用）で計算する専門家は、必用に応じて、場合により付加
的な強度フィルターを使用して、目標化合物のピークを分離することができる。この分離
は、１Ｈ　ＮＭＲの慣習的な解釈における当該ピークのピッキングに類似しているであろ
う。
【０３４４】
　１Ｈ　ＮＭＲピークリストに関するさらなる詳細については、「Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｄ
ｉｓｃｌｏｓｕｒｅ　Ｄａｔａｂａｓｅ　Ｎｕｍｂｅｒ　５６４０２５」の中に見いだす
ことができる。
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【０３４５】
　生物学的実施例
　サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）試験
　　溶媒：　　　１２５．０重量部のアセトン
　活性化合物の適切な調製物を製造するために、１重量部の活性化合物を上記量の溶媒と
混合し、得られた濃厚物を水で稀釈して所望の濃度とする。
【０３４６】
　容器に、砂、活性化合物溶液、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）の卵／幼虫の懸濁液及びレタス種子を入れる。レタス種子が発芽
し、植物が成長する。根では、こぶが形成される。
【０３４７】
　１４日間経過した後、こぶの形成によって殺線虫効力（％）を求める。１００％は、こ
ぶが見られなかったことを意味し、０％は、処理された植物におけるこぶの数が処理され
ていない対照におけるこぶの数に相当することを意味する。
【０３４８】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、２０ｐｐｍの施用量で、９０
％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－７；Ｉ－Ａ－３５。
【０３４９】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－噴霧試験
　　溶媒：　　　７８重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を製造するために、１重量部の活性化合物を上記重量部の溶
媒を用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含
有している水を用いて調合する。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含
有している水で希釈する。
【０３５０】
　全ての成育段階のモモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が発生してい
るハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の
活性化合物調製物を噴霧する。
【０３５１】
　５又は６日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラム
シが死んだことを意味し、０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味する
。
【０３５２】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－１、Ｉ－Ａ－２、Ｉ－Ａ－３、Ｉ－Ａ－８、Ｉ－Ａ－
１０、；Ｉ－Ａ－１１、Ｉ－Ａ－１８、Ｉ－Ａ－１９、Ｉ－Ａ－２１、Ｉ－Ａ－２２、Ｉ
－Ａ－２６、Ｉ－Ａ－３７、Ｉ－Ａ－４０、Ｉ－Ａ－４５、Ｉ－Ａ－４６、Ｉ－Ａ－４７
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、Ｉ－Ａ－４８、Ｉ－Ａ－４９、Ｉ－Ａ－５０、Ｉ－Ａ－５１、Ｉ－Ａ－５２、Ｉ－Ａ－
５３、Ｉ－Ａ－５４、Ｉ－Ａ－６５、Ｉ－Ａ－６８、Ｉ－Ａ－６９、Ｉ－Ａ－７０、Ｉ－
Ａ－７１、Ｉ－Ａ－９４、Ｉ－Ａ－９５、Ｉ－Ａ－９６、Ｉ－Ａ－１０１、Ｉ－Ａ－１０
２、Ｉ－Ａ－１０３、Ｉ－Ａ－１０４、Ｉ－Ａ－１０５、Ｉ－Ａ－１０６、Ｉ－Ａ－１０
８、Ｉ－Ａ－１１０、Ｉ－Ａ－１１２、Ｉ－Ａ－１１６、Ｉ－Ａ－１２２、Ｉ－Ａ－１２
６、Ｉ－Ａ－１３４、Ｉ－Ａ－１３５、Ｉ－Ａ－１３６、Ｉ－Ａ－１３８、Ｉ－Ａ－１３
９、Ｉ－Ａ－１４０、Ｉ－Ａ－１４１、Ｉ－Ａ－１４４、Ｉ－Ａ－１４５、Ｉ－Ｂ－１。
【０３５３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
９０％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－５、Ｉ－Ａ－６、Ｉ－Ａ－７、Ｉ－Ａ－１２、Ｉ－Ａ－
１４、Ｉ－Ａ－１６、Ｉ－Ａ－２３、Ｉ－Ａ－２４、Ｉ－Ａ－２５、Ｉ－Ａ－２７、Ｉ－
Ａ－２８、Ｉ－Ａ－３０、Ｉ－Ａ－３１、Ｉ－Ａ－３６、Ｉ－Ａ－３８、Ｉ－Ａ－３９、
Ｉ－Ａ－４１、Ｉ－Ａ－５５、Ｉ－Ａ－５８、Ｉ－Ａ－５９、Ｉ－Ａ－６０、Ｉ－Ａ－６
１、Ｉ－Ａ－６２、Ｉ－Ａ－６４、Ｉ－Ａ－６７、Ｉ－Ａ－７３、Ｉ－Ａ－７４、Ｉ－Ａ
－７５、Ｉ－Ａ－７７、Ｉ－Ａ－７９、Ｉ－Ａ－８２、Ｉ－Ａ－８３、Ｉ－Ａ－８４、Ｉ
－Ａ－８６、Ｉ－Ａ－８７、Ｉ－Ａ－９７、Ｉ－Ａ－９８、Ｉ－Ａ－１００、Ｉ－Ａ－１
０７、Ｉ－Ａ－１０９、Ｉ－Ａ－１１３、Ｉ－Ａ－１１７、Ｉ－Ａ－１１９、Ｉ－Ａ－１
２０、Ｉ－Ａ－１２３、Ｉ－Ａ－１２４、Ｉ－Ａ－１２５、Ｉ－Ａ－１２７、Ｉ－Ａ－１
２８、Ｉ－Ａ－１３０、Ｉ－Ａ－１３１、Ｉ－Ａ－１３２、Ｉ－Ａ－１３７、Ｉ－Ａ－１
４２。
【０３５４】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
９０％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－７８、Ｉ－Ａ－１４６。
【０３５５】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、２０ｇ／ｈａの施用量で、９
０％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－９。
【０３５６】
　ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）－噴霧試験；ＯＰ－抵抗性
　　溶媒：　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を製造するために、１重量部の活性化合物を上記重量部の溶
媒を用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含
有している水を用いて調合する。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含
有している水で希釈する。
【０３５７】
　全ての成育段階のナミハダニ（ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅ　ｒｅｄ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔ
ｅ）（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）が発生しているインゲンマメ（Ｐｈａ
ｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の活性化合物調製物を噴
霧する。
【０３５８】
　６日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのナミハダニが死んだこと
を意味し、０％は、死んだナミハダニが無かったことを意味する。
【０３５９】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
９０％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－６、Ｉ－Ａ－７８、Ｉ－Ａ－１０５。
【０３６０】
　マスタードビートル（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）－噴霧試験
　　溶媒：　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
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　　乳化剤：　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を製造するために、１重量部の活性化合物を上記重量部の溶
媒を用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含
有している水を用いて調合する。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含
有している水で希釈する。
【０３６１】
　ハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の
活性化合物調製物を噴霧し、乾燥後、マスタードビートル（ｍｕｓｔａｒｄ　ｂｅｅｔｌ
ｅ）（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）の幼虫を寄生させる。
【０３６２】
　７日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのマスタードビートル幼虫
が死んだことを意味し、０％は、死んだマスタードビートル幼虫が無かったことを意味す
る。
【０３６３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－７９、Ｉ－Ａ－８０。
【０３６４】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５００ｇ／ｈａの施用量で、
８３％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－１５。
【０３６５】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－噴霧試験
　　溶媒：　　　１４重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を製造するために、１重量部の活性化合物を上記重量部の溶
媒を用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含
有している水を用いて調合する。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含
有している水で希釈する。アンモニウム塩及び／又は浸透剤を添加することが必要な場合
、それらは、いずれも、１０００ｐｐｍの濃度で当該配合物溶液に添加する。
【０３６６】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が重度に発生しているピーマン
（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）植物を、所望濃度の該活性化合物調製物を噴霧する
ことによって処理する。
【０３６７】
　６日間経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラムシが
死んだことを意味し、０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味する。
【０３６８】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で、９
９％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－６６。
【０３６９】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、２０ｐｐｍの施用量で、１０
０％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－４４、Ｉ－Ａ－９９。
【０３７０】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、２０ｐｐｍの施用量で、９９
％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－４、Ｉ－Ａ－２０、Ｉ－Ａ－５７、Ｉ－Ａ－８９。
【０３７１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、２０ｐｐｍの施用量で、９５
％の効力を示す：　Ｉ－Ａ－９３。
【０３７２】
　対照実施例
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－噴霧試験（ＭＹＺＵＰＥ）
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　　溶媒：　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を製造するために、１重量部の活性化合物を上記重量部の溶
媒を用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含
有している水を用いて調合する。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含
有している水で希釈する。
【０３７３】
　全ての成育段階のモモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が発生してい
るハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の
活性化合物調製物を噴霧する。
【０３７４】
　所望の期間が経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラム
シが死んだことを意味し、０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味する
。
【０３７５】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、従来技術と比較して優れた効
力を示す：　表を参照されたい。
【０３７６】
　ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）－噴霧試験；ＯＰ－抵抗性（
ＴＥＴＲＵＲ）
　　溶媒：　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を製造するために、１重量部の活性化合物を上記重量部の溶
媒を用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含
有している水を用いて調合する。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含
有している水で希釈する。
【０３７７】
　全ての成育段階のナミハダニ（ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅ　ｒｅｄ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔ
ｅ）（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）が発生しているインゲンマメ（Ｐｈａ
ｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の活性化合物調製物を噴
霧する。
【０３７８】
　所望の期間が経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのナミハダニが死ん
だことを意味し、０％は、死んだナミハダニが無かったことを意味する。
【０３７９】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、従来技術と比較して優れた効
力を示す：　表を参照されたい。
【０３８０】
　マスタードビートル（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）－噴霧試験（ＰＨＡ
ＥＣＯ）
　　溶媒：　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の適切な調製物を製造するために、１重量部の活性化合物を上記重量部の溶
媒を用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含
有している水を用いて調合する。さらなる試験濃度を得るために、該調製物を乳化剤を含
有している水で希釈する。
【０３８１】
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　ハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の
活性化合物調製物を噴霧し、乾燥後、マスタードビートル（ｍｕｓｔａｒｄ　ｂｅｅｔｌ
ｅ）（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）の幼虫を寄生させる。
【０３８２】
　所望の期間が経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのマスタードビート
ル幼虫が死んだことを意味し、０％は、死んだマスタードビートル幼虫が無かったことを
意味する。
【０３８３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、従来技術と比較して優れた効
力を示す：　表を参照されたい。
【表３】
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